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はじめに

「県営担い手育成ほ場整備事業大胡西北部地区｣の実施に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書第２集『横沢新屋敷遺跡』をお届けいたします。

平成２年度の試掘。確認調査から開始された大胡西北部遺跡群の発掘調査も

平成８年度の事業をもって、現場での発掘調査を終了しました。これまでの調

査において発見された遺跡は14遺跡、そのうち本調査を実施した遺跡は12遺跡

におよびます。大胡町においてこれまでにない大規模なものとなりました本事

業によって、新たに発見・知見された成果には多くのものがあります。

今回報告する横沢新屋敷遺跡では、縄文時代前期初頭から前半にかけての土

器の様相を知る上で全国的にもみても良好な資料の提示があります。

また、北陸系の土器として周知されている新崎式土器の出土もありました。

当時において広範囲にわたる人々の交渉があったことが判る好資料といえま

しょう。

毎日のように、全国各地で遺跡の発掘に関する新たな発見のニュースが新聞

紙上をはじめ多くのメディアで報道されています。それらの中には、興味本意

に扱われるあまり遺跡の本来のあり方・見方を見失いがちなものもあります。

大胡町においてあらたに知見されたこれらのことがらが歴史認識の正しい理

解につながることを願ってやみません。

本報告書が町民をはじめ多くの方々に活用されますことを祈念するととも

に、末筆となりましたが調査にご協力いただきました多くの方々、調査にあた

られたみなさまに、深く感謝の意を表し、はじめの言葉といたします。

平成９年３月

勢多郡大胡町教育委員会

教育長剣持平三郎
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１．本書は、「県営担い手育成ほ場整備事業大胡西北部地区｣の実施に伴い事前に発掘調査された大胡町

大字横沢字新屋敷に所在する横沢新屋敷遺跡の発掘調査報告書である。

なお、事業名称は、当初「県営ほ場整備事業大胡西北部地区」として開始され、平成７年度から事

業内容の変更に伴い「県営担い手育成ほ場整備事業大胡西北部地区」に改称された。

２．遺跡の名称は、大字名小字名を併記し横沢新屋敷遺跡と呼称した。

３．発掘調査は、大胡町教育委員会が直営で実施したものである。

４．「県営担い手育成ほ場整備事業大胡西北部地区」に伴う発掘調査は平成２年度の次年度工事実施予

定地区における試掘確認調査から開始された。今回報告する横沢新屋敷遺跡は、平成５年度に発掘調

査を実施した。

５．平成２年度から平成４年度における試掘確認調査の概要については第１集序編第Ⅲ章で、平成５年

度から平成８年度における試掘確認調査の概要は本書序編第Ｉ章で概説した。

６．調査組織及び本書の作成組織は、次のとおりである。

事務局

教育長劔持平三郎

社会教育課長井上敬雄（平成７年５月退任）

山口豊（平成７年６月着任）

課長補佐角間宏（平成６年５月退任）

真藤孝（平成６年６月着任）

天沼和男（平成７年４月着任）

文化財担当

主査山下歳信

主任藤坂和延

主事小沼安美（事務担当）

７．本書の作成にあたっては、編集・執筆を藤坂が中心となってあたった。また、以下のものが作成に
参加した。（五十音順）

五十嵐文江鈴木久美子北爪珠美田村志づ江山下雅江

８．石器石材の同定は、パリノ・サーヴェイ株式会社五十嵐俊雄氏による。

９．石器実測の一部は､技研測量設計株式会社に､土器実測の一部は､有限会社前橋文化財研究所による。

10．発掘調査によって出土した遺物は、大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵棟で管理・収蔵
されている。

11．発掘調査の実施および本書を作成するについて、下記の機関・諸氏に御指導。ご協力を賜った。記
して感謝の意を表したい。（順不同、敬称略）

群馬県教育委員会文化財保護課群馬県埋蔵文化財調査事業団群馬県埋蔵文化財調査センター

株式会社測研技研測量設計株式会社須賀工業株式会社有限会社前橋文化財研究所パリノ・

サーヴェイ株式会社勢多郡社教部会文化財分会の諸氏渋谷昌彦谷藤保彦寺崎祐助萩谷



千明

12．発掘調査作業員及び整理作業員は次のとおりである。（五十音順、敬称略）

阿久沢福造五十嵐文江石井よれ井野ちう子井上美代子

大原きみ子大野京子岡田誉富奥野富子小沢チヅエ

小保方富次郎北爪珠美木村かね子喜楽トヨ佐野勝二郎

菅田ツル鈴木久美子須藤か津ゑ関トシ子関口みよ子

故高橋充子滝本房子田村志づ江角田正次郎勅使河原幸枝

中沢しず子中村新太郎長岡徳治主代仲治萩原秀子

福島逸司藤川敏枝松倉菊枝松倉りつ村山ふで

山田茂雄横沢恵子

横沢和代和田マツエ

大沢あさ江

落合高男

下山敏

関谷清治

登坂うた子

林みき

山下雅江

凡例

1．本書報告の遺構番号については、発掘調査時のものを使用した。

2．本書挿図の縮尺は次のとおりである

全体図１：８００住居社・竪穴遺構１：６０炉杜１：３０土坑・集石遺構１：６０

古墳平面図１：１８０古墳断面図１：１２０主体部平・断面図１：８０

土器１：２，１：３，１：４(大型土器)，１：５(展開図の一部）石器ｌ：１(旧石器の細石核)，２：３(石

鍍・石錐・石匙の一部)，１：２(石匙)，１:３(石斧。磨石・凹石・スクレーパー)，１：４(板碑)，１：

６(石皿・多孔石・五輪塔）

3．遺構図中に記した断面基準線は標高である。

4．遺構図中に示したＮ方位は、座標北である。

５．遺物分布図中の遺物に付した番号は実測図番号・遺物観察表番号と一致する。

６．土器については本文中で説明した。石器については下記の記載内容により遺物観察表としてまとめ

た。

挿図番号挿図に付した番号

図版番号写真図版番号

整理番号遺物整理のために付した個体別番号。したがって、報告書に掲載できなかった

遺物等の欠番がある。

取り上げ番号遺物取り上げの際に付した番号。また、番号を付さずに取り上げた遺構覆土中
出土の遺物は覆土とした。

器種石器の種類および器形をこの項目に記載した。

遺存状態遺物の残存程度を記載した。

法量単位はc､及び９（－部kg）である。欠損品における現存値には（）を付した。

７．第２図は、建設省国土地理院発行の５万分の１地形図「前橋」を加筆し、使用した。

８．第１図は、大胡町役場発行2,500分の１現形図を加筆し、使用した。

９．挿図に使用したトーン及びドットは次ページのとおりである。
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序編

第Ｉ章試掘・確認調査の記録

第１節平成５年度の試掘・確認調査について

平成５年度の試掘・確認調査は、当該年度工事実施予定地区のうち、前年度に実施できなかった地区

を対象に実施した。対象地区とした地域は大字横沢字新屋敷、宇持、大字堀越字芝山である。

以上の調査によって、大字横沢字新屋敷において縄文時代前期から近世にわたる複合遺跡を、大字横

沢字宇持において縄文時代の陥し穴を確認した。

第２節平成６年度の試掘・確認調査について

平成６年度の試掘・確認調査は、いずれも当該年度工事実施予定地区内において実施した。対象とし

た地域は、大字堀越字中道、字乙薬師である。

また、大字堀越字甲薬師、字寺窪、字新畑の工事実施予定地区内において、踏査を実施した。

以上の調査によって、大字堀越字中道、字乙薬師において、縄文時代前期から近世にわたる大規模な

複合遺跡を確認した。

第３節平成７年度の試掘。確認調査について

平成７年度の試掘・確認調査も当該年度工事実施予定地区内においての実施となった。以上の調査に

よって、大字堀越字丁二本松において縄文時代から平安時代の複合遺跡を、大字横沢字向田において縄

文時代の住居杜・土坑及び終末期の横穴式古墳２基、字向山において縄文時代の住居杜・土坑及び終末

期の横穴式古墳２基、平安時代の掘立柱建物１棟を確認した。

第４節平成８年度の試掘・確認調査について

平成８年度は、追加事業の実施があり「県営担い手育成ほ場整備事業大胡西北部地区」の面工事実施

の最終年度にあたった。当該年度工事実施予定地区内の試掘・確認調査により、大字堀越字甲真木にお

いて古代の古墓を、大字茂木字二本松において縄文時代前期関山期の住居杜１軒を確認した。

Ｉ 



第１表試掘・確認調査の記録（平成５年度から平成８年度）

本調査試掘・確認調査 工事実
調査
年度

調査
年度

考備
調査概要調査地(大字・字）’調査概要 施年度

本書所収。横沢新屋敷遺跡トレンチ調査横沢・新屋敷 ５ ５ ５ 

縄文時代集落。縄文時代住居社確認

古墳４基。古墳２基確認。

中世古墓。ほか中世古墓確認。

宇持遺跡トレンチ調査 ５ 横沢・宇持 ５ 

縄文時代土坑２基。縄文時代土坑確認。

トレンチ調査 ５ 堀越・芝山

遺構・遺物なし。

第３集所収。堀越中道遺跡６ トレンチ調査堀越・中道、乙薬師

６
】

H1 

縄文時代前期集落。縄文時代遺物確認。

古墳時代前期集落。古墳時代前期住居杜確認。

平安時代集落。ほか平安時代住居社確認。

踏査 ６ 堀越・甲薬師

遺物散布せず。

踏査

頃
Ⅲ

堀越・寺窪

遺物散布せず。

踏査 H1 堀越・新畑

遺物散布せず。

横沢向田遺跡７ トレンチ調査 ７ 横沢・向田７ 

縄文時代住居社・土坑。縄文時代住居社確認。

古墳２基。古墳２基確認。

平安時代住居社。平安時代住居社確認。

横沢向山遺跡トレンチ調査 ７ ７ 横沢・向山

縄文時代住居社４軒。縄文時代住居社確認。

古墳２基。ほか古墳２基確認。

堀越丁二本松遺跡７ トレンチ調査 ７ 堀越・丁二本松

縄文時代前期集落。縄文時代住居社確認。

平安時代集落。ほか平安時代住居社確認。

茂木二本松遺跡８ H１ トレンチ調査茂木・二本松H１ 

縄文時代前期住居趾縄文時代住居杜確認。

平安時代地割れ。ほか平安時代地割れ確認。

８ トレンチ調査茂木・米野道上

遺構・遺物なし。

トレンチ調査。 Bｉ 堀越・乙二本松

遺構・道物なし。

事業対象外となり事業に伴う発堀越甲真木遺跡トレンチ調査堀越・甲真木

掘調査は実施せず。平安時代古墓平安時代古墓確認。

２ 

蕊
試掘・砿 調斑

鯛査地(大字・字） 調査概要

工事実

施年度

調査
年度

本調萱

調査概要
備考

枇沢・新屋敷

横沢・宇持

堀越・芝山

トレンチ調査

機､文時代住民ｶﾄ確認

古墳２基ln個認。

中世古墓確駆。

トレンチ調査

縄文時代土坑確認。

トレンチ調症

遺構・遺物なし。

横沢新星】Z〔１回跡

縄文時代集落。

古墳４基。

中11t吉墓。ほか

宇持遺跡

縄文時代土坑２基。

本書所収。

堀越・中道、乙薬師

堀越・甲薬師

堀越・寺浬

堀越・新畑

トレンチ認識

繩文時代逝物確認。

古墳時代前期住居杜確認。

平安時代住居:h]二確認。

踏査

迫物散布せず。

踏迩

遺物散布せず。

踏査

遺物散布せず。

堀越中道遺跡

縄文時代前期集落。

古墳時代前期集落。

平安時代集落。ほか

第３集所収。

枇沢・向11］

横沢・向l｣」

堀越・丁二本松

トレンチ調査

縄文時代住居社確認。

古墳２基確認。

平安時代住居ｶﾋ確認。

トレンチ調査

縄文時代住居壮確認。

古墳２基確認。

トレンチ調査

縄文時代住居社確認。

平安時代住居力l確認。

横沢向田遺跡

縄文時代住居社・土坑。

古墳２基。

平安時代仲居iIl2e

横沢向山追跡

縄文時代住居杜４粁。

古墳２基。ほか

堀越丁二本松iEi跡

縄文時代前期集落。

平安時代集落。ほか

茂木。..且本松

茂木・米野道.上

堀越・乙二本松

堀越・申真木

トレンチ調査

縄文時代住居ｶﾋ確飽。

平安時代地割れ確認。

トレンチ調査

遺構・遺物なし。

トレンチ調査。

遺構・遺物なし。

トレンチ調衣

平安時代古基瀧認。

茂木二本松遺跡

綱文時代前期仲居iIl.

平安時代地割れ。ほか

堀越甲真木遺跡

平安時代古基

顛業対象外となり事業に伴う発

掘調査は実施せず。



本編

第Ｉ章発掘調査に至る経緯と調査の経過

横沢新屋敷遺跡は、平成５年度の工事実施予定地区内の大字横沢字新屋敷において実施した事前の試

掘・確認調査において発見・確認された遺跡である。現地の状況は、杉の木が植林された山林で、まず

それらをパックホーにより伐採・抜根することから試掘・確認調査は開始された。この際、台地の北の

鞍部において石の祠が存在することが判明。作業員により周辺を精査し、祠の範囲及び礎石を確認、ま

た地域住民からの聞き取り調査を並行して実施し、神社跡であることを確認する。さらに、神社跡を除

き周辺にトレンチを入れ、縄文時代の住居杜を確認する。

その後、工事の内容が明らかとなり、本遺跡を載せる台地は東部の低地への盛り土として切り土され

ることが判明する。そこで、教育委員会は発掘調査を実施し記録保存を図ることで前橋土地改良事務所

と協議の結果を見た。

本調査は前橋土地改良事務所との間に調査委託契約を締結し試掘・確認調査の実施から引き続いての

平成５年９月１日からの土木重機の投入による表土除去から開始された。１０月13日から平成６年１月２７
〆

日まで作業員による現地発掘調査を実施した。引き続き３月25日まで遺物洗浄・遺物注記等の基本整理

を実施し平成５年度の事業は終了した。本書の刊行および出土遺物の整理・保管・記録資料の整理は、

断続的であるが平成６年度から平成８年度にわたり実施し、本遺跡に係わる事業のすべては完了した。

第II章遺跡の立地と環境

第１節遺跡の位置

大胡町は、群馬県の中央やや南東寄りにあり「上毛三山」のひとつ赤城山の南麓に立地する。県庁所

在地である前橋市とは西部および南部で接し、東部は宮城村・粕川村に接する。

本遺跡は、大胡町の北西部の大字横沢字新屋敷に所在し、上毛電鉄大胡駅の北西約2.7km､大胡町立滝

窪小学校の南約q4hnに当たる。遺跡地は、南に長く延びる舌状台地の突端に位置する。遺跡を載せる台

地は、開析谷によって東西を分断され南北に長い舌状台地で東西幅約90ｍを遺跡地で測る。

遺跡の標高は、遺跡地北部で最高の232.0ｍを測り、南に向かって緩やかに傾斜する。東部の開析谷と

の標高差約19ｍ、西部の開析谷との標高差約10ｍを測る。

第２節周辺の遺跡

本遺跡の周辺において、周知・確認されている遺跡は、横沢古墳群として周知される古墳群の－支群

として大塚地区が遺跡地西方の開析谷を隔てた台地上に所在し、さらに西方には奈良。平安時代の集落

跡である芳山遺跡（６）が所在する。

また、遺跡東方の開析谷を隔てた東の台地上には、縄文時代の遺跡、宇持遺跡（７）・丁二本松遺跡

（８）・横沢向田遺跡（10）・横沢向山遺跡（11）が所在する。

３ 



第１図大胡町の遺跡

第２表大胡町の遺跡一覧

容酉
献文所在地遺跡名番号

旧石器|縄文｜弥生｜古墳｜歴史｜中世｜近世

本書所収◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 横沢・新屋敷 ○ 横沢新屋敷遺跡

『乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡」◎ ◎ 滝窪・西天神西天神遺跡１ 

｢乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡」。○ 堀越・乙西尾引遺跡乙西尾引遺跡２ 

｢甲諏訪遺跡１１◎ 堀越・甲諏訪甲諏訪遺跡３ 

◎ 。堀越・西一丁田西一丁田遺跡４ 

1堀越芝山遺跡」。。堀越・芝山堀越芝山遺跡５ 

。横沢・芳山芳山遺跡６ 

。横沢・宇持宇持遺跡７ 

◎ 。。堀越・丁二本松丁二本松遺跡８ 

｢大胡町誌」。横沢・内出横沢城杜H１ 

◎ ◎ 横沢・向田横沢向田遺跡1０ 

◎ 。◎ 横沢・向山横沢向山遺跡11 

｢乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡」。横沢・柴崎大胡町39号古墳1２ 

｢乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡」◎ ◎ 横沢・柴崎横沢柴崎遺跡1３ 

４ 

番号 遺跡名 所在地
内容

旧石器 縄文 弥生 古墳 歴史 中世 近世
文献

枇沢新屋敷遺跡 横沢・新屋敷 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 本書所収

西天神過跡 滝窪 丙天神 ◎ ◎ ｢乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡」

乙西尾引遺跡 堀越 乙西尾引遺跡 ○ ◎ ｢乙西尾引遺跡・西天神追跡・柴崎遺跡」

甲諏訪遮跡 堀越 甲諏訪 ◎ 『甲諏訪遺跡Ｉｊ

西一丁田遺跡 堀越 西一丁田 ◎ ◎ 

堀越芝１１１遺跡 堀越 芝山 ◎ ◎ ｢堀越芝I[I遺跡」

芳山遺跡 横沢 芳山 ◎ 

宇持遺跡 横沢 宇持 ◎ 

丁二本松追跡 堀越 丁二本松 ◎ ◎ ◎ 

横沢城壮 横沢 内出 ◎ ｢大胡町誌」

10 横沢向田iig跡 棋沢 向田 ◎ ◎ 

1１ 横沢向山遺跡 横沢 向山 ◎ ◎ ◎ 

1２ 大胡町39号古墳 横沢 柴崎 ◎ ｢乙西尾引遺跡・西犬神遺跡・柴崎ﾗU:i跡」

1３ 横沢柴崎i且跡 横沢・柴崎 ◎ ◎ ｢乙西尾引j遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡」



容
■ロー

組

献文所在地遺跡名番号
旧石器||縄文||弥生｜古墳||歴史｜中世｜近世

｡ ◎ 茂木・二本松茂木二本松遺跡1４ 

。堀越・甲真木堀越甲真木遺跡1５ 

。 。 。堀越・新畑新畑遺跡1６ 

堀越・乙関替戸遺跡 ◎ 乙関替戸遺跡1７ 

『堀越中道遺跡Ｉ◎ ◎ 堀越・中道 ◎ 。堀越中道遺跡1８ 

I日光道東遺跡Ⅱ河原浜・日光道東 ◎ 。 ◎ 。日光道東遺跡1９ 

I|浅見遺跡】浅見遺跡 樋越・浅見 。 。2０ 

I大胡町誌」樋越・六反畑 。丁田城（稲煩屋敷）2］ 

I上大屋・樋越f1h反潰跡群』上大屋・樋越遺跡群 上大屋、樋越 。醜

Ｉ上大屋・樋越f1h反潰跡群」樋越・西前沖 ｡ 西前沖遺跡2３ 

稲荷塚古墳 上大屋・八ケ峰 ｡ 2４ 

『上大屋・樋越地区遺跡群」上大屋・八ケ峰 。八ケ峰遺跡2５ 

大胡・中宮関中宮関遺跡 。 。2６ 

河原浜・根古屋 『大胡町誌｣ほか大胡城跡 。 ◎ 2７ 

『殿町遺跡」殿町遺跡 堀越・殿町 ◎ 2８ 

｢大胡町誌』ほか堀越古墳 堀越・房関2９ (9) 

天神遺跡 ｢群馬県史資料編１』茂木・天神 ｡ (、3０ Ｕ 

天神風呂遺跡 茂木・天神風呂 ◎ ６ ｢天神風呂遺跡』31～3４ 。

足軽町遺跡 ｢大胡町誌』ほか茂木・足軽町 。 ◎ 3５ Ｕ 

梅沢遺跡 茂木・梅沢 ◎ 3６ 

稲荷窪Ｂ地点遺跡 茂木・稲荷窪 。 ◎ 。3７ Ｕ 

稲荷窪Ａ地点遺跡 茂木・稲荷窪 ◎ ｢稲荷窪Ａ地点遺跡」3８ 。 。

茂木・大畑大畑遺跡 ○ 3９ ｢小林・山神・大畑遺跡』

山神遺跡 茂木・山神 ◎ 4０ 。 。 ｢小林・山神・大畑遺跡』

小林（三ツ屋）遺跡 茂木・小林 ◎ ◎ 4１ ◎ ◎ ｢小林・山神・大畑遺跡』

上ノ山遺跡 茂木・上ノ山 ○ ◎ ◎ ｢上ノ山遺跡」同4２ ｡ 

西小路遺跡 ◎ ｢西小路遺跡』茂木・西小路 ○ ◎ 。4３ ｡ 

諏訪東遺跡 茂木・諏訪東 ◎ ◎ ｡ 4４ 

下宮関遺跡 大胡・下宮関 ◎ ○ 4５ 

前橋東商業高校遺跡 大胡・前山 ○ ｢大胡町誌」4６ 

上大尾下組遺跡 上大屋・下組 ◎ 。 ○ 4７ 

◎は遺構が確認○は遺物のみ確認

５ 

ｒ
Ｉ
Ｉ
 

番号 遺跡名 所在地
内容

|ﾛ石滞 縄文 弥生 古墳 歴史 中世 近世
文献

1４ 茂木二本松遺跡 茂木・＿二本松 。 。

1５ 堀越甲真木遺跡 堀越 甲真木 ｡ 

1６ 新畑遺跡 堀越 新畑 ｡ ◎ 。

1７ 乙関替戸遺跡 堀越 乙関替戸遺跡 ◎ 

1８ 堀越中道遺跡 堀越・中道 。 ◎ ◎ ｡ ｢堀越F':J道遺跡」

1９ 日光道東遺跡 河原浜・日光道JＨ ◎ ◎ ◎ ◎ 『寓光道東遺跡」

2０ 浅見遺跡 樋越・浅見 ｡ ◎ 浅見遺跡」

2１ 丁田城（稲垣屋敷） 樋越・六反畑 Ｃ 大胡町誌」

2２ 上大屋・樋越遺跡群 上大屋、樋越 ◎ Ｉ１大屋・樋越地反遺跡群」

2３ 西前沖遺跡 樋越・西前沖 ◎ [.=大屋・樋越地底撹跡群」

2４ 稲荷塚古墳 .'二大屋・八ケ峰 。

2５ 八ケ峰遺跡 上大屋・八ケl峰 ◎ 『上大屋・樋越地反潰跡群」

2６ 中富関遺跡Ｉ 大胡・中宮関 。 ◎ 

2７ 大胡城跡 河原浜・根古屋 ｡ 。 『大胡町誌｣ほか

2８ 殿町追跡 堀越・殿町 。 『殿町追跡」

2９ 堀越古墳 朔越 房関 ◎ 『大胡町誌｣ほか

3０ 天神追跡 茂木 天神 ◎ 行 ◎ ｢群馬県史資料編１」

31～3４ 天神風呂遺跡 茂木 天神風呂 ◎ ◎ ◎ ｢天神風呂遺跡』

足軽町遺跡 茂木 足軽町 ｡ ◎ ◎ ｢大胡町誌｣ほか

3６ 梅沢遺跡 茂木 梅沢 ◎ 

3７ 稲荷窪Ｂ地点遺跡 茂木 稲荷窪 ○ 。 ◎ ◎ 

3８ 稲荷窪Ａ地点遺跡 茂木 稲荷趣 。 。 ◎ ｢稲荷窪Ａ地点遺跡」

3９ 大畑遺跡 茂木 大畑 ○ ｢小林・'｣I神・大畑遺跡」

4０ 山神遺跡 茂木 I｣｣神 ◎ ｡ ○ ｢小jN《・'1｣神・大畑遺跡」

４１ 小林（＝ツ屋）遺跡 茂木 小林 ◎ ◎ ◎ 。 l｢小林・山l(111・大畑遺跡』

4２ 上ノ【[l遺跡 茂木 上ノ[1１ ○ ◎ ｡ 。 ◎ 『上ノ111遺跡」

4３ 西小路遺跡 茂木 西小路 ○ 。 ◎ 。 ◎ 『西小路遺跡」

4４ 諏訪東遺跡 茂木 諏訪東 ◎ ◎ 。

4５ 下官関遺跡 大胡 l守宮関 ｃ ○ 

4６ 前橋束商業高校遺跡 大胡・前[[Ｉ ○ 『大胡町誌」

4７ 上大屋下組遺跡 上大屋・下組 ◎ 。 ○ 



第III章調査の方法と遺跡の層序

第１節調査の方法

調査にあたっては、国家座標Ⅸ系（Ｘ＝47710.0,Ｙ＝-62100.0）を基準とする10ｍ×10ｍのグリッ

ドを設定した。グリッド名は南北方向に南からＡ～Ｒの18区、東西方向に１～１０の10区を設定し、南西

コーナーの杭をもって呼称した。したがって、（大文字アルファベット)－(算用数字)、Ａ－５Ｇのよう

に表現した。

調査は、土木重機による表土除去後ジヨレンがけにより遺構検出・プラン確認を図り、必要に応じ土

層確認用のベルトを設定し各遺構の精査を実施した。

遺跡の記録図面は、遺構図がＳ＝１：２０を基本として、必要に応じＳ＝１：１０の詳細図で記録した。

調査区の全体図はＳ＝１：100で記録した。

記録写真は35ｍの白黒フイルム及びカラーリバーサルフイルムを用い逐次撮影した。また、バルーン

（気球）により６×６ブローニー判の白黒フイルム及びカラーリパーサルフイルムを用いた空中写真撮

影も実施した。

第２節遺跡の層序

遺跡における、基本土層の把握のための特別な調査は実施しなかったが、廃社調査の際のトレンチで

確認されたものが、現表土からハードロームまで比較的に良い保存状態を示すので、以下それについて

記載する。（第112図参照）

Ｉ層暗褐色土層粘性なし。締まり弱い。砂質で均質。灰白色軽石（Ｈｒ－Ｆｐ）均質混入。Ⅱ層へ

は漸移的に変化する。

Ⅱ層黒褐色土層粘,性なし。締まり有り。砂質（Ｉ層よりさらに均質)。灰白色軽石（Hr-FP）均質

混入。ⅡI層へは漸移的に変化する。

Ⅲ層暗褐色土層粘'性無し。締まり有り。黄色軽石均質混入。ざらざらしている。Ⅳ層へは漸移的に

変化する。

黒褐色土層粘性無し。締まり有り。Ⅱ層に酷似する。

暗褐色土層粘性有り。締まり有り。１V層からⅥ層への漸移層。

鈍い黄褐色土層粘'性有り。締まり有り。ソフトなローム土層。

黄褐色土層粘性有り。締まり強い。ハードなローム土層。

Ⅳ層

Ｖ層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ｖ層から遺物の出土がありその存在を予想させるが平面プランの確認はⅦ層上面

明確になる。

縄文時代の遺構は、

まで掘り下げて初めて

６ 

MWI 



第２図遺跡周辺図
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第IV章旧石器時代の遺構・遺物

旧石器時代の石器（第４図）

本遺跡の発掘調査において、，．Ｅ・Ｈ－３Ｇ、Ｆ～Ｎ－４ＱＨ－５Ｇの南西隅に２×２ｍの試掘

溝を設け旧石器時代の遺構。遺物の追究を計った。しかし、遺物の出土はなく当該期の遺構。遺物はな

いものと判断し、本調査は実施しなかった。

しかし、出土遺物を整理・検討する際当該期に属するものと考えられる遺物（細石核）が存在するこ

とが確認された。

確認された細石核は、縄文時代の第19号住居杜の覆土中から出土した(第４図)。濃緑色の珪質の石を

石材とする錐形の石核で、長さ3.1cm、幅2.8cm、厚

さ2.0cm、重量２１５．８９を測る。

石核の打面は調整打面と、180｡の打面転換を行い

細石刃剥離作業面をもう１つの打面としている。裏

面に自然面が残る。

この石核から剥離される細石刃は3.5cm程度の軸

長を測るものと思われる。

当該期の資料は１点のみであり、本資料をもって

本遺跡における旧石器時代の存在に言及するのは危

険であるので、可能性を指摘するにとどめておく。
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第Ｖ章縄文時代の遺構と遺物

本遺跡において検出された当該期の遺構は、住居杜26軒、土坑39基、集石遺構３基。出土した遺物は

早期から後期にわたるが、その中心となる時期は前期初頭の花積下層式期およびニツ木式期である。ま

た、中期初頭の五領ケ台式の遺物も多量に出土したほか、北陸系の土器・新崎式土器の出土も見た。

第１節住居杜

第１号住居趾（第５図、ＰＬ－２）

曰Ｂ 

亥 掘

１ 
ノ

Ｌ， 
、グ
ー国

、一＝－－￣

２３０．４ 

Ａ１ Ａ 

第１号住居壮・炉吐土層説明

１層暗褐色土ローム粒・焼土粒･炭化物粒混入。

2３０．９ＡイＡ 

`薑i篝!？
１ ４ ５ ２ 

鯵,…………
ZＯ 



臼

本住居社は、調査区の北西部（Ｎ・Ｏ－３Ｇ)、標高230.5～231.0ｍに位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北4.00ｍ、東西2.50ｍを測る。壁は38～63cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦であるが明確な堅繊面は確認

できなかった。

ピットは10本確認され、東壁を除く３壁下に壁柱穴として把握できる。壁溝も柱穴と絡んで３壁で確

認された。

炉吐は、中央やや北寄りで検出された。偏平な２個の石を敷き周囲を５個の石により「．」の字状に

組み南方を開放する。開放した南部はやや窪む。炉杜および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は

低い。

本住居社からの遺物の出土は非常に少なく、破片資料が主である。

第１号住居吐出±遺物（第５図）

１はやや外反して開く平口縁の破片。口唇下に刻み隆帯を２条施し、ＲとＬの２本１組の撚糸側面圧

痕と併走する連続の刻みにより蕨手文を構成する。２～４はいずれも胴部破片。２は０段多条のＲＬを

羽状に施す。３は閉端環付ＬＲを多段に施す。４は無節のＬ縄文を施す。５は０段多条のＲＬによる異

方向縄文を施す。６は底部破片で上げ底を呈する。

第２号住居趾（第６図、ＰＬ－２）

『
囚
①
○
ｍ
ｍ

国’
０ Ｃ 

： 
掘り方

斜
一
変

230.6 Ａ 

第２号住民士'ＨＬ層説明

１層暗褐色土灰白色軽石（Hr-FP）均質混

入。炭化物粒点在。やや締まり弱い。

２層暗褐色土ローム粒多量混入（均質)。

３層暗褐色土炭化物粒点在。

４層黒褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在

５層暗褐色土黄色軽石混入。

第２号住居辻・炉趾十層説明

１層暗褐色土焼十航点在。

２層暗褐色土ロームＢ混入。

囚’EQl 

Ａ‘ ２３０．９ Ａ 

第６図第２号住居杜平・断面図
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本住居;tl上は、調査区の北西部（Ｎ－３Ｇ)、標高230.5～231.0ｍに位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北4.10ｍ、東西3.30ｍを測る。壁は27～32cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は西壁中央から南壁の中央まで確認できた。床面は、ほぼ平坦である

が、明確な堅繊面は確認できなかった。

ピットは６本確認されており、西壁下に３本壁柱穴として確認され、２本は炉吐の南方部に、１本は

南東の隅よりに確認された。

炉吐は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を主体とする３個の石を敷き周囲を５個の石により

「．」の字状に組み南方を開放する。開放した南方部はやや窪む。炉社および周辺の焼土の分布は散在

的で被熱の程度は低い。

本住居杜からの遺物の出土は散在的であるが、炉吐を中心とする住居社の中央部にやや集中する。

第２号住居趾出土遺物（第７図）

１は外反する体部が「<」の字に屈曲し、内傾気味に口縁に向かい波状を呈する口縁部破片。０段多

条のＲＬを施す。２はやや内傾気味の平口縁を呈する口縁部破片でＲＬ縄文を施す。３は頚部破片で、

胴部との区画に２組の平行沈線を横送させ、瘤状の貼付を施す。胴部にはＲＬ縄文を施す。４～11はい

ずれも胴部破片である。４は０段多条ＲＬを、５は閉端環付ＲＬを、６は閉端環付ＲＬとＬＲを多段に

それぞれ施す。７は尖底を呈すると思われる底に近い部位でＲＬ縄文を、８は底部に近い部位の破片で

０段多条ＲＬとＬＲを施す。１０は０段多条ＬＲを、１１は０段多条のＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄

文をそれぞれ施す。１２は条痕文土器のロ縁部破片。１３は隆帯を鋭角な波状に貼付し、沈線を併走させる。

14～16は中期阿玉台式期に比定される胴部片。いずれもＲＬ縄文を施す。

石器は、打製石斧１点、スクレーパー２点、磨石・凹石４点、石皿片１点を図示した。磨石にはいず

れも炭化物の付着が認められる。

第３表第２号住居社出土石器観察表（第７図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅’厚｜重量｜石質｜備考

4．９１３．９１１．３１18.01デイサイトスクレーパー|完l７１Ｊ２Ｈ２１１５ 

4．３１４９１０．７１１３．２１織密質安山岩スクレーパー|完ｌ８１Ｊ２Ｈ１９１覆土

8.311５．７１１．６１８１．５１繊密質安山岩打製石斧｜完l９１Ｊ２Ｈ２０１１７ 

(9.5)’９．８１５．４１４８００１輝石安山岩凹石’半分２０１Ｊ２Ｈ２２１１０ 

炭化物付着7．２１７．１１５．６１２２６０１輝石安山岩磨石Ｉ完２１１Ｊ２Ｈ２５１６ 

14.31７．５１5.31753.0｜輝石安山岩｜炭化物付着磨石｜完２２１Ｊ２Ｈ２４１１覆土

炭化物付着14.81８．５１５．５１９６０．０１輝石安山岩磨石｜完２３１Ｊ２Ｈ２３１８ 

(19.0)’（18.9)’５．３１１９３１．０１輝石安山岩石皿｜一部２４１Ｊ２Ｈ２６１２０ 

Z２ 

挿図番号 轄理番号 取り-上げ番号 器種 辿存状態 長さ 幅 厚 重丞 石賀 備考

1７ Ｊ２Ｈ２１ スクレーパー 一元 ４．９ 3.9 1.3 1８．０ デイサイト

1８ Ｊ２Ｈ１９ (土 スクレーパー 』工 4.9 0-7 1３．２ 織密質安山岩

1９ Ｊ21120 打製石斧 吉元 5.7 1.6 8１ 敏密質安山岩

2０ Ｊ２Ｈ２２ 凹石 半分 (９ ９．８ 5.4 ４８０ 輝石安山岩

2１ Ｊ２Ｈ２５ 磨石
に－

ｺ[。 7.1 5.6 226 脈石安山岩 炭化物付着

2２ Ｊ２Ｈ２４ I土 磨石
￣ 

ﾌﾟロ 1４ ７．５ 5.3 753 輝石安山岩 炭化物付着

2３ Ｊ２Ｈ２３ 磨石 》工 1４．８ ８．５ 5.5 960 輝石安山岩 炭化物付着

2４ J２Ｈ２６ 2０ 石皿 －部 (19.0） (18.9） 5.3 1931.0 輝石安山岩
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第３号住居趾（第８図、ＰＬ－２）

、１ iml 

『
。
［
ｍ
、

Ｃ ０ 

掘

2３０．９ 

第３号住民士'卜＋層説明

１層暗褐色土黄色軽石混入。ローム粒点在。や

や締まり弱い。

２層暗褐色土黄色軽石･灰色軽石均質混入｡ロー

ムＢ・粒混入。炭化物粒点在。

３層暗褐色土黄色軽石･灰色軽石均質混入｡ロー

ム粒均質混入。炭化物粒点在。

４層暗褐色土黄色軽石・炭化物粒混入。

５層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒子点在。

６層暗褐色土黄色軽石・炭化物粒混入。

第３号住居辻・炉ｶﾄ士層説明

１層暗褐色土炭化物粒点在。
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第８図第３号住居杜平・断面図およびlLH十遺物
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本住居;il上は、調査区の北部（Ｎ･Ｏ－５Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置し、南半部で第30号土坑と重

複する。新旧関係は、第30号土坑のほうが新しい。‘

平面形態は、南北にやや長い長方形を呈し、規模は、南北3.40ｍ、東西2.80ｍを測る。壁は37～46ｃｍ

を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は北壁で確認された。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まってい

る。

ピットは８本確認されているが、主柱穴は把握できなかった。壁柱穴としては４本確認できる。

炉祉は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を１個敷き周囲を３個の石により「．」の字状に組

み南方を開放する。開放する南方部はやや窪む。炉杜および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は

低い。

本住居杜からの遺物の出土は非常に少なく、破片資料が主である。

第３号住居趾出土遺物（第８図）

１～３は、いずれも胴部の破片で、１は０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２．３はいず

れも胴部破片。４．５は中期五領ケ台式期に比定できる口縁部破片でいずれも平口縁を呈する。４は口

唇部および口唇部下に半裁竹管による連続の刻みを施す。５はやや肥厚する口唇で１条沈線を施し、Ｒ

Ｌの縄文を施文する。

図示した、石器は石鍍２点と石皿片２点である。

第４表第３号住居hHLH十石器観察表（第８図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜重量’石質｜備考

６１Ｊ３Ｈ８１覆土 石鍼｜完 3．０１２．３１０．４１３．０１デイサイト

７１Ｊ３Ｈ７１１覆土 石鑛｜完 2．６１２．０１０．６１３．１１１デイサイト

８１１Ｊ３Ｈ９１覆土 石皿’'半分 (8.9)114.0｜’３２１４２２．０ 輝石安山岩

９１Ｊ３Ｈ１０１覆土 石皿’半分 29.01（18.9)’９．０１３９５０．０１輝石安山岩

第４号住居趾（第９図、ＰＬ－３）

本住居ｶﾋは、調査区の北部中央（Ｎ･Ｏ－４Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。周辺は地震による

地割れがあり住居;Ll上北西部は若干崩れる。また、土層断面にも大小の地割れが確認できる。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北4.30ｍ、東西2.80ｍを測る。壁は56～70cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦であるが、明確な堅絨面はな

くやや軟質な床面である。

ピットは１本南壁中央やや西よりに確認できる。

炉吐は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石1個を敷き周囲を５個の石により「．」の字状に組

み南方を開放する。開放する南部はやや窪む。炉吐および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低

い。

本住居社からの遺物の出土は、北部で遺物（１，８）が流れ込むように出土している。

Z５ 

挿図番号 整理番号 取り上げ番･号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

J３Ｈ８ 覆土 石鐡 一元 3.0 ２．３ 0.4 3.0 デイサイト

J３Ｈ７ 覆土 石銑 壱工 2.6 2.0 ０．６ 3.1 デイサイト

J３Ｈ９ 覆土 石皿 半分 (8.9） 14.0 3.2 422.0 輝石安山岩

J３Ｈ１０ 覆土 石皿 半分 29.0 （18.9） 9.0 3950.0 )琿石安山岩
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第４号住居阯土層説明

１層暗褐色土締まりの弱い土層。地震によると思われる地割れの層。
２１画黒褐色土黄色軽石・灰色軽石混入。炭化物粒点在。
３層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。
４個鈍い黄褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。
５層暗褐色土黄色軽石・炭化物粒点在。

第４号住居趾・炉吐土層説明

１層黒褐色土炭化物粒・焼土粒混入。

２１画暗褐色土炭化物粒点在。

2３１．２ＡＩ Ａ 

Ｉ 

４ 

２ 

５ 

第９図第４号住居杜平・断面図および出土遺物（１）

Z６ 
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第10図第４号住居吐出土遺物（２）
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第４号住居吐出±遺物（第９・１０図、ＰＬ－２０）

１は住居杜の北部で確認されたミニチュア土器で上げ底の底部を呈し胴部中央でやや膨らみ口縁に向

かい開く。爪による浅い押し引きの爪形文を胴部中央に２条横位に施す。口縁部は爪形文を２条鋸歯状

に施す。２は、外反する口縁部破片で刻みを伴う平行沈線を２条口縁部直下に横走させ、瘤条の貼付を

施す。３は、小波状の口縁を有する深鉢土器で胴部から口縁に向かいやや内湾気味に開く。４～７はい

ずれも胴部の破片で、４は閉端環付ＲＬとＬＲを、５は０段多条ＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文

を、６．７は閉端環付ＲＬとＬＲを多段に施す。８は、住居杜の北部で覆土のやや上層から出土してい

るミニチュア土器で、底部から内湾し口縁に向かう。口唇に近い部位で屈曲し口唇部を立ち上げるもの

と思われるが、口唇部は欠損する。胴部及び口唇直下に円孔を施す。９～14はいずれも集合沈線を施す

土器群で、１４には、三角形の印刻文も認められる。１５は屈曲する頚部からやや内湾気味に口縁に向かい

開く土器片で頚部には隆帯を横位に貼付し沈線を併走させる。隆帯上には爪形の連続施文が認められ、

口縁部は沈線により方形の区画を施す。１６は胴部破片で沈線を縦位に施す。地文はＲＬの縄文である。

17～19はいずれも胴部破片で､１７は平行沈線及び弧状の沈線の施文が認められる。１８はＲＲ縄文を施す。

19は、刻みを伴う平行沈線を横位に施し、やはり沈線により弧状の施文が見られる。２０は口縁部の破片

で、口唇部直下にＲＬの縄文を施し、下位に沈線を横位に併走させる。２１．２２は胴部破片でＲＬの縄文

を施す。２３～25は胴部破片で、胎土に雲母の混入が認められる。２５はＲＬ縄文を施す。２６は底部の破片

で底面の中央をやや窪ませ、胴部への立ち上がりは接合部で屈曲し外反するものと思われる。

石器は、石鍍１点、打製石斧１点、凹石１点、石皿および破片それぞれ１点を図示した。

第５表第４号住居吐出土石器観察表（第10図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

1．２１１．２１０．３１０．３１黒曜石石錐｜完２７１Ｊ４Ｈ２８１覆土

打製石斧｜刃部欠損｜（8.6)’５．０１１．８１８４．５１デイサイト２８１Ｊ４Ｈ２７１覆土

8.611８．５１３．６１１３６７．０１輝石安山岩凹石｜完２９１１Ｊ４Ｈ２９１覆土

炭化物付着42.81（22.3)’９．０’9.5kgl輝石安山岩石皿’半分３０１Ｊ４Ｈ３１１２ 

2１．８１２６．２１５．４１３１５９．０１輝石安山岩石皿｜完３１１Ｊ４Ｈ３０１１炉１

第５号住居趾（第11図、ＰＬ－３）

本住居il上は、調査区の北部東寄り（Ｎ・Ｏ－６Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。

平面形態は、南北にやや長い長方形を呈し、規模は、南北3.50ｍ、東西2.90ｍを測る。壁は58～68ｃｍ

を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝西壁で確認できた。床面は、ほぼ平坦で炉吐を中心に良く締まっ

ている。また、随所で焼土が確認できる。

ピットは８本確認されており、内６本は壁柱穴として把握できる。また、Ｐ３・Ｐ４・Ｐ５のある南

壁中央やや西寄りを入り口部と想定する。

炉:tl上は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石１個を敷き周囲を３個の石により「．」の字状に組

み南方をやや窪ませ、その窪みの両脇をそれぞれ１個の扁平な石で囲い南方部を開放する。炉社および

周辺の焼土の分布は散在的で広範囲に及ぶ。

1８ 

挿図番号 轄理謡号 取り上げ番号 器極 逝存状憩 長さ 幅 厚 重量 石賀 備考

2７ J４Ｈ２８ 覆土 石鹸 》犯 Ｌ２ Ｌ２ ０－３ ０．３ 黒曜石

２８ J４Ｈ２７ 覆土 打製石斧 刃部欠損 (８ ､８ 8４． デイサイト

２９ J４Ｈ２９ 覆土 凹石 一元 367‘ 輝石安山岩

３０ J４Ｈ３１ 石皿 半分 4２． (2２ 9.【 輝万安山岩 炭化物付着

３１ J41130 炉１ 石皿 一元 2１．８ 2６．２ 5-4 3159.0 輝石安山岩



本住居社からの遺物の出土は、炉社周辺および北東隅に集中する。
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第５号住居ｶﾄ＋層説明

１層暗褐色土締まりの弱い土層。地震によると思われる

地割れの屑。

２層黒褐色土炭化物粒・ローム粒混入。

３層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒・ローム粒点在。
４層黒褐色土炭化物粒・焼土粒・ローム粒混入。

第５号住居辻・炉趾土層説明

１層暗褐色土炭化物粒・焼土粒混入。

２層暗褐色土灰色軽石混入。
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第11図第５号住居杜平・断面図および出十遺物
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第５号住居趾出土遺物（第11図、ＰＬ－２０)）

１は底部から逆「ハ」の字に外反しながら開き口縁に向かう深鉢土器で、底部は上げ底を呈する。０

段多条のＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を多段に施す。底面にも同一原体により施文する。２は

やや外反する口縁部破片で閉端環付のＲＬとＬＲを多段に施す。３は口縁から胴部にかけての破片で口

縁部文様帯は刻み隆帯を蕨手状に貼付し、刺切を施す。胴部の施文は閉端環付のＬＲを多段に施す。４

は条痕文土器。

石器は石皿１点を図示した。

第６表第５号住居社出土石器観察表（第11図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

５１Ｊ５Ｈ５１１２ 石皿｜完 18.1112.615.911585.011輝石安山岩

第６号住居趾（第12図、ＰＬ－４）
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第６号住居辻･炉jiL土層説明

１層黒褐色土炭化物粒・焼土粒．ロー

ム粒点在。

２層暗褐色土炭化物粒点在。

C’３層暗褐色土ローム粒混入。
第６号住居辻．十姑十層説明

１層暗褐色土ローム粒混入。

２層暗褐色土ローム粒混入。1,画より

明るい。

３層鈍い黄褐色土暗褐色土粒混入。

４層鈍い黄褐色土３層に酷似。
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第12図第６号住居祉平・断面図

本住居h上は、調査区の北部(Ｎ－５Ｇ)、標高231.0から231.5ｍに位置する。周辺には縄文時代の住居

杜および土坑が多く検出されている。

平面形態は、南北にやや長い長方形を呈し、規模は、南北3.60ｍ、東西3.00ｍを測る。壁は50～56ｃｍ

を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で比較的に良く締まって

いる。床面に土坑が確認できた。

ピットは１本確認されているが主柱穴としては把握できない。

炉;tl上は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を３個の石を敷き周囲を４個の石により「．」の字

2０ 

挿図番号 轄珂番号 取り上げ番号 器極 遮存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 Mｉ者

J５Ｈ５ 1２ 石皿 一元 18-1 1２．６ 5.9 1585.0 )HH沼｢安山岩



状に組み南方を開放する。開放した南部はやや窪む。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程

度は低い。炉祉の東の床面が焼けている。

本住居社からの遺物の出土には明確な集中は認められないが、住居杜の南方部からの出土が多い。

第６号住居吐出土遺物（第13図）

１は波状を呈する口縁部破片でＬＲの縄文を施す。２～５はいずれも胴部破片で、２は閉端環付のＬ

Ｒ縄文を多段に施す。３～６はいずれも胴部破片で、５は０段多条のＲＬ縄文を施す。６は、沈線を格

子状に施す破片。

石器は石鍍１点、打製石斧２点、黒曜石の原石1点、凹石３点、石皿２点および破片1点を図示した。

第７表第６号住居hH+{十石器観察表（第13図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器極｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜重量’石質｜備考

７１Ｊ６Ｈ９１土坑 石鑑｜完 1．７１１．２１０．４１１０．８１チャート

打製石斧｜完８１Ｊ６Ｈ７１５ 6．８１４．６１２．０１５８．０１織密質安山岩

打製石斧｜完９１Ｊ６Ｈ８１４ 8．９１5.0’1.51151.511絨密質安山岩

原石｜完l０１ｊ６Ｈ１０１１ 4．４１８．６１4.511135.011黒曜石

ｌ１１Ｊ６Ｈ１６１炉４ 石皿’一部 (8.7)’（10.9)｜（7.8)1593.011輝石安山岩

ｌ２１Ｊ６Ｈ１２１土坑 磨石’2/３ (10.1)’８．６１6.0’６６２．０１黒雲母花崗閃緑岩

磨石｜完l３１Ｊ６Ｈ１３１３ 1４．４１１７．８１４．６１６８０．０１輝石安山岩 炭化物付着

l４１Ｊ６Ｈ１１１２ 磨石｜一部欠損’（15.5)Ｉ８．０１４．６１６７６．０１輝石安山岩

ｌ５１Ｊ６Ｈｌ４１炉２ 石皿’半分 23.71（15.0)’５．７１２５２１．０１輝石安山岩

ｌ６１Ｊ６Ｈ１５１１炉１，炉３１石皿｜完 3２．２１２８．３１７．２１６．５kgl輝石安山岩

2Ｚ 

挿図番号 幣理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 工量 石賀 備考

Ｊ６Ｈ９ 土坑 石鑑 一元 1-7 １．２ 0.4 0-8 チャート

J６１１７ 打製石斧 》工 ６．８ 4.6 2.0 5８ 織密質安山岩

J６Ｈ８ 打製石斧 壱工 ８．９ 5.0 1.5 5１ 繊密質安山岩

1０ J61110 原石 一元 ４．４ 8.6 ４５ 135 黒曜石

1１ J６Ｈ１６ 炉４ 石1111 -部 (8.7） (10.9） (7.8） ５９３ 輝石安山岩

1２ J６Ｈ１２ 土坑 磨石 2/３ (10.1） 8.6 6.0 ６６２ 黒雲母花崗閃緑岩

1３ J６Ｈ１３ 磨石 １４．４ 7.8 4.6 680 輝石安山岩 炭化物付蓋

1４ J６Ｈ１１ 磨石 ・・部欠損 (15.5） 8.0 ４．６ 676 輝石安山岩

1５ J６Ｈ１４ 炉２ 石皿 半分 23.7 〈15.0） ・５．７ 2521.0 鎌石安山岩

1６ J６Ｈｌ５ 炉１，炉３ 石皿 一元 32-2 28.3 ７．２ 6.5kｇ 輝石安山岩
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第13図第６号住居社出土遺物
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第８号住居趾・炉ｶﾄ士層説明
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第７．８号住居土止土層説明

ｌ層黒褐色土締まりの弱い屑。有機物含む。
３層黒褐色土黄色軽石多量混入。４層１

ると思われる地割れの層。５層暗褐色土ロ

６層暗褐色土４．５層に酷似。７層黒

ｌ層黒褐色土締まりの弱い屑。有機物含む。２層暗褐色土

３層黒褐色土黄色軽石多量混入。４層暗褐色土地震によ

ると思われる地割れの層。５層暗褐色土ローム粒均質混入。

６層暗褐色土４．５層に酷似。７層黒褐色土地震による

と思われる地割れの層。黄色軽石混入。８層暗褐色土黄色鱈

一十一

画
⑭
○
・
ｍ

石混入。炭化物粒点在。９層暗褐色土黄色軽石・炭化物粒点在。

１０層暗褐色土ローム粒子混入。炭化物粒点在。

230.7Ａ’ 

|･ 
ＩＣ 

Ａ 

、

B'１層暗褐色土
一均質層。

２層暗褐色土

ロームＢ混入。

３層暗褐色土

ローム質土。

Ｂ 230.7 

j;鱸薑｝霧霧霧轤｝
１１屑暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。１２屑褐色土

１３層暗褐色土黄色軽石・炭化物粒混入。１４層褐色土ローム粒混入.
１５層暗褐色土黄色軽石・炭化物粒混入。１３屑に酷似。１６層褐色土ローム
粒混入。１４層に酷似。１７層黒褐色土炭化物粒点在。１８層暗褐色土炭化
物粒点在。１９層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。２０層暗褐色土
黄色軽石・炭化物粒点在。２１屑暗褐色土黄色軽石混入。

第14図第７．８号住居力上平・断面図
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第フ号住居趾（第14図、ＰＬ－４）

本住居社は、調査区の北東部(Ｎ－７Ｇ)、標高231.0から231.5ｍに位置する。第８号住居社と重複し、

新旧関係は本住居社が古い。また、第39号土坑とも重複し、土坑に床面の一部を切られ、さらに後代の

地震による地割れにより大きく破壊され。遺構の状況把握は難しかった。

平面形態は、南北に長い長方形を呈するものと思われ、規模は、南北6.00ｍ、東西4.40ｍを測る。壁

は２～37cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く

締まっている。

ピットは54本確認されており６本主柱穴と思われ、Ｐ１．Ｐ２ｏＰ３・Ｐ４がそれらの内の４本に当

たるが、床面が地震に伴う地割れにより柱穴の存在を見落とした可能性もあり東側の２本は未検出と

なった。また、壁柱穴も確認できる。

炉吐は、ほぼ中央で検出された。偏平な石を２個の石を敷き周囲を「．」の字状に石を組み、南方を

開放し深鉢土器（１）を埋設する。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土状況は、炉社埋設の深鉢土器以外は破片での出土がほとんどであるが、出

土量は多い。

第７号住居吐出土遺物（第15～18図）

１は、炉吐埋設の深鉢で、膨らむ胴部から頚部で窄みロ縁部文様帯で外反しながら開く。口唇部直下

に隆帯を貼付し、□縁部文様帯は、円形刺突文を抱くＲとＬ各２本ずつの４本１組の撚糸側面圧痕で渦

巻き文を描き、空間に刺切文を充填する。頚部は、刻み隆帯で胴部との区画を施し、同じく刻みの隆帯

による円文を描く、胴部には回転絡条体の－種を施す。

２～８は、いずれもロ縁部の破片で、２は平口縁を呈し刺切文を施す。３はやや肥厚し平口縁を呈す

る口縁部破片で附加条ＬＲ＋１本付加を施す。４は、波状を呈する口縁部破片で平行沈線及び円形刺突

文を施す。５は外反し平口縁を呈する口縁部破片で補修孔を有し、ＲＬ縄文を施す。６は波状を呈する

口縁部破片で刺切文を充填する。７は大きく外反し波状を呈するロ縁部破片で、口唇部直下に刻み隆帯

を施し、０段多条ＲＬｏＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。８は外傾し波状を呈するロ縁部破片で、

半裁竹管による押し引きを口縁に併走させ、円形刺突文を施し空間に刺切文を充填する。９は胴部破片

で瘤状の貼付を施す。１０は口縁に近い部位の破片で隆帯を貼付し半裁竹管により大きな刻みを施す。１１

は外反し波状を呈する口縁部破片で、口唇下に刻み隆帯を併走させ以下０段多条のＲＬを施す。１２は胴

部破片で絡条体の－種を施す。１４はＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。１５は内湾気味で結節

縄文を施す。１６は外傾し波状を呈する口縁部破片で刻み隆帯を口唇下に併走させ、以下平行沈線及び刺

切文を施す。１７は外反する胴部破片でＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。１８はやや外反する

胴部破片でＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。１９は内湾する胴部破片でＲＬ縄文を施す。２０

は外傾する胴部破片でＬＲ縄文を施す。２１は膨らむ胴部破片でＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２２は

やや内湾気味の胴部破片でＲＬｏＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。２３は胴部破片で結節縄文を施

す。２４は内傾する頚部破片で刻み隆帯を施し以下結節縄文を施す。２５は外反し波状を呈する口縁部破片

で口唇部に刻みを施し、隆帯により菱形文を構成するものと思われ、この菱形文内にＲによる撚糸側面

圧痕を施す。２６は外傾し平口縁を呈する口縁部破片。２７～29は胴部破片でいずれも０段多条のＲＬによ

る異方向縄文を施す。３０はやや外反し波状を呈するロ縁部破片で刺切を施す。３１．３２は０段多条のＬＲ

２４ 
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を施す。３３は条痕文土器。３４～36は諸磯ｃ式の集合沈線により施文される土器片で、３６にはボタン状貼

付文も見られる。３７は外反する口縁部破片で口唇下に連続刺突文を施す。３８は隆帯を施す胴部破片。

石器は、石鍍２点、打製石斧４点、磨石・凹石11点、石皿３点を図示した。

第８表第７号住居社出土石器観察表（第16～18図）

挿図番号 整理番号 取り上げ番号 遺存状態器種 幅長さ 厚 重量 石質 備考

完J７Ｈ４４ 石鑛 変質流紋岩3９ 1 ２．１ １－５ 0.4 0.9 

覆土 石鑑 完4０ J７Ｈ４３ 2.7 黒曜石1.7 0.5 1.5 

覆土 刃部欠損打製石斧 (4.8） J７Ｈ４１ デイサイト4１ 3.4 1.3 2６．８ 

覆土 打製石斧 完J７Ｈ４０ 織密質安山岩4２ 7-3 4.0 1.2 3５．２ 

覆土 打製石斧 基部欠損 (6.6） J７Ｈ４２ 4３ 5.9 2.4 135.0 ホルンフェルス

覆土 打製石斧 完 繊密質安山岩J７Ｈ３９ 4４ 9-5 5.7 1.8 72.0 

覆土 磨石 完 輝石安山岩J７Ｈ４５ 5.9 4５ 1０－５ 9.3 573.0 

覆土 完 輝石安山岩凹石4６ Ｊ７Ｈ５５ 1１．３ 1０．７ 4.6 715.0 

完覆土 凹石 輝石安山岩4７ J７Ｈ５２ 1９．５ 7.5 4.7 864-0 

完凹石 輝石安山岩J７Ｈ４６ 4８ 、 1７．７ 8.8 5.0 1002-0 

磨石 完 変質安山岩J７Ｈ５４ 4９ ３ 1１－６ 4．１ 4.0 287.0 

覆土 半分磨石 (8.3） 輝石安山岩J7H5l 8.4 5０ 4.7 388-0 

完覆土 輝石安山岩凹石J７Ｈ４８ 8.0 5１ 1０－５ 3.7 314.0 

覆土 完 輝石安山岩凹石5２ Ｊ７Ｈ５６ lｑ９ 9.9 5］ 671.0 

半分覆土 磨石 (9.5） 角閃緑花崗閃緑岩J７Ｈ５０ 韻］ 5.7 4-0 366.0 

完磨石 輝石安山岩１０．１ 5４ J７Ｈ５８ ４ 512 4.3 339.0 

完覆土 磨石 輝石安山岩5．７ J７Ｈ５３ 1４４ ８．８ 905.0 5５ 

輝石安山岩2/３ (25.5） 炉２ 石皿 2８．５ J７Ｈ６２ 6.7 5905.0 髄

覆土 一部欠損 (32.3） 輝石安山岩石皿J７Ｈ５９ 2６．８ 5.8 6.5kｇ 5７ 

一部欠損 輝石安山岩(230） 石皿 8.1 8.5kｇ 5８ J７Ｈ６０ 1２ 3４－３ 

２６ 

挿図番号 整理番･号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重堂 石賀 備考

3９ Ｊ７Ｈ４４ 石鐡 一元 Ｌ５ ０．４ ０－９ 質流紋岩

4０ Ｊ７１１４３ 覆土 石繊 一元 ]＿７ 凧曜石

4１ J７Ｈｄｌ 覆土 打製石斧 刃部欠損 (４ 3-4 2６ デイサイト

4２ J７Ｈ４０ 覆土 打製石斧 》工 4.0 
１ 
」０ 3５ 繊密質安山岩

4３ J71142 覆土 打製石斧 基部欠損 (6.6） 5.9 135 ホルンプニルス

4４ J７Ｈ３９ 覆土 打製石斧 〕工 ９．５ 7２ 敏密質安山岩

4５ J７Ｈ４５ 覇【土 磨石 1０．５ 9.3 573 輝石安;１１岩

4６ Ｊ７Ｈ５５ 覆二'二 凹石 一元 1ユ.３ １０．７ 7]５ 願石安I[I岩

4７ ｉ７Ｈ５２ 覆土 四石 』工 1９－５ 7-5 ４－７ 864 脈石安山岩

4８ J71146 1１ 凹石 】犯 1７．７ 8.8 ５．０ 1002 締石安山岩

4９ J７Ｈ５４ 磨石 lＬ６ 4.1 ４．０ 287 質安111岩

5０ J７Ｈ５１ 覆土 磨石 半分 (8.3） 8.4 ４．７ 388 輝石安山岩

51 J７Ｈ４８ 覆土 凹石 》工 1０－５ ８．０ ３．７ 314 輝石安山岩

5２ J７Ｈ５６ 覆土 凹Zｉ 一元 1０－９ ９．９ ５．１ 671 輝石安11｣岩

5３ J７Ｈ５０ 覆土 磨石 半分 (9.5） ５．７ ４．０ 366 角閃緑花崗閃緑岩

5４ J７Ｈ５８ 磨石 1０．１ ５．２ 4.3 339 輝石安山岩

5５ J71I53 覆土 磨石 14.4 ８．８ ５．７ 905 輝石安山岩

５６ J71162 炉２ 石皿 2/３ 2８．５ (25.5） 6.7 5905.0 輝石安山岩

５７ J７Ｈ５９ 覆自12 石Ⅲ１ -.部欠損 <32.3） 26.8 ５．８ 6.5kｇ 輝石安山岩

5８ J７Ｈ６０ 1２ 石皿 －部欠損 3４．３ (23-0） 8.1 8.5kｇ 輝石安lll岩
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第18図第７号住居杜出土遺物（４）

第８号住居趾（第14図、ＰＬ－５）

本住居社は、調査区の東部(Ｎ－７Ｇ)、標高230.5～231.0に位置する。北東部で第７号住居:tl上と重複
する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北5.10ｍ、東西3.10ｍを測る。壁は6～55cmを測り、

ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは43本確認されており、６本主柱穴と思われるＰＬＰ２・Ｐ３・Ｐ４・Ｐ５がそれらの内の

５本に当たるが、西側の中央の１本は末検出である。

炉吐は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を１個の石を敷き周囲を６個の石により「．」の字

状に組み南方を開放する。開放する南部はやや窪む。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程
度は低い。

本住居杜からの遺物の出土は少なく、破片資料が多い。

第８号住居吐出±遺物（第19図）

１は、平口縁を呈する口縁部破片で刻み隆帯を２条口唇下に走向させ、この隆帯下に２条の刻み隆帯

による蕨手文を施し、空間に刺切文を施す。さらにこの口縁部文様帯と胴部文様帯との境には２条の刻

み隆帯で区画する。２は平口縁を呈するロ縁部の破片でＲＬ・ＬＲ結束第１種により羽状縄文を施す。

３は、２と同一個体と思われる胴部破片でＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。４は胴部破片

２９ 



で０段多条ＬＲを施す。５は、尖底を呈するものと思われる深鉢土器の底部に近い部位の破片で０段多

条のＲＬを施す。６は胴部破片で閉端環付のＲＬとＬＲを多段に施す。７．８は底部破片で、７は底面

には原体が不明であるが縄文が施される。９．１０はいずれも無文の口縁部破片で、９はやや角頭状の口

唇を呈し、口唇下には沈線を口縁に平行に施す。１１はＬＲの縄文を施す胴部破片である。１２～14は平行

沈線を施す胴部破片で、１４にはボタン状の貼付も認められる。

石器はスクレーパー１点、石錐１点を図示した。
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第19図第８号住居社出土遺物

第９表第８号住居杜出土石器観察表（第19図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器極｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

5．３１４６１１．４１２８．２１デイサイトスクレーパー|完ｌ５１Ｊ８Ｈ１５１覆土

石錐｜錐部欠損｜（6.8)’５．７１１１．４１３４０１織密質安山岩ｌ６１Ｊ８Ｈｌ６１覆土

第９号住居趾（第20図、ＰＬ－５）

本住居社は、調査区西部（Ｌ・Ｍ－３Ｇ)、標高230.0～230.5ｍに位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈するものと思われが、西方部は斜面に吸収される。規模は、南北

5.00ｍ、東西3.90ｍを測る。壁は22～32cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。

床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。炉社東方の床面は広範囲に焼土化する。

ピットは８本確認されているが主柱穴は把握できなかった。

3０ 

汀

挿図番号 整噸番号 取り上げ番号 器極 遺存状態 長さ |隅 厚 重 石賀 備考

]５ J８Ｈｌ５ 租土 スクレーパー 』元 5.3 ４．６ Ｌ４ 2８．２ デイサイト

1６ J８Ｈ１６ 覆土 石錐 錐部欠損 (６８） ５．７ 1.4 3４．０ 織密質安山岩



3３ 

３２ 

Ｂ Ｂ’ 

掘り方

230.1 

第９号住居杜・炉趾士層説明

１層暗褐色土ローム質士

Ａ 2３０．５Ａ’ 

Z〃’ ’1〃Z〃〃/Z'〃

第20図第９号住居祉平・断面図

炉杜は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を２個の石を敷き周囲を十数個の石により「．」の

字状に組んだものと思われる。炉祉および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土は、焼土化した床面に集中する。

第９号住居趾出土遺物（第21図）

１は尖り気味で外反する口縁部破片。２は肥厚する口縁部破片。３～８いずれも胴部破片である。４

はＲＬとＬＲによる羽状縄文を、５はＬＲ縄文を、６はＲＬとＬＲによる羽状縄文を、７は回転絡条体

を、８は０段多条のＲＬとＬＲによる羽状縄文をそれぞれ施す。９は上げ底の底部破片。１０は胴部破片

でＬＲ縄文を施す。諸磯ａ式期に比定できる。１１は集合沈線と隆帯を施す胴部破片。諸磯ｃ式期に比定

できる。

石器は、石鑑５点、石錐２点、石匙３点、打製石斧７点、スクレーパー２点、磨石。凹石５点、石皿

１点を図示した。

3Ｚ 



－－ 

第10表第９号住居土lHLH＋石器観察表（第21.22図）

挿図番号 轄琿番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 幅長さ 厚 重量 石質 備考

極土 石鍼 完 繊密質安山岩１２ J9H29 2.2 1．５ 0-4 0-7 

泄土 基部欠損石鍍 (18） (13） 1３ J９Ｈ２５ チャート0-4 0-6 

石錐 完８ ]４ j９Ｈ２６ 2.0 1-3 0.3 黒雌石0.5 

一
元石鎌1５ j９Ｌｌ２８ 

r） 2.6 0.4 1.3 チャート1.5 

麗土 完石錐 デイサイトＪ９Ｈ３］ 1６ ３．３ ２－２ 0－６ ３．５ 

泄土 石錐 基部欠損 敏密質安山岩(1.9） (1.0） 1７ J9H27 0.3 0.6 

錐部欠損 (2.6） 悩土 石錐1８ J９Ｈ２２ 2.7 0.7 5.5 チャート

石匙 完 敏密質安山岩 縦型J９Ｈ２３ ９ 6.0 2.5 1９ 0.5 8.］ 

覆土 石匙 完 デイサイト 横型2０ J９Ｈ２４ ５．４ 7-5 0-5 2３．６ 

覆土 完 デイサイトJ９Ｈ３０ スクレーパー2１ 6-0 ５－８ １０ 2４．６ 

覆土 打製石斧 完 織密質安山岩 炭化物付着2２ J９Ｈｌ８ 6.4 4.8 3４２ 1－５ 

麗土 打製石斧 完 デイサイトZn］ J９Ｈ１４ ８－７ ５８ 1.3 5４．５ 

覆土 打製石斧 完 デイサイトJ９Ｈ１７ 2４ 7.］ 4.5 1.8 4９．６ 

覆土 打製石斧 完 デイサイトJ９Ｈ１６ 距 7.7 5.1 1.8 7０－０ 

覆土 刃部欠損 炭化物付着打製石斧 絨密質安山岩J９Ｈ２１ 2６ 7.6 ５－７ 1６ 4７－６ 

泄土 打製石斧 刃部欠損 (5.9） デイサイト2７ J９Ｈｌ５ ４５ 1.3 3９．８ 

覆土 織密質安山岩打製石斧 刃部欠損 (7.6） J９Ｈｌ９ 別３ ７－２ ２－２ 122-0 

覆土 完 デイサイト2９ J９Ｈ２０ スクレーパー １０．０ 54-0 ４．４ 1．４ 

避土 完 輝石安山岩凹石3０ J９Ｈ３３ 1０．５ 8.2 415.0 ４．４ 

覆土 輝石安山岩磨石 完3］ Ｊ９Ｈ３２ １３.］ 8.5 5.4 720-0 

完 輝石安山岩炉３ 磨石躯 j９Ｈ３５ 1８－８ ９－４ 4.0 314.0 

炉２ 一部欠損 輝石安山岩凹石 629.0 3３ J９Ｈ３７ 1１．６ ８．６ 5.7 

完磨石 輝石安山岩J９Ｈ３６ 4.6 3４ 1９ 1４．２ ８－１ 750.0 

一部欠損 輝石安山岩炉４ (27.9） (32.8） 石皿 8.9 8.0kｇ J９Ｈ３４ 3冊

3２ 

椰図番号 轄珂!番号 取り_[:げ番･弓 器極 遺存状態 長さ 堀 厚 重量 石質 備考

1２ Ｊ９Ｈ２９ HZ士 石繊 一元 ２．２ 1.5 0.4 ０．７ 織密質安山岩

1３ Ｊ91125 覆土 石鍍 基部欠損 (1.8） (1.3） 0-4 ０．６ チャート

1４ Ｊ９Ｈ２６ 石鹸 一元 ２．０ 1.3 0-3 ０．５ 黒【Ⅶ石

1５ Ｊ91128 石繊 一元 ２．６ 1.5 0-4 １．３ チャート

1６ Ｊ９１Ｉ３１ 覆土 石鐡 ３．３ ２．２ ０－６ ３－５ デイサイト

1７ Ｊ９Ｈ２７ 覆土 石錐 基部欠損 (1.9） (1.0） 0-3 ０．６ 織密質安'11岩

1８ Ｊ９Ｈ２２ 覆土 石錐 錐部欠損 (2.6） 2.7 ０－７ ５．５ チャ･－】、

1９ Ｊ９Ｈ２３ 石匙 』元 ６．０ 2.5 ０－５ 8.1 繊密質安l｣l岩 縦型

2０ Ｊ９Ｈ２４ 覆土 石匙 一元 ５－４ ７－５ ０－５ ２３－６ デイサイト 横型

２１ Ｊ９Ｉｌ３０ 瓢土 スクレーパー ６．０ ５．８ 1-0 2ｨＬ６ デイサイト

Ｊ９Ｈ１８ 覆土 打製石斧 吉元 ６．４ 4.8 1.5 3４．２ 繊密質安I｣I岩 炭化物付着

2３ Ｊ９Ｈ１４ 覆土 打製石斧 一元 ８－７ ５－８ Ｌ３ 54.5 デイサイト

2４ Ｊ９Ｈ１７ 覆土 打製石斧 ７．１ １．５ 1.8 4９．６ デイサイト

2５ Ｊ９Ｈ１６ 覆土 打製石斧 』元 ７．７ ５．１ Ｌ８ 70-0 デイサイト

2６ Ｊ91121 覆土 打製石斧 刃部欠損 ７．６ Ｌ６ 4７．６ 敏密質安山岩 炭化物付着

2７ Ｊ９Ｈ１５ 覆土 打製石斧 刃部欠損 (5.9） ４．５ Ｌ３ 3９ デイサイト

2８ Ｊ９Ｈ１９ 覆土 打製石斧 刃部欠損 (7.6） ７．２ ２－２ 122 繊密質安山岩

2９ Ｊ９Ｈ２０ 覆土 スクレーパー
一元‐

４．４ 1０．０ Ｌ４ 5４ デイサイト

3０ Ｊ９Ｈ３３ 覆土 凹石 一元 1０．５ ８．２ 4.4 415.0 輝石安1.1岩

3１ Ｊ９Ｈ３２ 覆土 磨石 一元 13.1 ８．５ ５．４ 720.0 輝石安山岩

3２ Ｊ９Ｈ３５ 炉３ 磨石 1８．８ ９．４ 4.0 314.0 輝石安山岩

Ｊ９Ｈ３７ 炉２ 凹石 一部欠損 1１．６ ８－６ ５．７ 629.0 繩石安|｣:岩

3４ Ｊ91136 1９ 磨石 一元 1４．２ ８．１ ４．６ ７５０．０ 抑石安i;i岩

3５ Ｊ91134 炉４ 石皿 －部欠損 (27.9） (32.8） ８．９ 8.0kｇ 輝石安山岩
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第22図第９号住居hHLH＋遺物（２）

第10号住居趾（第23図、ＰＬ－５）

本住居社は、調査区のほぼ中央（Ｋ・Ｌ－４．５Ｇ)、標高229.5～230.0ｍに位置し第１1号住居社と重

複する。新旧関係は本住居杜の方が古い。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北5.60ｍ、東西4.50ｍを測る。壁は22～52cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは57本確認されており、６本主柱穴と思われＰ１.Ｐ２ｏＰ３・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ６がそれに当

3４ 
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掘り方
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230.0日 2２９－４ Ｂ 

第１０．１１号住居土止±層説明

１層暗褐色土ロームＢ混入。２層黒褐色土黄色軽石・ローム粒混入。

３層黒褐色土灰色軽石混入。ローム粒点在。４層暗褐色土黄色軽石・灰色軽石混入。炭化物粒点在。

５層黒褐色土ローム粒・炭化物粒・黄色軽石混入。遺物を多量に包含する層。
６屑暗褐色土ローム粒混入。７回鈍い黄褐色土ローム質土。
８回鈍い黄褐色土ロームＢ。９層鈍い黄褐色土ローム質土。

第23図第10.11号住居杜平・断面図

3５ 



たる。また、壁柱穴も確認できる。

炉祉は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を１個の石を敷き周囲を６個の石により「．」の字

状に組み開放する南方部に深鉢土器（１）を埋設する。炉壮および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の

程度は低い。

本住居杜からの遺物の出土は、散在的であるが炉hこの北部にやや集中する。

第10号住居吐出土遺物（第24～26図、ＰＬ－２０）

１は、炉吐埋設の深鉢土器で、膨らむ胴部から内湾し上部に至る。ＲＬ・ＬＲ、による羽状縄文を施

す。２～４は同一の個体と思われる口縁部破片で、口唇下に｢ハ」の字に刺切を施した隆帯を走向させ、

以下ＬＲ・ＲＬ・ＬＲによる３本１組の側面圧痕および円形刺突文を抱く刻み隆帯で蕨手文を描き、空

間に刺切を充填する。これらの文様はＬＲ・ＲＬ・ＬＲによる３本１組の横送する側面圧痕で上下に区

画され２段の構成をとる。５は、外反し波状を呈する口縁部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲによる横位の

羽状縄文を施す。６は外反し波状を呈する口縁部破片で口唇下に刻み隆帯を施し同じく刻み隆帯の貼付

により「×」字状の文様を構成し空間を刺切により充填する。７はやや外反気味で波状を呈する口縁部

破片で円形の連続刺突による蕨手文を施し空間を刺切により充填する。８はやや膨らんだ胴部からやや

外反し開くロ縁部から胴部にかけての破片でＲＬ・ＬＲによる横位の羽状縄文を施す。９はやや内傾気

味で平口縁を呈する口縁部破片で口唇下に刻みの隆帯を３条貼付し以下閉端環付のＲＬ・ＬＲを多段に

施す。１０は平口縁を呈する口縁部破片で刻み隆帯を口唇下に貼付する。１１はやや内傾気味の波状口縁を

呈する口縁部破片でＬＲ縄文を施す。１２は外反し平口縁を呈する口縁部破片でＬＲ縄文を施す。１３は外

反し波状を呈する口縁部破片で口唇下に刻みの隆帯を施す。１４は外反しやや波状を呈する口縁部破片で

閉端環付ＬＲを施す。１５は、外反し波状を呈する口縁部破片でＬＲ縄文を施す。１６は直立気味に外傾し

口唇部で外反する口縁部破片で回転絡条体の－種を施す。１７はやや外反し平口縁を呈する口縁部破片で

撚糸側面圧痕により鋸歯状気味の菱形を構成、刺突も認められる。以下０段多条ＲＬを施す。１８は外反

する胴部破片で回転絡条体の－種を施す。１９はやや外反する頚部破片で刻み隆帯により区画を作り以下

０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を横位に施す。２０は口縁部文様帯の破片でＲ・Ｌ．Ｒの３本１組

の撚糸側面圧痕を施し空間を刺切で充填する。２１は胴部破片。２２は胴部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲに

よる羽状縄文を施す。２３は外反する胴部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を横位に施す。２４

は胴部破片でＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２５は胴部破片でＲＬ・ＬＲによる横位の羽状縄文を施

す。２６は大きく内湾し直立気味に立ち上がる胴部破片でＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２７～29は胴

部破片で０段多条による異方向縄文を施す。３０は胴部破片で０段多条のＲＬによる異方向縄文を施す。

31は上げ底の底部破片。内面に赤色顔料の付着が認められる。３２は底部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲに

より羽状縄文を施す。３３は上げ底の底部破片で閉端環付のＲＬ縄文を施す。３４は条痕文土器。３５は無文

の口縁部破片。３６は丸みを帯びた底部破片。

石器は、ピエス･エスキーユ１点、石鑑２点、打製石斧４点、スクレパー１点、棒状石器１点、磨石・

凹石６点、石皿1点を図示した。
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第24図第10号住居杜出土遺物（１）
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第25図 第10号住居杜出土遺物（２）
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第26図第10号住居:吐出土遺物（３）

第11表第10号住居hHLH＋石器観察表（第25.26図）

挿図番号 轄理番号 取り上げ番号 遺存状態器種 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

覆土 完3７ J10H45 ﾋﾟｴｽ゜ｴｽｷｰﾕ ２．４ 2.2 黒曜石1.0 4.6 

(1.9） 覆土 石錐 先端欠損J10H43 8181 2.2 0.5 黒曜石2.3 

覆土 完石錐3９ J10H44 1.7 １．６ 0-4 0.6 チャート

覆土 完打製石斧J10H4］ 2.1 4０ 1０．０ 7.9 132.0 デイサイト

覆土 完J10H38 スクレーパー 絨密質安山岩4１ ６－６ 5.6 1.3 4２．４ 

覆土 打製石斧 完4２ J10H39 7.2 織密質安山岩5.0 2.1 6５．５ 

覆土 打製石斧 刃部のみ4３ J10H46 2.5 デイサイト4.3 1-3 １４．０ 

覆土 棒状石器 完 黒色千枚岩4４ jlOH40 1０－１ 1４．３ 0.9 7２．０ 

覆土 打製石斧 刃部欠損 (9.7） J10H42 デイサイト4５ 6.9 ３．２ 205.0 

完磨石4６ J10H49 2８ 輝石安山岩1６．０ 622.0 6.6 3-6 

完4７ J10H48 3２ 凹石 輝石安山岩1６．８ 7.2 ４３ 661.0 

覆土 磨石 完4８ j10H52 1４．５ 輝石安山岩6.7 ５．４ 657.0 

完J10H47 四石 輝石安山岩4９ 1１４ 3１ 9.5 5.3 742.0 

磨石 完J10H50 閃緑岩5０ ７ 1２．１ ５．$！ 3.5 3４９０ 

覆土 半分 (8.0） 5１ J10H51 凶n日 8.9 輝石安山岩3-0 1９８０ 

覆土 半分 (18.1） 石皿 (26-9） 輝石安山岩J10H53 5２ 7コ 4721.0 

39 

挿図番号 轄画1審号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ |IEI 厚 孟量 石質 備考

3７ J10H45 覆土 ﾋﾟｴｽ,ｴｽｷｰﾕ． 一元 2-4 ２．２ ＬＯ ４－６ 黒曜石

3８ J10H43 覆土 石識 先端欠損 (1.9） ２．２ 0-5 黒畷石

3９ JlOH44 覆土 石鑑 一元 ]．７ １．６ 0.4 チャート

4０ J10H41 覆土 打製石斧 一元 1０．０ 7．９ 2-1 132 デイサイト

4１ J10H38 覆土 スクレーーパ･・ 》工 6.6 ５．６ 1３ 4２ 徴密質安山岩

4２ J10H39 覆土 打製石斧 壱工 7.2 5.0 2.1 6５ 織密質安山岩

4３ J10H46 覆土 打製石斧 刃部のみ ２．５ ４．３ 1.3 1４ デイサイト

4４ J10H40 覆土 棒状石器 一元 1０－１ 14-3 0.9 7２ 黒色千枚岩

4５ J10H42 覆土 打製Z了斧 刃部欠損 (9.7） 6-9 3.2 205 デイロサイ｝

4６ J10H49 2８ 鱈石 』工 16.0 6.6 3.6 622 輝石安lU岩

4７ J101148 3２ 凹石 一元 1６－８ 7.2 4.3 661 粉i石｢安IlI岩

4８ J10H52 覆土 磨石 一元 1４．５ 6.7 5.4 657 輝石安山岩

4９ J10H47 ３１ 凹石 一元 11.4 9.5 5.3 742 煙石安[１１岩

5０ J10H50 磨石 一元 12.1 ５．３ 3.5 ３４９ 閃緑岩

5１ J10H51 覆土 凹石 半分 (8.0） 8.9 3.0 １９８ 輝石安111岩

5２ JIOH53 覆土 石皿 半分 (18.1） (26.9） 7.1 1721.0 輝石安llI岩



第11号住居吐（第23図、ＰＬ－６）

本住居杜は、調査区のほぼ中央（Ｋ－４ｏ５Ｇ)、標高229.5～230.0ｍに位置し第１0号住居社と重複す

る。本住居杜のほうが新しい。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北5.00ｍ、東西4.00ｍを測る。壁は18～46cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは33本確認されており、６本主柱穴と思われ、Ｐ５６・Ｐ５７.Ｐ５８.Ｐ５９・Ｐ６０.P61がそれに

当たる。Ｐ５６・Ｐ５８.Ｐ５９ｏＰ６１は壁寄りに位置する。また、壁柱穴も確認できる。

炉祉は、中央やや北寄りで検出された。皿状の窪みの３方を６個の石で「．」の字状に組む。炉社お

よび周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土は、散在的で炉杜周辺にやや集中する。

第11号住居吐出土遺物（第27図）

１はＲ・Ｌの２本1組の撚糸側面圧痕を施す。２は直立気味の平口縁を呈する□縁部破片でＲＬ縄文

を施す。３は外反し平口縁を呈する口縁部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲにより羽状縄文を施す。４は内

傾し波状を呈するものと思われるロ縁部の破片で口唇部を欠損する。刻み隆帯を３条横位に貼付する。

５は外傾し波状を呈する口縁部破片で平行沈線を波状および水平に施し、以下ＬＲ縄文を施す。６は口

唇部が肥厚する口縁部破片で０段多条ＬＲ・ＲＬによる羽状縄文を横位に施す。７は外反する口縁部文

様帯の破片でＲＬ・ＬＲによる撚糸側面圧痕で菱形を構成、空間を刺切により充填する。８～12はいず

れも胴部破片で８は閉端環付ＬＲを多段に施す。９はＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を、１０は結

節縄文を、１１は閉端環付ＬＲを多段に、１２は閉端環付ＲＬを多段に施す。１３は土製円盤で施文は不明。

14は諸磯ａ式期の胴部破片でＬＲ縄文を施す。

石器は、石錐１点、スクレーパー１点、磨石・凹石４点、石皿２点を図示した。なお、２２の石皿は接

合個体で、第14号住居社の炉吐に使われていた破片と本住居吐中からの資料が接合したものである。

第12表第11号住居ｶﾄ出十石器観察表（第27図）

挿図番号｜轄琿番号｜取り上げ番号｜器極｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜軍量’石質｜備考

l511J11H161覆土 石錐｜錐部欠損｜（6.5)’７．０１２．９１１１４６．０１デイサイト

Ｉ６１Ｊ１１Ｈ１５１覆土 ﾋﾟｴｽ･ｴｽｷｰﾕ|完 2．２１３．２１０．６１５．８１チャート

磨石｜完 13.21６．７１４．８１５５６．０１輝石安山岩l７１ｊ１１Ｈ１９１１９ 

凹石｜完l８１Ｊ１１Ｈ２１１１１ 14.817.0’４．１１５５１．０１輝石安山岩

四石｜完 12.411８．３１５．４１７１２．０１輝石安山岩l９１Ｊ１１Ｈ１７１１２ 

磨石｜完 12.21５．６１4.31423.0｜輝石安山岩２０１J11H18112 

石皿｜一部 (16.5）｜（14.7)’7.311526.0｜輝石安山岩２１１J11H20１２９ 

２２１J11H221110、Ｊ１４Ｈ覆土|石皿｜|ほぼ完形｜’（31.7)’２１．４１７．１１５９５０．０１輝石安山岩lJ14H遺物と接合

型０

Fニヨ

挿図番号 轄理希号 取り上げ番･号 器極 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

1５ J111I16 覆土 石錐 錐部欠損 (6.5） 7.0 ２．９ 146.0 デイサイト

1６ J11Hl5 覆土 ﾋﾞｴｽ･ｴｽｷｰﾕ 一元 ２．２ 3.2 0.6 チャ・－

1７ J11H19 磨石 1３．２ 6.7 ４－８ 556 輝石安 岩

1８ J11H21 1１ Ｆ１石 一元 1４．８ 7.0 ４．１ 551 輝石安 岩

1９ J1]Ｈ１７ P１１石 一元 1２．４ 8.3 ５．４ 712 輝石安 岩

2０ ｣111118 1２ 磨石 一元 1２．２ 5.6 ４－３ 423 輝石安山岩

2１ J11H20 2９ 石皿 --部 (16.5） (14.7） ７．３ 1526 輝石安山岩

2２ J11H22 10、Ｊ１４Ｈ潤一i： 石皿 ほぼ完形 (31.7） 2１．４ ７．１ 5950.0 輝石安山岩 J14HliEi物と接合
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第12号住居士I＋層説明

１層暗褐色土

２層暗褐色土黄色軽石・炭化物粒混入。

３層黒褐色士黄色軽石混入.焼土粒・｣Ｉ３屑黒褐色土黄色軽石混入。焼土粒・炭化物粒点在。

４層暗褐色土

５層黒褐色土黄色軽石・炭化物粒混入。

６層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。

７層暗褐色土黄色軽石・灰色軽石点在。

８層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。

９層暗褐色土炭化物粒子混入。黄色軽石点在。

１０層鈍い黄褐色土ロームＢ・粒混入。

１１層暗褐色土ロームｂ・粒混入。炭化物粒点在。
第12号住居辻・炉祉士層醜明

１層黒褐色土焼土粒・炭化物粒混入。

２層暗褐色土焼土粒・炭化物粒点在。

第28図第12号住居杜平・断面図

2２９３ 

第12号住居趾（第27図、ＰＬ－６）

本住居社は、調査区の中央東寄り（Ｋ－６Ｇ)、標高230.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北5.90ｍ、東西3.70ｍを測る。壁は51～83cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは44本確認されており、６本主柱穴と思われ、ＰＬＰ２.Ｐ３・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ６がそれに

4２ 

百



当たる。

炉杜は、中央やや北寄りで検出された。石皿を敷き周囲を８個の石により「．」の字状に組み開放す

る南方部に深鉢土器（１）を埋設する。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土は、散在的である。

第12号住居吐出土遺物（第29～31図、ＰＬ－２０）

１は、炉吐埋設の土器で、胴部が膨らみ、頚部がくびれ、口縁が外反し平口縁となる深鉢土器。口縁

以下にはＲＬ・ＬＲによる羽状縄文が施される。２は、くびれた頚部から外反し平口縁となる□縁部破

片で０段多条のＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。３は、外反し波状となる口縁部の破片で

口縁以下にＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。４は、外反し波状を呈する口縁部破片で回転絡状体の－

種を施す。５は、胴部が膨らみ、頚部がくびれ、口縁が外反し平口縁を呈する深鉢土器で、口縁部は肥

厚する。この肥厚する口縁部に「ハ」の字状に刺切文を施し、以下はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を多段

に施す。６は、やや外反し平口縁を呈する□縁部の破片でＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。

７は、外反し平口縁を呈するロ縁部破片でＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。８は外反するやや尖り気

味の波状を呈する口縁部破片でＬＲ縄文を施す。９はやや内湾気味の波状を呈する□縁部破片でＲＬ縄

文を施す。１０．１１，１３．１５～25はいずれも胴部破片である。１０は０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文

を施す。１１は２条による結節縄文を羽状に施す。１３はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を、１５は「く」の字に

屈曲する胴部破片でＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。１６はＲＬ縄文を施す。１７は０段多条のＲＬ・Ｌ

Ｒによる羽状縄文を施す。１９はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２０は閉端環付のＲＬ・ＬＲによる羽

状縄文を施す。２１はＲＬ縄文を施す。２２はＲＬ縄文を施す。２３はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２４

はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２５は結節縄文を施す。１３は□縁部文様帯の破片で刻み隆帯と刺切

文が認められる。１４は、底部からやや内湾しながら立ち上がり口縁に向かう深鉢土器で、ＲＬ・ＬＲ結

束第１種による羽状縄文を施す。２６はやや丸みを帯びる尖底土器の底部破片で無文である。２７．２８はい

ずれも上げ底気味の底部破片で、２７はＲＬ縄文を、２８は底面も含めＲＬ・ＬＲを施す。２９は条痕文土器

である。３０は、竹管による連続の円形刺突を施す。３１は横走する隆帯を有し、以下ＬＲ縄文を施す。３２

は横走する平行沈線を施し、沈線下にＬＲ縄文を施す。３０～32は前期中葉に比定される。

石器は石錐１点、石匙３点、打製石斧３点、スクレーパー２点、砥石１点、有溝砥石１点、磨石・凹

石６点、多孔石１点、石皿１点を図示した。

ﾕ３ 
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第13表第12号住居力HLH＋石器観察表（第31図）

挿図番号 取り上げ番号轄理番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

覆土 完J12H41 石錐3３ デイサイト4.7 5.6 0.4 2６．４ 

覆土 石匙 完J12H34 デイサイト 横型3４ 2．３ 3.0 0.5 2.5 

覆土 完J12H33 石匙 横型デイサイト3５ 3.5 5.6 0-8 1２．０ 

覆土 打製石斧 完J12H36 デイサイト3６ ８．４ ５．５ 1.8 8２．０ 

掻土 石匙 完J12H35 3７ 3.］ 4-1 デイサイト 縦型0.6 ５－９ 

完J12H37 デイサイト3８ スクレーパー1３ 1２－６ 7.0 1.6 9４．５ 

覆土 完 織密質安山岩3９ J12H38 スクレーパー 7.］ ５．６ 2.9 １０５.(） 

覆土 完打製石斧 絨密質安山岩J12H42 4０ 7.3 4.5 1.6 4９．０ 

覆土 一部欠損砥石 (4.4） 砂岩4］ jl2H40 3.2 0.9 1９－０ 

覆土 有溝砥石 一部欠損 (4.5） (6.0） 砂岩4２ jl2H39 2.0 4７－２ 

磨石 半分 (9.2） 4３ J12H47 輝石安山岩 敲き面有り１５ 7.0 3.8 296.0 

完Jl2H48 凹石 輝石安山岩4４ 1４ 156 1２．５ 6.0 １１５３．０ 

覆土 磨石 完J12H46 安山岩4５ 1３．４ ５．５ 4.0 455.0 

磨石 完4６ Jl2H43 ８ 輝石安山岩 炭化物付着1７．５ 9.4 6１８ 1319.0 

完J12H44 四石 輝石安山岩4７ 1８ 1６．６ ８６ 4.9 885.0 

完磨石4８ J12H45 輝石安山岩Ⅲ 1１．５ 7.9 4.4 541-0 

覆土 多孔石 完4９ J12H50 輝石安山岩2１．６ 1６－４ 9.9 3280.0 

一部欠損炉３ 石皿J12H49 (38.6） 輝石安山岩弧 3０．３ 7.4 10.0kｇ 

第13号住居趾（第32図、ＰＬ－６）

本住居社は､調査区の東部(Ｌ－６Ｇ)、標高230.5～231,0ｍに位置し第２1号住居杜と東側で重複する。

新旧関係は本住居社の方が新しい。

平面形態は、南北に長く南壁部がやや長い長台形を呈し、規模は、南北5.20ｍ、東西3.40ｍ（南壁）

を測る。壁は36～59cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で

全体に良く締まっている。

ピットは41本確認されており、６本主柱穴と思われ、Ｐ１.Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ７・Ｐ８の６本も

しくはＰＬＰ３.Ｐ４・Ｐ５・Ｐ６・Ｐ８の６本がそれに当たる。また、壁柱穴も確認できる。

炉吐は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を主体とする５個の石を敷き周囲を５個の石により

「．」の字状に組み南方を開放する。開放する南部に深鉢土器（１）を埋設する。炉社および周辺の焼

土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土は、散在的で明確な集中はなかった。

4７ 

挿図番号 轄耳1審号 取り上げ番･lｊ 器狐 辿存状態 長さ 幅 厚 正量 石質 備考

3３ J12H41 覆土 石錐 4.7 ５．６ 0４ 2６．４ デイサイト

3４ １２Ｗ3４ 覆土 石匙 2.3 ３．０ 0.5 2.5 デイサイト 横型

3５ 11113% 糎土 石匙 3.5 ５．６ 0-8 ]２．０ デイサイト 横型

3６ １２Ｈ3６ 擾土 打製石斧
､=とＰ

8.4 ５－５ 1.8 82.0 デイサイト

３７ l2H35 覆土 石匙 一元 3.1 ４－１ 0.6 5.9 デイサイト 縦型

3８ l2H37 1３ スクレーパー 1２．６ ７．０ 1６ 9４．５ デイサイi、

3９ l2H38 覆土 スクレーパー 一元 7.1 ５．６ ２．９ 105.0 敏密質安l｣Ｉ

4０ 11PM， 覆土 ｷｺﾞ製石斧 皆元 7.3 ４－５ Ｌ６ 4９．０ 織密質安山岩

4１ l2H40 麺土 砥石 －．部欠損 (4.4〕 ３－２ 0.9 19.0 砂岩

4２ l2H39 覆土 有溝砥石 －部欠損 (4.5） (6.0） 2-0 4７．２ 砂岩

4３ l2H47 1５ 暦石 半分 (9.2） 7.0 ３．８ 296.0 輝石安山岩 敲き面有り

4４ J12H48 1４ 凹石 1６．６ 1２．５ 6.0 1153-0 輝石安lLl岩

4５ J12H46 擾土 磨石 一元 １３．４ ５－５ ４．０ 455.0 安山岩

4６ Jl2H43 磨石 一元 1７．５ ９－４ 5.8 1319.0 iBf石安山岩 炭化物付着

４７ J12H44 1８ 凹石 一元 1６．６ ８．６ 4.9 885.0 輝石安山岩

４８ J12H45 2０ 磨石 ）工 1１．５ ７．９ ４．４ 541.0 輝石安山岩

4９ J12H50 覆劉土 多孔石 一元 2１．６ 1６．４ 9.9 3280.0 輝石安山岩

５０ J12H49 炉３ 石皿 －部欠損 (38.6） 30.3 7.4 10.0kｇ 輝石安山岩



第13号住居趾出土遺物（第３３．３４図、ＰＬ－２０）

１は、炉祉埋設の土器で、胴部が膨らみ、頚部がくびれ、外反し平口縁となる深鉢土器で、口縁部以

下にＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。２は外反し波状を呈する口縁部破片で刻み隆帯で蕨手文を構成

するものと思われる。３は「<」の字に屈曲・外反し平口縁を呈する口縁部破片。４は尖り気味に外反

する口縁部破片で爪形の連続刺突を施す。５は外反し平口縁を呈する口縁部破片で０段多条のＬＲ縄文

を施す。６は、外反し平口縁を呈する口縁部破片で０段多条のＲＬ･ＬＲによる羽状縄文を施す。７は、

外反し波状を呈する口縁部の破片。８は、□縁部文様帯の破片で刻み隆帯により円形刺突文を抱く渦巻

き文を構成する。９～12,14～17はいずれも胴部破片。９は０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を、

１０．１１は結節縄文を、１２は０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を、１４．１５は０段多条のＲＬ・ＬＲに

よる羽状縄文を施す。１６は０段多条のＬＲによる羽状縄文を、１７はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。

13は肥厚し平口縁を呈する口縁部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。１８は底部破片。

19は角頭状を呈するロ縁部の破片で無文である。２０は押型文土器でやや細かい山形文を縦位に施す。２１

は条痕文土器である。

石器は石鍍１点、石匙２点、打製石斧１点、磨石・凹石４点、多孔石片1点を図示した。

第14表第13号住居力HLH＋石器観察表（第33.34図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’１幅｜厚｜重量’石質｜術考

２２１J13H221覆土 石鍼｜完 3.0’１．５１０．５１１．３１チャート

２３１J13H241覆土 石匙｜完 横型3．８１５．７１０．７１１１４１デイサイト

石匙｜完２４１」13k1２３１３ 5．８１８．５１１－３１３９．０１デイサイト 横型

打製石斧｜完２５１J13H25122 8．６１５．５１１．９１６９．５１デイサイト

２６１J13H281覆土 凹石Ｉ完 12.81７．５１４．１１５１０．０１輝石安山岩

凹石’'半分 (9.4)Ｉ９．０１２．９１２４０．０１安山岩２７１J13H27127 

磨石｜完２８１J１３Ｈ２６１２８ 1５．５１１８．９１４．８１８１９０１輝石安山岩 赤色顔料付着

２９１J13H291炉２ 磨石｜完 10.8１０．２１5.01737.0｜輝石安山岩｜赤色顔料付着

３０１J13H301覆土 多孔石｜一部 (16.4)’１３．７１８．９１１２６２６．０１輝石安山岩

第13号住民士I卜＋層説明

１層暗褐色土灰色軽石均質混入。炭化物粒・黄色軽石少埜点在。２層暗褐色土１層に酷似し、１層より明るい。

３回暗褐色土２層に酷似。さらに明るい。

第13号住居辻・炉趾士層説明

１屑暗褐色土焼十満点在。２層暗褐色土ローム粒点在。

第14.21号住民士Iトセ層説明

１１百黒褐色土黄色軽石・灰色軽石混入。炭化物粒・ローム粒点在。

２層暗褐色土黄色軽石・灰色軽石混入。炭化物粒・ロームＢ点在。

３層暗褐色土黄色軽石・灰色軽石・ロームＢ混入。炭化物粒点在。

第14号住居辻・炉吐土層説明

エ層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒・ローム粒点在。２層暗褐色土ロームＢ・粒混入。

4８ 

挿図番号 湛理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 編 厚 重量 石賀 備考

2２ J13H22 短土 石鍍 一元 3.0 1．５ 0.5 1.3 チャート

2３ Jl3H24 麗土 石匙 3.8 ５．７ 0.7 1１ デイ･リイト 償型

2４ J13H23 石匙 一元 5.8 ８．５ １．３ ３９ デイサイト 横型

2５ J13H25 2２ 打製石斧 一元 8.6 ５．５ Ｌ９ 6９ デイサイト

２６ J13H28 覆土 凹石 一元 1２－８ ７．５ 4.1 510 輝石安山岩

2７ J13H2 2７ 四口 半分 (9.4） ９．０ 2-9 240 安山岩

2８ J13II26 2８ 磨石 一元 1５－５ 8-9 4.8 819 輝石安山岩 赤色顔料付着

2９ J13H29 炉２ 磨石 吉兀 10.8 10.2 5.0 737. ｶﾞｻ妬i安[l｣岩 赤色顔料付着

3０ J13H30 覆土 多孔ﾈｺｉ －部 (16-4〉 1３－７ R-９ 2626.0 輝石安山岩
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第34図第13号住居社出土遺物（２）

第14号住居趾（第32図、ＰＬ－７）

本住居杜は､調査区の東部(Ｌ－７Ｇ)、標高230.5～231.0ｍに位置し西方で第21号住居社と重複する。

新旧関係は本住居杜の方が新しい。

平面形態は、南北に長く南壁が長い長台形を呈し、規模は、南北4.50ｍ、東西360ｍ(南壁）を測る。

壁は６～13cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良

く締まっている。

ピットは40本確認されており、６本主柱穴と思われが、Ｐ７４・Ｐ７５.Ｐ７６・Ｐ７７.P78がそれらの内

の５本に当たる。東側の中央の１本は確認できなかった。また、壁柱穴も確認できる。

炉吐は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を主体とする２個の石を敷き周囲を石により「．」

の字状に本来組んだものと思われるが北方は確認できなかった。南方は開放する。炉杜および周辺の焼

土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居杜からの遺物の出土は、散在的で明確な集中は認められない。

第14号住居吐出土遺物（第35図）

１は外反し平口縁を呈する口縁部破片で結節縄文を施す。２は外反する口縁に近い部位の破片でＲ

Ｌ・ＬＲによる羽状縄文を施す。３は外反し波状を呈するロ縁部の破片で刻み隆帯および撚糸側面圧痕

をlとよる渦巻き文を施す。４はやや内湾気味で平口縁を呈する口縁部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲを施

す。５は胴部破片で絡条体を施す。６は内傾するロ縁に近い部位の破片で刻み隆帯を２条貼付する。７

は胴部破片。８は上げ底を呈する底部破片。９は集合沈線を施す胴部破片。

石器は凹石・磨石７点、環状石器１点、石皿１点を図示した。

5Ｚ 
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第15表第14号住居吐出土石器観察表（第35図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器極｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜軍量’石質｜備考

磨石｜完 12.51８．３１１５２１１６５４．０１輝石安山岩１０１Jｌ４Ｈ１１１９ 

ｌ１１Ｊ１４ＨｌＯＩ覆土 凹石｜完 9．９１５．３１１4.11304-0｜|輝石安山岩

1１．３１１０．３１3.41504.0｜輝石安山岩｜赤色顔料付着凹石｜完l２１１Ｊｌ４Ｈｌ２１２ 

凹石｜完 輝石安山岩l３１Ｊ１４Ｈ１７１３ 1２．６１５．５１４．２１３６６０ 

l41J14Hl611覆土 凹石｜完 輝石安山岩1３．１１６．２１３．７１３９１０ 

環状石器｜完 1３．２１１１．５１6.31849.011輝石安山岩｜|炭化物付着l５１Ｊ１４Ｈ１３１７ 

凹石｜完 10.11５．４１３．６１１２８２．０１輝石安山岩l６１Ｊｌ４Ｈｌ５１１５ 

磨石｜完l71J14H1411炉２ 15.61９．４１１３．７１６８２．０１輝石安山岩 炭化物付着

石皿’半分 33.0’（12.9)’４．８１１６６２．０１輝石安山岩 多孔有り１８１１jl4H18111 

第21号住居趾（第32図、ＰＬ－９）

本住居社は、調査区の東部（Ｍ･Ｌ－６．７Ｇ)、標高230.5ｍ前後に位置し、西方で第13号住居杜と、

東方で第14号住居杜と重複し、本住居杜が最も古い。

平面形態は、円形を呈し、規模は、径3.80ｍを測る。壁は８～31cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは32本確認されており、４本主柱穴と思われ、Ｐ４４.Ｐ４５.Ｐ４６.P47がそれに当たる。

炉il上は、中央やや北寄りで検出された地床炉である。炉吐および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の

程度は低い。

本住居杜からの遺物の出土は、散在的で明確な集中は認められない。

第21号住居吐出土遺物（第36図）

１はやや内傾し平口縁を呈する口縁部破片でＲＬ縄文を施す。２は外反し平口縁を呈する口縁部破片

で半裁竹管による平行沈線、円形刺突文を施す。３は肥厚し平口縁を呈する口縁部破片。４～15は、い

ずれも胴部破片で、４はＬＲ縄文を、５はＲＬ縄文を、６は０段多条のＲＬ・ＬＲを、７はＲＬ・ＬＲ

を、８はＲＬ縄文を、９～11はＲＬ・ＬＲによる羽条縄文を、１２はＲＬ縄文を、１３は０段多条のＲＬ・

ＬＲによる羽状縄文を、１４はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を、１６は尖底を呈する底部破片で０段多条のＲ

Ｌ・ＬＲを施す。１７～21は押型文土器で、いずれも山型文を縦位に施す。２２はＬＲ縄文を施す胴破片。

24はＲＬ縄文を施す胴部破片。いずれも諸磯ａ式期に比定できる。２３は条痕文土器。２５は尖底を呈する

底部破片で無文である。

石器は石鑑３点、凹石・磨石３点を図示した。

5３ 

櫛図番号 整理番号 取り上げ番号 器菰 遮存状態 長さ 幅 厚 正量 石質 備考

1０ J14Hll 磨石 』元 1２．５ ８．３ 5-2 654.0 輝石安山岩

1１ l4H10 覆土 凹石 》工 4.1 304 輝石安 岩

1２ １４Ｗ1１ 凹石 》工 1１ 1０ 3.4 504 輝石安 岩 赤色顔料付着

1３ l4H17 凹石 一元 1２ 4-2 366 輝石安 岩

1４ １４F116 麗土 凹石 一元 1３ 391 輝石安 岩

１５ l4HI3 環状石器 一元 1３ １１ 6-3 849 輝石安 岩 炭化物付着

1６ l4HI5 凹石 》工 1０ 3.6 282 輝石安 言

1７ l4H14 炉２ 麿石 》元 １５．６ 9.4 3.7 682 輝石安 岩 炭化物付着

1８ J14H18 石皿 半分 3３．０ (12.9） 4.8 1662-0 廊疋｢安山岩 多孔有り
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第16表第21号住居杜出土石器観察表（第36図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遣存状態｜長さ’幅’厚｜重量’石質｜備考

石鍍｜完 2．９１１．６１０．４１１．３１チャート２６１J２１Ｈ２８１９ 

石錐｜完 3．０１１－８１１０．５１２．３１１チャート２７１J21H271110 

石鍍｜完２８１J21H261覆土 2．９１１．７１０．５１１１．８１チャート

凹石’半分 (7.3)ｌ（9.1)’４．４１３０６．０１輝石安山岩 炭化物付着２９１J21H291覆土

磨石｜完 11.811８．２１３．９１504.01輝石安山岩３０１J21H311覆土

17.111９．４１３．３１１９９６．０｜輝石安山岩｜炭化物付着磨石｜完３１１J２１Ｈ３０１８ 

第15号住居趾（第37図、ＰＬ－７）

本住居社は、調査区の中央部（Ｉ・Ｊ－５Ｇ)、標高228.5ｍ前後に位置し、第14号土坑に南部を切ら

れ、本住居杜のほうが古い。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北4.50ｍ、東西3.60ｍを測る。壁27～52cmを測り、

ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは20本確認されており、Ｐ４・Ｐ６・P12以外はいずれも壁柱穴として確認できる。

炉杜は、石組炉と思われるが撹乱により炉石の一部が確認されたのみであり構造についての詳細は不

明である。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土は、散在的で明確な集中は認められない。

第15号住居吐出±遺物（第38図）

１は外反し平口縁を呈する口縁部破片で、口唇下に刻み隆帯を２条施し、以下に刺切文を施す。２は

外反し平口縁を呈する口縁部破片でＲＬ縄文を施す。３は外反し平口縁を呈する口縁部破片で結節縄文

を施す。４は口縁部文様帯の破片で３本１組の撚糸側面圧痕および刺切文を施す。５はやはりロ縁部文

様帯の破片で３本１組の撚糸側面圧痕を施す。６～９はいずれも胴部破片で、６はＲＬｏＬＲ結束第１

種による羽状縄文を、７はＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を、８は閉端環付のＲＬ・ＬＲを羽状に多段施文、

９は結節縄文を施す。１０は上げ底の底部破片で、胴部に向かって外反しながら開く、閉端環付のＲＬ・

ＬＲを羽状に多段施文する。１１は無文の口縁部破片で口縁に平行する沈線を１条施す。１２は無文の尖底

を呈する底部破片。１３～15は繊維を含まない胴部の破片で、１３は細かいＲＬ縄文を、１４はＲＬ縄文を施

す。

石器は石匙１点、石錐１点、礫器１点、凹石・磨石６点を図示した。

5５ 

挿図番号 整理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

2６ J21H28 石鑛 吉元 2-9 １．６ 0.4 1-3 チャ・・ト

２７ J21H27 1０ 石鑑 一元 3.0 １．８ 0.5 チ･ヤート

2８ J21H26 覆土 石雛 2.9 ］､７ 0.5 チャ、・卜

2９ J21H29 覆土 凹石 半分 (7.3） (9.1） ４．４ 306 輝石安山岩 炭化物付着

3０ J21H31 覆土 磨石 一元 1１．８ ８．２ 3.9 5０ 輝石安山岩

3１ J21H30 磨祈 一元 1７．１ ９．４ 3.3 996.0 輝石安111岩 炭化物付着
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15号住居吐・１４号土坑土層説明

ｌ層暗褐色土撹乱層。

2層黒褐色土黄色軽石多量混入。
3層暗褐色土

4層暗褐色土ローム粒混入。

5層暗褐色土ローム粒混入。

6層暗褐色土黄色軽石・ローム粒混入。
7層黒褐色土均質な層。

8層暗褐色士黄色軽石混入。

9層鈍い黄褐色土ローム粒混入。

0層暗褐色土ローム粒・焼土粒混入。
1層暗褐色土ローム粒混入。

2層黒褐色土炭化物粒混入。

3層暗褐色土ローム粒点在。

4層暗褐色土１３層に酷似。ローム粒混入。
5層暗褐色土炭化物粒混入。

1１ 

．１２ 

Ｊ１４Ｄ Ｊ１４Ｄ 

０ 

ﾛＩ 国’ 層
層
層
層
層
層

０
１
２
３
４
５
 

１
１
１
１
１
１
 

Ａ 2２８．５ Ａ１ 

鼠

jＨ iｉ 

11 瓜 10 

､ＬＰ゛Ⅳ4．ｊＰ－ｄＰ－■-－

iｉ 鱸ａ
第37図第15号住居祉平・断面図および出土遺物（１）

品ラ



１６ 1７ 

－１８ 

「
１
１
ノ

７
１
１
ｋ
 

2］ 

９ 2０ 

0 １
１
 

’1 
１ 

１，１１ ’ 

Ｚ 

０ 

３ 

第38図第15号住居力H+{＋遺物（２）

第17表第15号住居社出土石器観察表（第38図）

挿図番号 幣理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

置土 石匙 完J15H16 1６ 6.2 6.4 ２コ デイサイト3５－８ 横型

J15H18 周辺 礫器 完1７ ５．５ 7.2 6.7 296.0 デイサイト

覆土 石錐J15H17 錐部欠損1８ (8.3） 3-0 流紋岩1.0 2５－６ 

覆土1９ Jl5H2] 凹石 完 12-0 5.7 輝石安山岩3-4 346.0 赤色顔料付着

2０ J15H20 磨石 完２ 1３．５ 6.7 輝石安山岩4.0 512.0 

覆土2１ J15H19 凹石 半分 (9.8） ９．２ 輝石安山岩4.4 482-0 

覆土鯛 ｣l5H22 凹石 完 9．３ 8.2 輝石安山岩5.3 417.0 

覆土2３ Jl5H23 完凹石 ８４ 7.3 5-6 輝石安山岩401.0 

2４ J15H24 完凹石３ １４」 7.2 輝石安山岩4.7 590-0 

５７ 

挿図番号 轄麺番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

1６ Jl5Hl6 覆土 石匙 ）工 ６．２ ６．４ 2.1 35-8 デイサイト 樋型

1７ J]5Ｈ］ 周辺 礫器 》工 5.5 ７．２ 6.7 296 デイサ

1８ J15H1 覆土 石錐 錐部欠損 (8.3） ３．０ 1-(〕 2５ 流紋岩

1９ J15HZ 覆土 凹石 一元 1２．０ ５．７ 3-4 346 煙石安 岩 赤色顔料付着

2０ J15H 暦石 一元 1３．５ ６．７ 4.0 512 輝石蛍 岩

2１ J15H19 極纈土 凹石 半分 (9.8） ９．２ ４．４ 482 輝石安 岩

2２ J15H22 覆土 凹石 』工 ９－３ ８．２ 5.3 417 llfirﾓｱ安 岩

2３ J151123 覆土 凹石 ）工 ８．４ ７．３ 5.6 401 輝不｢安L[【岩

2４ J15H24 凹石 一元 1４．１ ７．２ 4.7 590-0 趣済安I[[岩
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6号住民士|卜士層説明

l層黒褐色土黄色軽石・灰色軽石多量均質混入。炭化物粒点在。

第１

●／ 暗褐色土黄色軽石・灰色軽石均質混入。炭化物粒点在。

暗褐色土ロームＢ混入。

暗褐色土黄色軽石・灰色軽石均質混入。炭化物粒点在(２層よ

鈍い黄褐色土黄色軽石・灰色軽石少量均質混入。

層
層
層
層

２
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第39図第16号住居杜平・断面図（１）
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第16号住居趾（第３９．４０図、ＰＬ－７）

本住居杜は、調査区の南東部（Ｇ・Ｈ－６．７Ｇ)、標高225.5～230.5ｍに位置する。第15号土坑、第

31号土坑に切られ、本住居杜がいずれの土坑よりも古い。

平面形態は、やや角を有する円形を呈し、規模は、南北長7.68ｍ、東西長8.52ｍを測る。壁は26～８５

cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は途切れるものの南壁を除く３方の壁下で確認できた。床面は、

ほぼ平坦であるが、全体的に締まりは良くなく、やや軟弱で明確な堅繊面は確認できなかった｡。

ピットは21本確認されており、６本主柱穴と思われ、ＰｒＰ２ｏＰ３・Ｐ４・Ｐ５ｏＰ６がそれに

当たる。

炉吐は、中央やや北西寄りで検出された。楕円形を呈する浅い窪みを有する地床炉で長軸長1.08cm、

短軸長0.96cmを測る。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居杜からの遺物の出土は、少なく明確な集中は認められない。

第16号住居吐出土遺物（第41図）

１は､膨らんだ胴部から頚部で<びれ外反し平口縁を呈する深鉢土器。口唇直下に爪形文を横走させ、

口縁部。頚部は集合沈線を横走、胴部は縦位に施文する。２も集合沈線を施文する小型の深鉢土器。３

は口唇部に爪形文を横走させ棒状の貼付文を施し集合沈線を施す土器。４～６は、同一個体と思われる

胴部破片で集合沈線で縦位に菱形を構成する。７は大きく外反し波状を呈する口縁部の破片である。８

は直立気味の平口縁を呈する口縁部破片で竹管による円形刺突文と平行沈線を施す。９は閉端環付のＲ

Ｌを多段に施す。１０は口縁部文様帯の破片で刻み隆帯２条を渦巻き状に施す。１１は波状を呈する口縁部

破片で波頂部に棒条の貼付文を施す。地文には貝殻腹縁により施文する。興津・浮島系の土器。１２は直

立気味の胴部破片。１３は細隆帯を施す土器片。野島式に比定できる。１４は胴部破片でＲＬ縄文を施す。

15は膨らんだ胴部から内湾し、□縁部に近い部位で緩やかな「<」の字に屈曲する浅鉢土器で円孔を施

す。

石器は打製石斧４点、凹石２点を図示した。

第18表第16号住居杜出土石器観察表（第41図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遣存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

13.81７．５１３．３１３４５．０｜織密質安山岩打製石斧Ｉ完ｌ６１Ｊ１６Ｈ１９１覆土

３７１６－５１１．９１９６．０１デイサイト打製石斧｜完ｌ７１Ｊ１６Ｈ１８１覆土

7．９１４－６１１．７１５９．０１デイサイト打製石斧｜完ｌ８１Ｊ１６Ｈ１７１覆土

9．０１５．９１１．９１１３６．０１デイサイト打製石斧｜完ｌ９１Ｊ１６Ｈ１６１覆土

7．４１８．０１5.21325.011輝石安山岩凹石｜完２０１J16H201覆土

炭化物付着13.61８．５１４．２１６９３．０１輝石安山岩凹石Ｉ完２１１J16H211覆土

6℃) 

挿図番号 蕊琿番号 取り」三げ番号． 器極 遺存状態 長さ 幅 厚 雨量 石質 備考

1６ J161119 覆土 打製石斧 岸元 1３－８ ７．５ 3.3 4５ 織密質安山岩

1７ J16Hl8 覆土 打製石斧 吉元 ６．５ 1.9 9６ デイリ

1８ J16H17 覆土 打製石斧 』元 ４．６ ﾕ.７ 5９ デイサ

1９ J161116 覆土 打製石斧 岸元 ５．９ Ｌ９ 1３６． デイサ

2０ J16H20 覆土 凹石 壱元 ８．０ 5.2 325 翅石安 岩

2１ J16H21 覆土 凹布 1３．６ ８．５ ４．２ ６９３．０ 赫石安山岩 炭化物付着
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第17号住居吐（第42図、ＰＬ－８）

本住居社は、調査区の西部（ＫｏＬ－２．３Ｇ)、標高229.0～229.5ｍに位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は南北4.30ｍ、東西3.00ｍを測る。壁は3～43cmを測り、

ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体的に良く締まっている。

ピットは６本確認されているが、主柱穴は把握できなかった。

炉杜は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石１個を敷き周囲を３個の石により「<」の字状に組

み南方および西方を開放する。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土は比較的少ない。

第17号住居吐出土遺物（第43図）

１は外反し平口縁を呈する深鉢の破片で回転絡条体の－種を施す。２は外反し波状を呈する口縁部破

片でＲＬ・ＬＲ結束第１種による横位の羽状縄文を施す。３はやや内傾気味で波状を呈する口縁部の破

片で口唇部に刻みを、以下ＬＲ縄文を施す。４は頚部破片で口縁部との区画に刻み隆帯を施し、以下０

段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を横位に施す。５～８はいずれも胴部破片で５は結節縄文を、７は

０段多条のＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す。９は口縁部文様帯の破片で沈線による弧状文

および刺切文を施す。１０は胴部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。１１は胴部破片。１２

は胴部破片で絡条体を施す。１３．１４はいずれも胴部破片で０段多条のＲＬとＬＲを施す。１５は角頭状の

口唇部を呈する無文の口縁部破片。

石器は石鑑３点、石匙１点、石錐２点、打製石斧３点、磨石・凹石２点、石皿２点を図示した。

第19表第17号住居hHLH十石器観察表（第43図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’｜幅｜厚｜重還’石質｜備考

ｌ６１Ｊ１７Ｈ１８１覆土 石鍼｜完 Ｌ８１１．３１０．４１０．７１チャート

ｌ７１Ｊ１７Ｈ１７１覆土 石錐｜完 2-4１．６１０－４１１－７１チャート

ｌ８１Ｊ１７Ｈ１６１覆土 石鍍｜完 1．６１１．４１０．３１０．７チャート

石匙｜一部欠損４．２１（4.1)’０．６１８．３デイサイト 横型ｌ９１Ｊ１７Ｈ２４１覆土

２０１Jl7H231覆土 石錐｜完 2．６１２．３１０．６２．４１デイサイト

石錐｜基部欠損｜（4.0)｜（1.9)’０．５１３．９１デイサイト２１１J17H221覆土

11.21４．７１２０１９２．０｜絨密質安山岩２２１J17H2111覆土 打製石斧｜完

打製石斧｜完 9．６１４．７１２．１１１１７．０１デイサイト２３１J17H201撞土

２４１１J17H191覆土 打製石斧｜完 8．３１５．４１１－８１１６２．０１デイサイト

凹石｜完 12.41７．３１３．３１３６７．０１輝石安山岩２５１J17H261覆土

磨石｜完 14.51６．９１４３１５７８．０１デイサイト２６１Jl7H251炉］

(15.4)’（22.5)Ｉ５．５１１９８５．０１輝石安山岩石皿半分２７１J17H271炉２

(17.7)’（20.9)Ｉ5.5112055.0｜輝石安山岩｜炭化物付着石皿’半分２８１J17H2811炉３

５２ 

挿図番号 蕊｣亜番号 取り」:げ番号 器種 迫存状態 長さ 幅 厚 重迅 石賀 備考

1６ J17H18 覆土 石鑛 】工 1.8 Ｌ３ 0.4 0.7 チャ・・卜

1７ Jl7IIl7 覆土 府銑 一元 2.4 ､６ 0.4 １．７ チャート

】８ JI7H16 覆土 石嫉 』工 1.6 0.3 0.7 チャート

1９ J171124 覆土 石匙 －部欠損 4.2 1） 0.6 ８．３ デイサイト 横型

2０ J171123 覆土 石錐 一元 ２．６ ２．３ 0.6 ２．４ デイサイト

２１ J17H22 覆七 石錐 基部欠損 (4.0） (1.9） 0-5 ３．９ デイサイト

２２ J17H21 覆土 打製石斧 一元 1１．２ ４．７ 2.0 ９２．０ 織密質安山岩

2３ J17H20 覆土 打製石斧 9.6 ４．７ 2.1 117.0 デイサイト

2４ J17H19 覆土 打製石斧 》工 8.3 ５．４ 1.8 6２．０ デイサイト

２５ J17H26 稲EH2 [Ⅱlｲ↑ 一元 1２．４ ７．３ 3.3 367.0 繩石安111岩

2６ Jl7II25 炉I 磨石 一元 1４．５ ６．９ 4.3 578.0 デイーリイト

2７ J17H27 炉２ 石Ⅲ１ 半分 (15.4） (22.5） 5.5 1985-0 仰石安I:;岩

2８ J17H28 ljEi3 石皿 半分 (17.7） (20.9） ５．５ 2055.0 輝石安山岩 炭化物付着
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第43図第17号住居杜出土遺物（２）

第18号住居趾（第44図、ＰＬ－８）

本住居杜は、調査区の西部（Ｍ・Ｎ－２．３Ｇ)、標高230.0～230.5ｍに位置する。

平面形態は､南北に長い長方形を呈し、規模は、南北520ｍ、東西410ｍを測る。壁は6～14cmを測り、

ほぼ垂直に立ち上がるが、西方部は斜面に吸収される。壁溝は確認できなかった。床面は、南東部で窪

みを有する。また、北部で－部焼土化する。

ピットは10本確認されているが、主柱穴の把握はできなかった。

炉杜は、確認できなかった。

本住居社からの遺物の出土は少ない。住居杜北西の隅に火受けしていくつかの破片となった石皿が出

土している。

第18号住居吐出土遺物（第44図）

１～３はいずれも胴部破片で、１は閉端環付のＲＬを多段に、２はＬＲ縄文を、３はＲＬ縄文を施す。

6４ 
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４は胴部破片で附加条ＲＬ＋１本附加を施す。

石器は、石鍍１点、磨石１点、スクレーパー１点、石皿１点を図示した。

第20表第18号住居杜出土石器観察表（第44図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜過存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

石鍍｜|基部欠損’１．８１（1.2)’０．３１１０．５１チャート５１Ｊ１８Ｈ６１覆土

15.41５．８１３．５１４８１．０１輝石｢安山岩磨石｜完６１J18H7１覆土

12.91１１．３１4-51538-0｜デイサイトスクレーパー|完７１J18H5１１４ 

石皿’一部欠損’（52.5)’３７．６１８．０１２０．０kgl輝石安山岩８１Ｊ１８Ｈ８１１ 

面

第19号住居辻（第45図、ＰＬ－８）

本住居社は、調査区の北西部（Ｎ・０－２．３Ｇ)、標高230.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈するものと思われ、規模は、南北７－００ｍ(東西方向不明）を測る。

壁は20～37cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体的に

良く締まっている。

ピットは11本確認されているが、主柱穴は確認できない。

炉吐は、確認出来なかった。

本住居杜からの遺物の出土は多く、普遍的に出土する。

第19号住居吐出土遺物（第45～48図、ＰＬ－２０）

１はやや膨らんだ胴部から直立気味に頚部へと向かい緩やかに外反する口縁部を有する深鉢土器で絡

条体を施す。２は外反し波状を呈する口縁部破片で、口唇下に刻み隆帯を施し波頂部に円形刺突を抱く

菱形を刻み隆帯２条によって構成する。撚糸側面圧痕により蕨手文を描く。３は外反し平口縁を呈する

口縁部破片で口唇下に刻み隆帯を走向させ円形刺突を抱く渦巻き文を撚糸側面圧痕により構成する。胴

部との区画に刻み隆帯を２条施し文様帯の空間には刺切を「ハ」の字に充填する。４は口唇部に近い部

位で外傾し波状を呈する口縁部破片で口唇下には刻み隆帯を２条走向させ､以下０段多条のＲＬを施す。

５は口縁部文様帯の破片で、撚糸側面圧痕で菱形を構成し円形刺突と刺切を充填する。６は外反し波状

を呈する口縁部破片で口唇下に刻み隆帯を２条走向させ、円形刺突文を抱く撚糸側面圧痕により蕨手文

を構成空間に刺切文を充填する。７は口縁部文様帯の破片で撚糸側面圧痕により菱形文を構成し刺切文

を充填する。８は外反し弱い波状を呈する口縁を有する深鉢土器で口唇下に狭い無文部を有し以下０段

多条のＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を多段に施す。９はやや外反し平口縁を呈する口縁部破片で口唇下に

狭い無文部を有し、以下ＲＬと０段多条のＬＲによる羽状縄文を施す。１０は外反する胴部を有する深鉢

土器でＲＬの結節縄文を施す。１１は外反し平口縁を呈する口縁部破片でＲＬ・ＬＲの結束第１種による

羽状縄文を施す。１２は波状を呈する口縁部破片でＲＬ・ＬＲの結束第１種による羽状縄文を施す。１３は

外反し平口縁を呈する口縁部破片でＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。１４は外傾し平口縁を呈するロ縁

部破片でＲＬ・ＬＲによる羽状縄文を施す。１５は外反し平口縁を呈する口縁部破片でＬＲ縄文を施す。

16は大きく外反し平口縁を呈するする口縁部破片で結節縄文を施す。１７は外反し平口縁を呈する口縁部

6６ 

抑図番号 蘂琿番号 取りｆ:げ番号 器征 逝存状態 長さ '幅 厚 重迅 石賀 姉寺

J18H6 覆土 石鐡 基部欠損 Ｌ８ (Ｌ２） 0-3 0.5 チャート

J18H7 覆土 膳石 壱工 1５ 5８ ３．５ 481-0 輝石安山岩

J18H5 スクレーパー 》工 1２ １１．３ ４－５ ５３８．０ デイサイト

J18H8 石皿 -箸11欠損 (52.5） 37.6 8.0 20.0kｇ 輝石安!｣｣岩
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破片でＬＲおよび０段多条のＲＬによる羽状縄文を施す。１８は外反し平口縁を呈する口縁部破片でＬＲ

縄文を施す｡19は外反する口縁部破片でＬＲ縄文を施す｡20は外反し平口縁を呈する口縁部破片でＲＬ・

ＬＲによる羽状縄文を施す。２１は外反する口縁部破片でＲＬ縄文を施す。２２は口縁部文様帯の破片と恩

われ平行沈線及び刺切を施す｡23は頚部破片で胴部との区画に刻み隆帯を横走させ以下結節縄文を施す。

24は口縁部文様帯の破片で撚糸側面圧痕及び刺切を施す。２５は頚部破片で胴部との区画に刻み隆帯を２

条横走させ□縁部には刺切が認められ、胴部はＲＬ縄文を施す。２６は胴部破片でＲ縄文を施す。２７は頚

部破片で胴部との区画に撚糸側面圧痕を施しさらに円形刺突を加え、口縁部文様帯は「ハ」の字に刺切

文を充填、胴部は絡条体を施す。２８は頚部破片で隆帯及び併走させる撚糸圧痕により胴部との区画をな

し、隆帯上にも撚糸側面圧痕を施す。口縁部文様帯は撚糸側面圧痕で渦巻き文を構成する。２９は頚部で

ややくびれ□縁部で外反する深鉢土器の破片。胴部との区画は平行沈線による。口縁部文様帯は、平行

沈線により波状文。蕨手文を構成し刺突を充填する。３０～54はいずれも胴部破片である。３０．３２．３４．

３６．４０．４３．５２は結節縄文を施す。３１は原体不明。３３．３５．４７．５３は絡条体を施す。３７はＲＬ・ＬＲに

よる羽状縄文を施す。38.39は貝殻腹縁文を施す。４１ＲＬの結節縄文を施す。４２は０段多条ＬＲを、44.

45はＲＬｏＬＲによる羽状縄文を、４６はＲＬ縄文を、４９はＲＬおよび０段多条ＲＬを、５０は０段多条Ｌ

Ｒをそれぞれ施す。５５は底部破片で０段多条のＲＬ・ＬＲを施す。５６～61はいずれも０段多条の縄文に

よる異方向縄文を施した土器片｡62は底部破片｡63は｢ハ｣の字に開く胴部破片で結節縄文を施す｡64～７０

は条痕文土器。７１～74は集合沈線を施す土器。

第21表第19号住居吐出土石器観察表（第48図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器極｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

７５１J19H841覆土 石錐｜完 2．９１１．６１０．４１1.811絨密質安山岩

７６１J19H831覆土 石錐｜完 4．５１１．８１０．４１４．６１デイサイト

７７１J19H8011覆土 打製石斧｜完 7.911３．６１１．４１１４１．２１１頁岩

７８１J19H81159 打製石斧｜完 8．９１４．０１１１．５１４９．６１デイサイト

７９１J19H891覆土 磨石｜完 12.31５．６１３．５１３５１．０１輝石安山岩

８０１J19H871覆土 磨石｜一部欠損’１４．０１（7.7)’６．５１７１４０１輝石安山岩

８１１Ｊ１９Ｈ９０１４３ 多孔石｜完 2１．６１１６．７１９．８１３５８８０１輝石安山岩

８２１J19H88146 石皿’半分 (11.5)’８．９１２．３１１２３７．０１輝石安山岩

８３１J19H861周辺 石鍍｜完 2．７１１．５１０．５１１．３１チャート

８４１Ｊ１９Ｈ８５１１周辺 石錐｜完 ２．５１（1.7)’0．４１１．３ チャート

８５１J19H821周辺 石鑑｜完 2．３１１．５１１０．４１0.811チャート

８６１Jl9H7911周辺 打製石斧｜完 9．２１５．２１１．４１８３．５１絨密質安山岩

８７１J19H771周辺 打製石斧｜完 7．９１４．０１２．１１５７．０１デイサイト

’ J19H781周辺躯 打製石斧｜基部欠損’（9.2)’５．７１１１．９１１１８．０|織密質安山岩

ZＺ 

挿図番号 整理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ |喝 厚 重量 石質 備考

J19H84 覆土 石鍼 一元 2-9 １．６ ０．４ １．８ 敏密質安山岩

7６ J19H83 覆土 石錐 4.5 １．８ 0.4 デイサイト

7７ J19H80 覆土 打製石斧 一元 7.9 ３．６ 1.4 ４１ 頁岩

7８ J19H81 5９ 打製石斧 一元 ８．９ 4.0 1.5 4９ デイサイト

7９ J19H89 覆土 磨石 完 1２．３ 5.6 ３－５ ３５１ )I壇石安uI岩

8０ J19H87 覆土 磨石 －部欠損 14.0 (7.7） ６．５ 714 師石安山岩

8１ J19H90 4３ 多孔石 》工 ２１．６ 1６．７ ９．８ ３５８８ 輝石安山岩

8２ JI9H88 4６ 石皿 半分 (11.5） 8.9 ２．３ 237 輝石安山岩

8３ J191186 周辺 石錐 』工 ２－７ 1.5 0.5 チ.ヤード

8４ J19H85 周辺 石繊 一元 2.5 (1.7） 0.4 チャー！

8５ J19H82 周辺 石鑛 一元 2.3 1.5 0.4 チャ、‐ト

8６ J19H79 周辺 打製石斧 9.2 ５．２ １－４ 8３ 織密質安山岩

8７ J19H77 周辺 打製石斧 ｝工 7.9 4.0 2.1 5７ デイサイト

8８ J19H78 周辺 打製石斧 蛙部欠損 (9.2） ５．７ 1.9 118-0 織密質安山岩



第20号住居趾（第49図、ＰＬ－８．９）

本住居血上は、調査区の北西部（Ｏ・Ｐ－２Ｇ)、標高230.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長く南壁の長い長台形を呈し、規模は、南北4.90ｍ、東西3.80ｍ（南壁）を測る

ものと思われる。斜面に位置するところから住居の西部の形状は判然としない。壁は14～77cmを測り、

ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは２本確認されているが、主柱穴は確認できなかった。

炉杜は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石１個を敷き周囲を６個の石により「．」の字状に組

み南方を開放する。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居社からの遺物の出土は非常に多く、北部から西部にかけて大型の縄文土器片が出土、中央部か

ら南部にかけては比較的小型の土器片が多く出土している。

また、本住居社のプラン確認時にも多量の遺物が出土している。住居社覆土中の遺物と接合した遺物

は本住居牡に伴うものと判断したが、それ以外の遺物については参考資料として別に図示した。（第

59～61図）

第20号住居吐出土遺物（第50～61図）

１はやや膨らむ胴部から緩やかに頚部でくびれ外反し４単位の波状のロ縁を呈する深鉢土器。胴部と

の区画は刻み隆帯を３条と半裁竹管による連続刺突文によりなされる。口縁部文様帯は波頂部から垂下

する４条の刻み隆帯により縦位区画を構成する。この隆帯の左右に円形刺突文を配置しさらに円形刺突

文を抱く蕨手文を刻み隆帯で左右対称に構成する。また、胴部との区画の刻み隆帯と縦位区画の刻み隆

帯との接合部は３条の刻み隆帯で三角形を左右対象に配する。口唇下にも刻み隆帯は２条認められる。

縦位の区画内には円形刺突文を抱くＬ・Ｒ.Ｌの撚糸側面圧痕による蕨手文、菱形文を配する。空間は

４本単位の刺切文を充填する。胴部には結節縄文を施す。

２は膨らむ胴部から頚部で<びれ外反し波状を呈する口縁を呈する深鉢土器。口縁部と胴部の区画は

半裁竹管による刻み隆帯を２条施すことにより成す｡この刻み隆帯に施された刻みは鋭角に刺突される。

□縁部文様帯は、円形刺突文を抱くＲ・Ｌによる撚糸側面圧痕を蕨手状に施し、空間にやや乱れた矢羽

条の刺切で充填する。胴部以下は閉端環付のＲＬとＬＲを多段に施す。

３は胴部から外反しながら口縁に向かって開き平口縁を呈する深鉢土器。口唇下には刻み隆帯を２条

横走させ、胴部との区画には２条の刻み隆帯を施こす。口縁部文様帯は刺切文を矢羽状に充填する。胴

部には結節縄文を施す。

４は寸胴気味で垂直に立ち上がり波状を呈する深鉢土器の破片で、口唇下に半裁竹管の連続刺突を２

列施す。波頂下には円形刺突文を垂下し刺切による「×」字状文様を構成する。円形刺突文を抱くＲ・

ＬｏＲの３本一組の撚糸側面圧痕で渦巻き文を構成する。胴部との区画は口唇下と同じ連続刺突により

なす。

５は外反し波状を呈する□縁部破片で口唇下には刻み隆帯を２条横走きせ波頂下には刻み隆帯により

弧状文を配す。以下ＲＬ縄文を施す。６は外反し波状を呈する口縁部破片で口唇下に半裁竹管による刻
み隆帯を２条走向きせ波頂下には円形刺突文を中心とする刻み隆帯による菱形文を構成、円形刺突文で

さらに囲み、以下は円形刺突を抱く刻み隆帯による蕨手文を配し、刺切による矢羽状文様を充填する。

７は外傾し突起状の小波状を呈する口縁部破片。口唇下は刻み隆帯を２条走向させ、円形刺突文を抱く

Z２ 
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刻み隆帯による蕨手文を構成する。波頂下には瘤状の貼付も見られ空間は刺突文を充填させる。胴部と

の区画は２条の刻み隆帯による。８は外煩し波状を呈する口縁部破片で刻み隆帯により弧状文を構成、

円形刺突を配するとともに刺切を充填する。９は外反し波状を呈する口縁部破片で刻み隆帯を１条貼付

し、以下ＬＲ縄文を施す。１０は波状を呈する口縁部破片で、口唇下に刻み隆帯を横｢ハ」の字状に施す。

11は外反し波状を呈する口縁部破片。口唇下に連続の刺突を施す。１２はやや肥厚気味の口唇に刺切を施

し、以下ＲとＬの２本一組の撚糸側面圧痕を重層させる。１３は外反し波状を呈する口縁部破片で、半裁

竹管の連続刺突と円形刺突を施す。１４は口唇下に刻み隆帯を２条施す。１５は外反し波状を呈する口縁部

破片で口唇下に刻みを連続施文、以下円形刺突と刺切を充填する。１６は外反し波状を呈する口縁部破片

で半裁竹管による連続刺突を施す。１７は外反し波状を呈する口縁部破片で刻み隆帯を２条施し、以下回

転絡条体の－種を施す。18は口縁部文様帯の破片で撚糸側面圧痕と円形刺突が認められる。１９は口縁部

文様帯破片で、円形刺突文を抱く撚糸側面圧痕で渦巻き文を構成、刺切文を充填。胴部との区画は連続

の刻みによる。２０～24はいずれも口縁部文様帯の破片で、２０は胴部との区画に刻み隆帯を２条施し、撚

糸側面圧痕および刺切文が認められる。２１は胴部との区画に撚糸側面圧痕を施し、刺切文が認められる。

22は胴部との区画に刻み隆帯を施し､刻み隆帯および円形刺突文を充填する。２３は刺切文が認められる。

24は胴部との区画に撚糸側面圧痕を施し、円形刺突文を充填する。

２５は上げ底気味の底部から内湾気味に立ち上がり頚部ですぼみ口縁部で外反する深鉢土器。口唇部に

は刻みが認められ、口縁部は絡条体を施す。頚部には縦方向の刺切文を連続に施す。以下ＲＬ・ＬＲに

よる羽状縄文を施す。胴部下半および底面にはロ縁部と同一原体による施文も認められる。

２６は波状を呈する口縁部破片でＲＬ・ＬＲの結束第１種による羽状縄文を施す。２７は口唇部が肥厚す

…`破片で直前段合撚R<溥を施す｡28は外反する口縁部破片でRELRの結束蕊1種によ
る羽状縄文を施す。２９は波状を呈するロ縁部破片で、撚糸側面圧痕を重層させる。３０はやや内傾気味の

口縁部破片でＲＬ・ＬＲを施す。３１～38はいずれも頚部破片で、３１～３３．３６～38は胴部と口縁部との区

画に刻み隆帯を施す。

３９はやや膨らむ胴部から頚部ですぼみ口縁部で外反する深鉢土器でＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状

縄文を施す。

４０は小突起状の口縁を呈する深鉢土器で結節縄文を施す。４１は上げ底の底部から外反しロ縁に至る深

鉢土器で結節縄文を重層させて施す。４２は深鉢土器でＲＬ縄文を施す。４３は大きく外反し平口縁を呈す

る深鉢土器で結節縄文を施す。４４は外反し平口縁を呈する深鉢土器で０段多条のＲＬとＬＲにより羽状

縄文を施す｡46は深鉢土器の胴部片で､０段多条のＲＬ･ＬＲの結束第１種による羽状縄文を施す｡47～７７

はいずれも胴部破片で、４７は回転絡条体の－種を、４８．４９．６０．６４．は結節縄文を、５０は閉端環付のＲ

Ｌを、５１はＲＬ縄文を、５４はＲＬｏＬＲ結束第２種による羽状縄文を、５６～58.63.65.66.70はＲＬ・

ＬＲの結束第１種による羽状縄文を、５９は閉端環付のＲＬとＬＲを多段に、６３．６９は０段多条のＲＬ・

ＬＲの結束第１種による羽状縄文を、６５．６７．６８．７２は０段多条のＲＬとＬＲによる羽状縄文を、７１．

７３．７５は０段多条のＬＲによる異方向縄文を、７４．７６．７７は０段多条のＲＬによる異方向縄文をそれぞ

れ施す。

７８～86はいずれも底部。

８７は土製円盤。８８～113はいずれも集合沈線を施す土器で、88.89は諸磯ａ式に、他は諸磯ｃ式に比定

できよう。114.115は五領ヶ台式に比定できよう。

7H４ 
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第58図第20号住居hHLH十遺物（９）

石器は石鍍１点、滑石製の小型の棒状石器１点、石匙３点、打製石斧４点、磨石・凹石13点、環状石

器１点を図示した。

139～196は、いずれも本住居社の確認時に出土した土器である。

139は頚部から大きく外反し平口縁を呈する深鉢土器。１４０．１４８．１４９は刻み隆帯による文様帯区画お

よび撚糸側面圧痕による渦巻き文を施すロ縁部破片。149には円形刺突文も認められる。141は刻み隆帯

を施す口縁部破片｡142は小突起を有し平口縁を呈する口縁部破片で撚糸側面圧痕および円形刺突文を施

す。143は半裁竹管による連続爪形文を施し波状を呈する口縁部破片。145.146.151～160はいずれも外

反し平口縁を呈する口縁部破片｡146は刻み隆帯による区画および円形刺突文を抱く渦巻き文を施し波状

を呈する口縁部破片。147は撚糸側面圧痕による鋸歯状文をロ縁部に施す口縁部破片。150はやや波状気

味のロ縁部破片。161は深鉢土器の胴部破片。162は口縁部文様帯に撚糸側面圧痕で菱形文および円形刺

突文を抱く渦巻き文を施す深鉢土器で､胴部との区画には刻み隆帯を施し、胴部は結節縄文を施す。１６３

は口縁部に無文部を有し胴部に結節縄文を充填する深鉢土器｡164は半裁竹管の連続刺突による胴部区画

および円弧文をロ縁部文様帯に施す。165は口縁部文様帯に刻み隆帯による上下区画を有し、円形刺突文

および撚糸側面圧痕による渦巻き文を充填する口縁部破片｡166は刻みを有する平行沈線および円形刺突

文を施す。168.169は頚部破片で。区画に刻み隆帯を施す。170は撚糸側面圧痕を施す。171～184はいず

れも胴部破片｡185～190は底部破片｡191は角頭状を呈する口縁部破片で縄文が施文される。192はミニュ

チュア土器で丸い胴部から頚部で屈曲し短い口縁を有する。頚部には円孔が施される。193は浅鉢土器片

で円孔が施される。１９４．１９５は諸磯ｃ式に比定される土器片。196は興津・浮島系の土器片。

同じく197～209は、本住居社確認時に出土した石器で、石鍍２点、石匙１点、打製石斧８点、磨製石
斧１点、凹石１点を図示した。

と巴



１
３
 

，吋〃〃”川咄孵へ〃卿倒局忰

蕊司ＰＧＭ

鍔縄i;鍵，鶴iii溌蕊
露｣員iｄ

』、｛

０
Ｋ
Ｗ
 

P1adP農ａ：
丁

■Ｐ 

厄

i塞騨騨灘iii湖

Ｚ 

f分量

紅

日

姓

灘
目

152 

風！ 
８ 

1５６ 

5５ 

● 

6１ 
1６０ 

5９ 

第59図第20号住居杜出土遺物（10）

8４ 



iliI,illIiLiiiiiiiI1T 
》隅

蟻
》

仏

Ａ
Ｐ
か

議胤。

１
 

』門川Ⅱ円い【Ⅱ州》
８
 

牌Ⅳ川ｎＭⅡ脚出射 蕊
７ ７ 

露Iijii、鱗 鱗 ３
 

幽ｍ仲川川〃ｗ吟

第60図第20号住居社出土遺物〈11）

8５ 



鑓塾
1８８ 

、

<で)樫謬刀鱒
蕊篝鑿皿,｡

1９１ 

４
 

「ＭＨ〃Ｈ〃Ｕ〃池
５ 

〃曇 ｉ 
200 

鶴
1９９ 

－，９７＜二＞ 198 

2０１ 

202 203 204 205 

、
、
、
１
１
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
－
ノ

禰
系

2０６ 208 209 
２０７ 

第61図第20号住居祉串十遺物（12）

8６ 



第22表第20号住居社出土石器観察表（第５７．５８．６１図）

挿図番号 轄理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

覆土116 J20H188 石錐 先端欠損 (1-7） 1-9 0.5 チャート1.4 

覆土117 J20H164 棒状石器 完 ３－４ 0.9 滑石0.5 2-0 

覆土1１８ J20H190 石匙 完 絨密質安山岩４．４ 5.5 0.8 横型1６．６ 

覆土1１９ J20H19］ 石匙 一部欠損 (5.0） 5.0 0.8 織密質安山岩 横型1１．８ 

覆土１２０ J20H189 石匙 一部欠損 (3.1） 4.2 デイサイト0.6 6.1 横型

覆土 打製石斧J20H174 基部欠損1２１ (8.6） 5.8 2.6 デイサイト１０９．０ 

覆土 打製石斧J20H175 完122 9.0 デイサイト6-1 2.3 139.0 

覆土 打製石斧l鵬！ J20H162 基部欠損 9.7 5.6 2.0 デイサイト114.0 

覆土 打製石斧1２４ J20Hl61 完 8.6 5.8 2.7 織密質安山岩143-0 

覆土 磨石 完125 j20H200 11.8 9-9 ３０ 輝石安山岩472.0 

覆土 磨石 完126 J20H201 1０２ 9.7 3.9 輝石安山岩510.0 

覆土127 J20H206 磨石 完 1１．２ 輝石安山岩5-5 4.5 396.0 

磨石J20H205 完１２８ 翻 9.0 4-6 3.2 輝石安山岩1７４０ 

J20H193 撹土 磨石 完129 9.0 安山岩5５ 4-3 289.0 

炉３130 J20H194 磨石 完 1３．３ 輝石安山岩9.2 6.0 834.0 

１３］ J20H203 磨石 完172 111 ８．５ 輝石安山岩5.0 592.0 

132 J20Hl92 炉２ 一部欠損凹石 (6.6） 1１．６ 安山岩3.6 3４４０ 

覆土133 J20H195 凹石 完 １０．４ 7.2 3.9 輝石安山岩358.0 

炉１J20H196 134 凹石 完 ２０」 9.6 輝石安山岩6.0 1528.0 

覆土135 J20H199 凹石 完 1３．５ 7.2 安山岩４．５ 5１２０ 

136 J20H202 凹石 2/３ 4４ (10.2） 8.5 輝石安山岩4.9 525.0 

J20H197 137 半分１ 凹石 (8.2） 8-6 輝石安山岩4Ｊ 352-0 

覆土138 j20H204 環状石器 半分 (8.5） (4.8） 輝石安山岩4.7 196 

197 J20H186 周辺 完石鍼 ２．０ 1-0 0.3 0-3 チャート

周辺198 J20H187 石鍼 基部欠損 (1.9） 1.8 繊密質安山岩0.5 1.7 

199 J20H165 周辺 石匙 完 ４．１ 6.4 1.0 デイサイト1７．６ 横型

周辺 打製石斧211ｍ J20H167 完 7.2 4.8 デイサイト1.5 4４．８ 

201 J20H166 周辺 打製石斧 完 6.9 5-0 1.3 デイサイト3０．４ 

202 J20H170 周辺 打製石斧 刃部欠損 (7.8） 5．６ 繊密質安山岩2.8 147.0 

203 J20H17］ 周辺 打製石斧 完 ９－２ 5.3 2.0 デイサイト9４．０ 

204 J20H168 周辺 打製石斧 完 7.9 7.9 1.4 デイサイト7５－５ 

打製石斧205 J20H169 周辺 完 7-5 3.7 1．６ 5８．５ デイサイト

周辺206 J20H172 打製石斧 完 ８－５ 6.2 Ｌ６ 8９．５ デイサイト

207 J20H163 周辺 打製石斧 完 10.0 6-9 織密質安山岩2.0 106-0 

208 J20H173 周辺 磨製石斧 刃部欠損 (8.5） 4.7 織密質安山岩1.8 71.0 

209 J20H198 周辺 2/３ 凹石 (９．０） 7.1 輝石安山岩２－９ 160.0 

８７ 

挿図番号

116 

117 

轄琿希号

J20H188 

J20H164 

取り上げ番号

MH土

覆土

器種

石嫉

棒状石器

辿存状態

先端欠損

完

艮さ

(1.7） 

３．４ 

幅

1.9 

0.9 

厚

０－５ 

０．５ 

、量

Ｌ４ 

2.0 

石質

チーャート

滑Zゴ

備考

118 J20H190 覆土 石匙 一元 ４．４ ５．５ ０．８ １６－６ 織密質安山岩 横型

119 J20Hl91 泄土 石匙 --部欠損 5.0 (5.0） ０．８ 1１．８ 繊密質安 岩 横型

120 J20H189 極土 石匙 －部欠損 (3.1） ４．２ 0.6 6.1 デイサイ 横型

１２１ J20H174 顧土 打製石斧 華部欠損 (8.6） ５－８ ２．６ 109.0 デイサイ

122 J20H175 覆土 打製石斧 一元 9.0 6.1 2.3 139.0 デイサイ

１２３ J20HI62 覆土 打製石斧 基部欠損 9.7 ５．６ 2.0 114.0 デイサイト

124 J20H161 覆土 打製石斧 吉元 8-6 ５．８ 2.7 143-0 繊密質安山岩

125 J2011200 覆土 磨石 一元 1１．８ ９．９ 3.0 472-0 輝石安山岩

126 J20H201 覆土 磨石 一元 1０．２ ９．７ 3.9 510.0 IWii石｢安山岩

127 J20H206 覆土 磨石 》宛 1１．２ ５．５ 4.5 396.0 輝石安i[l岩

128 J20H205 5２ 磨石 ｝工 9-0 ４．６ 3.2 1７４．０ 輝石安山岩

129 J2011193 覆土 磨石 》工 9.0 ５．５ 4.3 289.0 安山岩

130 J20II194 炉３ 磨石 壱工 1３．３ 9.2 6.0 834.0 輝石安山岩

131 J20H203 172 磨石 完 1１．１ 8.5 5.0 592.0 輝石安山岩

132 J20H192 炉２ ITU石 －部欠損 1１．６ (6.6） ３．６ ３４４．０ 安山岩

133 J20H195 覆土 凹石 1０．４ 7.2 ３．９ 358.0 廊石安山岩

134 J20H196 炉１ 凹石 一元 2０．１ 9.6 ６．０ 1528-0 輝石｢安山岩

１３５ J20H199 覆土 凹石 一元 1３．５ 7.2 ４．５ ５１２－０ 安山岩

136 J20H202 4４ 凹石 2/３ (10.2） 8.5 ４．９ 525.0 輝石安山岩

137 J2011197 ＩＪＩ]石 半分 (8.2） 8-6 ４．１ 352.0 輝石安山岩

138 J20H204 覆土 環状石器 半分 (4.8） (8.5） ４．７ 196 輝石安山岩

197 J20H186 周辺 石鍍 』元 2-0 1-0 ０．３ ｑ３ チーャーi、

198 J20H187 周辺 石鑛 基部欠損 (1.9） 1.8 0.5 1-7 織密質安山岩

199 J20H165 周辺 石匙 吉元 4.1 ６．４ 1.0 1７．６ デイサイト 横型

２００ J2011167 周辺 打製石斧 一元 7.2 ４．８ １．５ 4４．８ デイサイト

201 J20HI66 周辺 打製石斧 一元 6.9 ５．０ 1.3 3０．４ デイサイト

202 J20H170 周辺 打製石斧 刃部欠損 (7.8） ５．６ 2.8 147.0 織密質安山岩

203 J20H171 周辺 打製石斧 ）工 9.2 ５．３ 2.0 9４．０ デイサイト

204 J20H168 周辺 打製石斧 一元 7.9 ７．９ Ｌ４ 7５．５ デイサイ１

205 J20Hl69 周辺 打製石斧 一元 ７．５ 3.7 1.6 58-5 デイサイト

206 J20H172 周辺 打製石斧 一元 ８．５ 6.2 1.6 89-5 デイサイト

207 J20II163 周辺 打製石斧 』工 1０．０ ６．９ 2.0 1０６．０ 敏密質安山岩

208 J20H173 周辺 磨製石斧 刃部欠損 (8.5） 4.7 １．８ 7ＬＯ 敏密質安山岩

209 J20H198 周辺 凹石 2/３ (9.0） 7.1 ２－９ １６０．０ 輝石安山岩
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第22号住居趾（第62図、ＰＬ－９）

本住居杜は、調査区の東部（Ｍ・Ｌ－７Ｇ)、標高230.0前後に位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北4.10ｍ、東西3.10ｍを測る。壁は7～31cmを測り、

ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは17本確認されているが、主柱穴の確認はできなかった。

炉杜は、中央やや北寄りで検出された地床炉である。炉ｶﾋおよび周辺の焼土の分布は散在的で被熱の

程度は低く、明確な掘り込みも認められなかった｡。

本住居杜からの遺物の出土は少なく、破片資料が主である。

第22号住居吐出土遺物（第62図）

１．２は、外反し波状を呈する口縁部破片で１は結節縄文を、２は０段多条のＲＬによる異方向縄文

を施す。３は外傾し平口縁を呈する口縁部破片でＬＲ縄文を施す。４～７はいずれも胴部破片で、４は

０段多条のＬＲ縄文を、５．６は０段多条のＲＬによる異方向縄文を、７は０段多条のＲＬ・ＬＲの結

束第１種による羽状縄文を施す。８は底部破片。９～11はいずれも条痕文土器である。

石器は石鍍２点、打製石斧１点、石匙１点を図示した。

第23表第22号住居;LlHLH十石器観察表（第62図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’１幅｜厚｜重量’石質｜傭考

石鍍｜先端欠損｜（2.0)’１．６１０．３１１１．１１チャートl２１Ｊ２２Ｈｌ３１４ 

石鑛｜完l３１Ｊ２２Ｈ１４１３ 2．４１１．７１０．３１１．１１チャート

ｌ４１Ｊ２２Ｈ１５１覆土 打製石斧｜完 8．６１５．６１２．５１１１７．０｜デイサイト

ｌ５１Ｊ２２Ｈ１２１覆土 石匙｜完 5．２１７．１１１．２１３７．２１菫冑ホルンフェルス

第23号住居趾（第63図、ＰＬ－ｌＯ）

本住居社は、調査区の中央やや東寄り（Ｋ－６．７Ｇ)、標高229.5～230.0ｍに位置する。

平面形態は、円形を呈し、規模は、径5.60ｍを測る。壁は10～35cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっている。

ピットは45本確認されており、６本主柱穴と思われ、Ｐ１.Ｐ２・Ｐ３。Ｐ４・Ｐ５がそれらの内の

５本に当たり、第３号集石の下に１本存在したものと思われる。

炉杜は、確認できなかった。

本住居杜からの遺物の出土は多いものの、 明確な集中は認められなかった。

第23号住居吐出土遺物（第63～65図、ＰＬ－２１）

１は、やや膨らんだ胴部から頚部でややくびれ□縁に外反し平口縁を呈す

Ｌ・ＬＲの結束第１種による羽状の縄文を横位に施す。２は内傾し波状口縁

の文様帯は肥厚する。この□縁部にはＲとＬの２本１組による撚糸側面圧痕

反する口唇部に隆帯を併走させる、以下ＲＬ縄文を施す。４は平口縁を呈す

る深鉢土器で0段多条のＲ

を呈する深鉢土器で口縁部

で菱形を構成する。３は外

る口縁部破片でＬＲ縄文を

89 

挿図番号 蕊理萎 取り’二げ番号 器極 遺存状態 良さ 幅 厚 工堂 石賀 Ｍｉ考

1２ J22Hﾕ３ Ｉｉ鍼 先端欠損 (2.0） １．６ 0.3 1.1 チjr-卜

1３ J22Hl4 石鱗 一元 2.4 １．７ 0.3 1.1 チャ、‐卜

1４ J221115 覆土 打製荷斧 』元 8.6 ５．６ ２．５ 117.0 デイリ･イト

1５ J22Hl2 覆土 石匙 』元 5-2 ７．１ 1.2 璽青ホルンフェルス



第24表第23号住居力HLH＋石器観察表（第65図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器極｜遺存状態｜長さ’１幅｜厚｜重量’石質｜備考

４５１J23H641極土 石錐｜先端欠損｜（1.2)’１．５１０．２１０３１チャート

４６１１J23H631極土 石錐｜先端欠損｜｜（1.8)|’１．７１０．４１０．９１デイサイト

４７１J23H651撞土 石錐先端欠損｜（1.6)’１．７１０．４１０．９１チャート

４８１J23H661覆土 石鍍Ｉ完 ２．０’１．６１１．３１１．０１黒曜石

４９１J23H671覆土 石錐｜錐部欠損’（1.9)’１．９１０．７１２．４１チャート

５０１J23H691榎土 石鑑｜完 3．２１１．８１０．５１２．３１デイサイト

５１１J23H681覆土 石錐｜完 3．４１２．６１０．６６．３１デイサイト

５２１J23H721覆土 スクレーパー|完 4．５１３．８１１．７１２７－８１デイサイト

５３１J23H701123 打製石斧Ｉ完 8．１１４．５１１．８１６０．５１デイサイト

打製石斧｜基部欠損’１７．７１７．９１４．４１６２９０１デイサイト５４１J23H74127 

スクレーパー|完５５１J23H73122 8．２１５．３１１．５１３８．８１デイサイト

打製石斧｜完５６１J23H71131 1０．４１３．９１１．５１７４．５１繊密質安山岩

凹石｜完 16.71９．９１4.011801.011輝石安山岩５７１J23H75111 

５８１J23H7611種土 磨石｜完 11.61６－７１５．１４７０．０１輝石安山岩

凹石｜完５９１J23H80116 10.911９．９１４．３１５３０．０１輝石安山岩

磨石｜完６０１１J23H79113 10.81９．１１4.21570.0｜輝石安山岩

６１１１J23H771覆土 磨石１１/３ (10.8)｜（8-9)’２．８１３２８．０１輝石安山岩

石皿’半分 (19.7)’２３．８１８．４１５０５０．０１輝石安山岩６２１J23H78118 

施す。５は外値し平口縁を呈する口縁部破片で０段多条のＲＬによる異方向縄文を施す。６は波状を呈

するロ縁部破片で刻み隆帯で渦巻き文を構成する。７は外傾し波状を呈する口縁部破片で刺突による渦

巻き文を施す。８は波状を呈するものと思われる口縁部破片でＲの３本１組の撚糸側面圧痕で弧状の文

様帯を構成する。９は平口縁を呈する口縁部破片で、隆帯を円形に貼付・肥厚させＲＬ縄文を施す。１０

はやや内傾し平口縁を呈する口縁部破片で０段多条のＬＲを施す。１１は平口縁を呈する口縁部破片で０

段多条のＲＬによる異方向縄文を施す。１２は外反し小波状を呈する深鉢土器で、口唇部に隆帯を貼付し

その上に大きめの刻みを施し、以下ＲＬ・ＬＲの結束第１種による羽状縄文を施す。１３は胴部から内湾

気味に口縁に向かい平口縁を呈する口縁部破片でＲＬ･ＬＲの結束第１種による羽状縄文を施す｡14～２０

はいずれも胴部破片で14は０段多条のＲＬ縄文を、１５は回転絡条体の－種を、１６は０段多条のＲＬ・Ｌ

Ｒの結束第１種による羽状縄文を、１７は結節縄文を、１８は０段多条のＲＬによる異方向縄文を、１９は回

転絡条体の－種を、２０は結節縄文をそれぞれ施す。２１は尖底を呈するものと思われる底部破片でＲＬと

ＬＲを施す。２２～26はいずれも０段多条の原体による異方向縄文を施す胴部破片で、２２．２４．２５はＲＬ

とＬＲを、２３．２６はＲＬをそれぞれ施す。２７．２８は爪形文を施す胴部及び底部破片で同一個体と思われ

る。２９はＲＬ縄文を施す胴部破片。３０は０段多条のＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を施す胴部破

片。３１．３２は尖底を呈する底部破片で０段多条のＲＬとＬＲによる異方向縄文を施す。３３は外反しやや

肥厚気味の口唇部を有する□縁部破片でＲＬ縄文を施す。３４は外反するロ縁部破片で口唇部にＬＲ縄文

9０ 

抑図番号 轄理稀号 取り上げ番号 器極 遺存状態 良さ 幅 厚 TTi量 石質 備考

4５ J23H64 慨土 石鐡 先端欠損 (1.2） 1.5 0.2 ｑ３ チャート

4６ J23H63 NTI土 石鐡 先端欠損 (1.8） １．７ 0.4 0.9 デイサイト

4７ J23H65 覆土 石鹸 先端欠損 (1.6） 1.7 0.4 0.9 チャート

4８ J23H66 覆土 石鹸 一元 2-0 １．６ 1.3 ＬＯ 黒曜石

4９ J23H67 斑｡土 石錐 錐部欠損 (1.9） Ｌ９ 0-7 ２．４ チャート

5０ J23H69 覆土 石鐡 一元 ３－２ 1.8 0.5 ２．３ デイサイト

５１ J23H68 覆土 石鍼 完 ３－４ 2.6 0.6 ６．３ デイサイト

5２ J23H72 覆土 スクレーパー 壱工 4-5 3.8 1.7 2７．８ デイサイト

5３ J231170 2３ 打製石斧 ８．１ ４．５ 1.8 6０．５ デイサイト

5４ J23H74 2７ 打製石斧 基部欠損 １７．７ ７．９ 4.4 6２９０ デイサイト

5５ J23H73 2２ スクレーパー ８．２ 5,3 1.5 38.8 デイサイi、

5６ J23H71 3１ 打製石斧 》工 1０．４ 3.9 1.5 7４．５ 織密質安山岩

5７ J23H75 1１ ､I]石 一元 1６．７ 9-9 ４．０ 801-0 輝石安山岩

5８ J231176 覆土 磨石 一元 1１．６ 6.7 ５．１ 47ｑＯ 輝石安【l｣岩

5９ J231180 １６ 四口 1０．９ 9-9 ４．３ 530.0 輝石安山岩

6０ J23II79 1３ 磨石 一元 1０．８ 9-1 ４．２ ５７０－０ 輝石安山岩

6１ J23I177 覆土 磨石 1/３ (10.8） (8-9） ２．８ 328.0 輝石安山岩

6２ J231178 1８ 石lH1 半分 (19.7） 2３－８ ８．４ ５０５０．０ 輝石安山岩
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第63図第23号住居杜平・断面図および出土遺物（１）

gＺ 



５
 
１
 

州〕ｎＮⅡＨ川〃『４
 

閏Ⅱ【何川Ⅱ訓

'四

jili 

繍堅

且 壁
２８ 

轤篝i鑿欝 Ｉ。

＆ 

７
 

ＷⅡⅡＨⅡ川月川楴 ８
 

３
 

凶ⅡⅡＨ川ⅡⅡ『｡繍瓢謬風
第64図第23号住居社出土遺物（２）

9２ 



灘灘 臘戌轤伽鮎 蝋

懲醤醤曇.露－４５ 

＜＞5０一三つ５、

蟻、 ン

、

5５ 

６ 

、

5３ 

、ミ

5８ 

5７ 

、一一グーｱー

↑
、

6０ 61 6２ 

第65図第23号住居ilHLH十遺物（３）

ａヲ



を以下ＲＬ縄文を施す。３５．３６はいずれも無文の口縁部破片。３７．３８は無文の胴部破片。３９．４０は押型

文土器で39は楕円の押型を横位に間隔をあけて施す。４０は山形の押型を縦位に施す。４１．４２は条痕文土

器。４３は貝殻状隆帯及びボタン状貼付文を施し。地文に集合沈線を充填する口縁部に近い部位の破片。

44は集合沈線を施す胴部破片。

石器は、石鍍６点、石錐１点、打製石斧４点、スクレーパー１点、磨石・凹石５点、多孔石１点を図

示した。

第24号住居趾（第66図、ＰＬ－１０）

本住居杜は、調査区の東部（Ｌ・Ｍ－７．８Ｇ)、標高230.0ｍ前後に位置する。

平面形態は､南北にやや長い楕円形を呈し、規模は､長軸長4.70ｍ、短軸長4.00ｍを測る。壁は10～２６

cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まって

いる。

ピットは10本確認されているが、主柱穴の確認はできなかった。

炉吐は、確認できなかった。

本住居社からの遺物の出土は少ないが、住居;しI上の北西部にやや集中する。

第24号住居吐出土遺物（第66図）

１から４は条痕文土器。５は無文の胴部破片。６はＲＬ縄文を多段に施す胴部破片。７はＲＬ・ＬＲ

の結束第１種による羽状縄文を施す胴部破片。８はＲＬ縄文を施す胴部破片。

石器は石鑑３点、垂飾１点、打製石斧２点、凹石１点、石皿２点を図示した。

第25表第24号住居吐出土石器観察表（第66図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜重量｜石質｜備考

2．１１１．５１ｑ４１０．９１級密質安山岩石錐｜完９１J２４Ｈ１２１３ 

石錐｜完 1．５１1７１０．２１０．４１黒曜石ｌＯｌＪ２４Ｈ１１１覆土

石鍍｜基部欠損（2.1)’１．６０．５１１．７１チャート１１１J24H101覆土

3．７１３．２１０．５１８．９１滑石垂飾｜完l２１Ｊ２４Ｈ９１４ 

11.31６．４１３．４１２１４．０１絨密質安山岩打製石斧｜完ｌ３１Ｊ２４Ｈ１４１覆土

12.81６．５１１．８１１４９．０１繊密質安山岩打製石斧｜完ｌ４１Ｊ２４Ｈ１３１覆土

1２６１５．０１3.51285.0｜輝石安山岩凹石｜完l51J24H1711覆土

(14.7）１７－４１８．２１３０６４．０１輝石安山岩石皿’半分l６１Ｊ２４Ｈ１５１２ 

1９７１１７．７１３７１１６６２．０１輝石安山岩石皿｜完l７１Ｊ２４Ｈ１６１５ 

9４ 

棚図番号 整理番号 取り上げ番号 器種 迫存状態 長さ 幅 厚 重量 画質 備考

J241112 石錐 ２.］ 1５ 0-4 ０．９ 織密質安山岩

1０ J24H]１ 覆土 石錐 』工 １．７ 、２ 黒暇石

1１ J24H10 覆土 石錐 基部欠損 (２ ］．６ ０．５ ﾁーャート

1２ J24H9 蕪飾 ウエ ３．２ ０．５ 滑石

1３ J24H14 覆土 打製石斧 一元 1１ ６．４ 3.4 214 織密質安山岩

1４ J24Hl3 覆土 打製石斧 吉元 1２ ６.ｂ 1.8 i4９ 繊密質安llj岩

1５ J24H17 覆土 凹石 一元 1２ ５．０ 3.5 285‘ 輝石安IlI岩

１６ J241115 石lllL 半分 (]４ ﾕ７．４ 8.2 3064 輝石安山岩

1７ J24H16 石1m 1９－７ １７－７ ３－７ 1662.0 腿伍安Ijj岩
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第25号住居杜（第67図、ＰＬ－１０）

本住居社は、調査区の東部（Ｌ－７．８Ｇ)、標高228.5ｍ前後に位置する。

平面形態は及び規模は不明である｡壁は3～13cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる｡壁溝は確認できなかっ

た。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっているが、東部および南部は斜面に吸収される。

ピットは１５本確認されているが、主柱穴の確認はできなかった。Ｐ４、Ｐ７～P15は壁柱穴として

確認できる。

炉吐は、確認できなかった｡。

本住居社からの遺物の出土は、非常に少ない。
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第67図第25号住居杜平・断面図および出土遺物

第25号住居吐出土遺物（第67図）

１は口縁部破片で沈線を施す。２は胴部破片で０段多条のＲＬによる異方向縄文を施す。３は胴部破

片。４は胴部破片で０段多条のＲＬによる異方向縄文を施す。５は底部に近い部位の破片で０段多条の

ＬＲによる異方向縄文を施す。６は尖底を呈する底部破片。７は外反し平口縁を呈する口縁部破片。

石器は石鍍１点を図示した。

第26表第25号住居社出土石器観察表（第67図）

挿図番号｜轄琿番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’幅’厚１重量’石質｜備考

８１J25H101覆土 石鑑｜先端欠損’（3.0)’１．８１０．４１１１．７１デイサイト

9６ 

挿図番号 轄却稀号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 茄還 石質 備考

J251110 覆土 沿錘 先端欠損 (3.0） 1-8 ０．４ 1-7 デオサイト



ｸﾞ 

第26号住居趾（第68図、ＰＬ－１０）

本住居社は、調査区の東部（Ｋ－７．８Ｇ)、標高229.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈し、規模は、南北3.20ｍ、東西2.60ｍを測る。壁は12～39cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できなかった。床面は、ほぼ平坦で全体に良く締まっているが、

炉杜の南東部は、本住居社以前に構築された第38号土坑のためやや窪む。

ピットは27本確認されているが、主柱穴の確認はできなかった。壁柱穴は北・東・西壁下で確認でき

る。

炉杜は、中央やや北寄りで検出された。偏平な石を１個敷き周囲を４個の石により「．」の字状に組

み南方を開放する。炉社および周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低い。

本住居杜からの遺物の出土は比較的少なく、明確な集中は認められなかった。

なお、本住居社は当初第５号竪穴遺構として調査をすすめ、炉杜の確認をもって住居社として把握で

できた。

豐劇1１ 
掘り方

Ｃ ０ -11 

Ａ A’ 

Ｃ 2２８．７ ０ 

終-８－－－－
Ａ 2２９．２Ａ’ 

第26号住居虹・炉九卜士層説明

１層暗褐色土ローム粒混入。炭化物粒点在

第68図第26号住居杜平・断面図

第26号住居吐出土遺物（第69図）

１は、外反し平口縁を呈するロ縁部破片で刻み隆帯を横走させ、」は、外反し半口縁を呈するロ縁部破片で刻み|逢帯を横走させ、竹管による円形刺突文を施す。

外反する口縁部破片で口唇部は断面三角形状に肥厚する。３は外反し平口縁を旱する□縁蔀砺卜

２は

外反するロ縁都破片で口唇部は断面三角形状に肥厚する。３は外反し平口縁を呈する口縁部破片でＲ

Ｌ・ＬＲを施す。４は□縁部文様帯の破片で瘤状の貼付を施し刻み隆帯で渦巻き文を構成し空間に竹管

による円形刺突文を施す。５は外反する口縁部の破片で刺切文を充填する。６．７は胴部破片で６は絡

条体を、７は０段多条のＲＬによる異方向縄文を施す。８はＲＬ・ＬＲの結束第１種による羽状縄文を

施す。９は底部破片で底面も含めＲＬｏＬＲの結束第１種による羽状縄文を施す。１０～12は条痕文系土

器である。１３は無文の土器。１４は胴部破片で集合沈線を横走させ、下位にＲＬ縄文を施す。１５はやや内

9７ 
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第69図第26号住居杜出土遺物
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|頃する口縁部破片で口唇部内部に肥厚し、貝殻状貼付文を施す。１６～20はいずれも集合沈線を施す胴部

破片である。１７．２０にはボタン状の貼付文も認められる。２１はやや内湾気味に開き波状を呈する口縁部

破片で口唇部は折り返しにより肥厚する地文はＲＬ縄文を施す。

石器は、石錐１点、打製石斧２点、スクレーパー１点、磨石３点を図示した。

第27表第26号住居杜出土石器観察表（第69図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜辿存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

２２１１J26H23概土 石錐｜基部欠損｜（3.2)’１．９１０．４１2.511級密質安山岩

２３１１J26H261汲土 打製石斧｜完 8．３１５．６１２．３１８１．５１安山岩質凝灰岩

２４１J26H251極土 打製石斧｜完 8．４１５．３１１．７１７７．５１ホルンフェルス

２５１１J26H241覆土 スクレーパーI完 4．１１１６．６１1.0’２５０１敏密質安山岩

２６１J26H281覆土 磨石｜完 7．０１８．６１３．７１２３１．０１輝石安山岩

２７１J26H271覆土 磨石｜完 13.61７．８１５．７１７３４．０１輝石安山岩 炭化物付着

２８１J26H291覆土 磨石｜完 11.81９．０１３．７１５７９．０１輝石安山岩

第２節竪穴遺構

第１号竪穴遺構（第70図、ＰＬ－１１）

本遺構は、調査区の中央部（Ｊ・Ｋ－４．５Ｇ)、標高229.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、円形を呈するものと思われる。規模は径3.20ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深

度9～35cmを測る。

遺物は、縄文時代前期の土器片および石器が出土している。

第28表第１号竪穴遺構出土石器観察表（第71図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅’厚｜重量｜石質｜術考

ｌ３１１Ｊ１Ｔ１３１覆土 石鍼｜完 2．４１１１．６１０．４１１１．４１チャート

ｌ４１Ｊ１Ｔ１６１覆土 打製石斧｜完 8．９１４．９１２．１１９２．５１流紋岩

磨石｜完ｌ５１Ｊ１Ｔ１７１］ 11.41９．７１５．５１７０７．０１輝石安山岩

l６１Ｊ１Ｔ１５１２ 礫器｜完 19.91７．７１4.51695.0 デイサイト

l７１１Ｊ１Ｔ１４１３ 礫器｜完 19.41８．４１４．９１９２１０１１ホルンフェルス

99 

柿図番号 整珂番号 取り上げ番号 器種 巡存状態 長さ 幅 厚 重湿： 石質 備考

2２ J26H23 覆土 石錐 基部欠損 (3鯵2） 1.9 0.4 ２．５ 織密質安山岩

2３ J26H26 覆土 打製石斧 一元 ８．３ 5.6 ２．３ 8１ 安山岩質凝灰岩

2４ J26H25 覆土 打製石斧 』工 ８．４ 5.3 1.7 77, ホルンフェルス

2５ J26H24 誕土 スクレ・・パ･‐ 一元 ４．１ 6．６ 1.0 2５ 敏密質安山岩

2６ J26H28 笹土 磨石 ７．０ 8.6 ３．７ 231 輝石安山岩

2７ J26H27 覆土 磨石 1３．６ 7.8 ５．７ 734 輝石安山岩 炭化物付着

2８ J26H29 覆土 磨石 1１．８ 9.0 ３．７ 579.0 輝石安山岩

挿図番号 轄理瀞号 取り上げ番号 器種 追存状態 長さ 幅 厚 重赴 石質 備考

1３ ＪＩＴ1３ 覆土 石雄 一元 2.4 1.6 0.4 Ｌ4 チャート

１４ Ｊ１Ｔ１６ 種土 打製荷斧 ４．９ ２．１ 9２ 流紋岩

1５ ＪｌＴ１７ 磨石 一元 1１ ９．７ 5.5 707 輝石安山岩

]６ Ｊ１Ｔ１５ 礫器 完 1９ ７．７ ４．５ 695 デイサイト

1７ Ｊ１Ｔ１４ 礫器 》工 1９．４ ８．４ 4-9 921-0 ホルンフェルス



第１号竪穴遺構出土遺物（第71図）

１は外反し平口縁を呈する小型の深鉢土器で０段多条のＲＬとＬＲを施す。２～６はいずれも胴部破

片で、２は無節のＲ縄文を、３はＲＬ縄文を、４は０段多条のＬＲを、５は０段多条のＲＬを、６は０

段多条のＲＬを施す。７～９はいずれも尖底を呈する底部破片で、７．８は０段多条のＲＬを、９は尖

底を呈する底部破片で０段多条のＲＬを施す。１０～12は条痕文土器。

石器は石鍍１点、打製石斧１点、磨石１点、礫器２点を図示した。

第２号竪穴遺構（第70図）

本遺構は、調査区の中央部（Ｊ－４．５Ｇ)、標高229.0ｍ前後に位置する。本遺構の北西には第１号

竪穴遺構が位置する。

平面形態は、不明である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度26cmを測る。

遺物は、縄文時代前期の土器片および石器が出土している。

第２号竪穴遺構出土遺物（第72図）

１は口唇下に太めの沈線を横走させる口縁部破片。２～７は条痕文土器。８．９は諸磯ａ式の胴部破

片でＲＬ縄文を施す。

石器は石鍼２点、打製石斧３点、スクレーパー１点、磨石１点を図示した。

第29表第２号竪穴遺構出土石器観察表（第72図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

2-ｌｌＬ１１０．７１１1.0｜黒曜石石錐｜完ｌ０１Ｊ２Ｔ１０１覆土

石鍼｜先端部欠損’（2.0)’２．０１０．５１１．８１チャートｌｌｌＪ２Ｔ１１１覆土

7．８１６．１１２．５１１１５．０１絨密質安山岩打製石斧｜完ｌ２１Ｊ２Ｔ１２１覆土

安山岩質凝灰岩9．３１５．１１１．８１９３．５ 打製石斧｜完ｌ３１Ｊ２Ｔ１３１覆土

11.81９．１１３．５１３６８．０１織密質安山岩完打製石斧ｌ４１Ｊ２Ｔ１５１覆土

デイサイト1１０１６．３１3.81285.0 スクレーパー|完ｌ５１Ｊ２Ｔ１４１覆土

磨石｜完 1１．６１１０．１１6.811122.0｜輝石安山岩ｌ６１Ｊ２Ｔ１６１］ 

第３号竪穴遺構（第70図、ＰＬ－１１）

本遺構は、調査区の東部（Ｊ・Ｋ－８Ｇ)、標高228.5～229.0ｍに位置し一部は調査区外に存在する。

平面形態は、円形を呈する。規模は径4.68ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度12～54cmを測

る。床面は有段で24～30cmの段差を測り、さらに同心円状に円形の掘り込み（径3.24ｍ）を有する。

ピットは５本確認できたが、ほぼ等間隔に配置し壁柱穴として把握できる。

遺物は少なく、図示できるものはなかった。

ZＯＯ 

挿図番号 籍埋番･号 取り「:げ番号 器種 遺存状憩 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

1０ J２Ｔ１０ 覆土 行鑑 ２．１ 1-1 ０．７ ＬＯ 黒睡石

1１ J２Ｔ１１ 題ﾆｳﾞ２ 肥;雄 先端部欠損 <2.0） 2.0 ０．５ チャー・卜

1２ J２ＴＩ２ 覆土 打製石斧 ７．８ 6.1 ２．５ ﾕ1５ 繊密質安１１｣岩

1３ J２Ｔ１３ 覆.土 打製石斧 》工 ９．３ 5.1 １．８ 9３ 安lll岩質凝灰岩

1４ Ｊ２Ｔ１５ 覆二L： 打製石斧 一元 1１．８ 9.］ ３．５ 368 敏密質安111岩

1５ Ｊ２Ｔｌ４ 覆土 スクレ･･パー lＬＯ ６．３ ３－８ ２８５.(〕 デイサイト

1６ Ｊ２Ｔ１６ 磨石 一元 ﾕ１．６ 10-1 6.8 1122-0 輝石安山岩
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層黒褐色士灰色軽石混入

〃

２回暗褐色土ローム粒混入。炭化物粒点在。
囚’

３層黒褐色土灰色軽石・黄色軽石・炭化物粒混入。Ａ' 
４層黒褐色土３層に酷似。

５層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。

６層暗褐色土黄色軽石混入。炭化物粒点在。

70図第１～４．６号竪穴遺構平・断面図
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第４号竪穴遺構（第70図）

本遺構は、調査区の東部(Ｋ－８Ｇ)、標高229.5～230.0ｍに位置する。本遺構の南西に第３号竪穴遺

構が位置する。

平面形態は、やや歪な円形を呈する。規模は長軸径2.50ｍ、短軸径220を測る。壁はほぼ垂直に立ち

上がり、深度17～30cmを測る。

遺物は、縄文時代の土器片および石器が出土している。

第４号竪穴遺構出土遺物（第71図）

１は沈線を格子状に施す胴部破片。２は胴部破片で０段多条のＬＲの異方向縄文を施す。

石器は、打製石斧１点を図示した。

第30表第４号竪穴遺構出土石器観察表（第71図）

備考石賀挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量

7．１１５．４１１．９１６１．０１デイサイト打製石斧｜完覆土３１Ｊ４Ｔ３ 

第６号竪穴遺構（第70図）

本遺構は、調査区の東部（Ｊ－７Ｇ)、標高229.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長い長方形を呈するものと思われるが、北部の立ち上がりが明確でない。規模は

南北3.40ｍ、東西2.60ｍを測る。壁の立ち上がりはやや緩やかで、深度９～11cmを測る。

遺物は、縄文時代前期の土器片および石器が出土している。

第６号竪穴遺構出土遺物（第71図）

１は無文の土器破片。２．３は胴部破片で、ともにＲＬ縄文を施す。４は条痕文土器。５は尖底を呈

する底部破片。

石器は三角錐型石器１点を図示した。

第31表第６号竪穴遺構出土石器観察表（第71図）

長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考遺存状態挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種

9．４１６．８１5.71320.0｜デイサイト完三角錐型石器

ＬＬ J６Ｔ６１１ 

、２

挿図番号 整理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ '１葛 厚 重量 xｆ質 備考

J４Ｔ３ 塑土 打製石斧 一元 ７．１ 5.4 ユ.９ 6１．０ デイサイト

挿図番号 霊理番号 取り」2げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

J６Ｔ６ 局角錐型石署 一元 ９．４ 6.8 5.7 320.0 デイサイト



0 

$篝鑿鑿鑿ａｌｌｉ 

鶴a驫騨⑩

鍵l鍵Ⅲ

鱗々。
熱

蝋̄
１３ 

１４ 

５ 

Ｊ１Ｔ 

！ iii 
Ｊ６Ｔ 

露霧111
３ 

Ｊ４Ｔ 
冊+

iｉ 肌鍵昆蕊鑪鑿;ザ

蟻灘 ６ 

第71図第１．４．６号竪穴遺構出土遺物

１０８ 



ILi瓢)驫乱鰯&(ｉｉｉ

鐵鰄.蝋蕊
○,ｏこ＝'1

鯏鱗,(’
1３ 

Ｆ１ 
1６ 1５ 

第72図第２号竪穴遺構出土遺物

第３節土坑および集石遺構

第１号土坑（第73図、ＰＬ－１１）

本土坑は、調査区の北西部（Ｐ－３Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。

平面形態は、東西にやや長い隅丸の方形を呈し、主軸方向はＮ－７３ｏ－Ｅｏ上面の規模は1.75ｍ×Ｌ５８

ｍ、底面はＬ５５ｍｘＬ３５ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度8～16cmを測る。

遺物は、縄文時代中期五領ヶ台に比定できる土器片がある。

第１号土坑出土遺物（第77図）

緩やかに膨らむ胴部から頚部で「<」の字に屈曲し口縁部に向かって内湾気味に開く深鉢土器で、頚

部には刻みを有する貼付文を施す。地文はＲＬ縄文を施す。２は内湾気味に開く小型の浅鉢土器でＲＲ

縄文を施す。３は胴部破片で沈線を横走し下位に連続の刺突文を併走させる。地文はＲＬ・ＬＲの結束
第１種による羽状縄文を縦位に施す。４は胴部破片で平行沈線を横走、また弧状にも施文、これらに並

行して刺突文を施す。５は胴部破片でＲＬ縄文を施す。６は、胴部破片でＲＬ・ＬＲの結束第２種を施

す。７は沈線により方形の区画を構成、区画内はＬＲ縄文を施す。８は無文の口縁部破片。９は、無文

の深鉢土器の胴部破片。１０は口唇部で外反するロ縁部破片で口唇部に刻みが認められる。１１は外反し波

状を呈する口縁部破片、竹管による円形刺突文及び沈線と連続爪形刺突文により菱形を構成する。

ZＯ４ 
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第２号土坑（第73図、ＰＬ－ｌｌ）

本土坑は、調査区の北部（ＱｏＲ－４Ｇ)、標高231.5～232.0ｍに位置する。

平面形態は、楕円形を呈し、主軸方向はＮ－５０ｏ－Ｅｏ上面の規模は径1.30ｍ､底面は径0.78ｍを測る。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度57～61cmを測る。

覆土中からの遺物の出土はなく、確認面の壁際で礫が出土している。

第３号土坑（第73図、ＰＬ－１１）

本土坑は、調査区の北東部（Ｐ－５．６Ｇ)、標高231.5～２３２．０ｍに位置する。

平面形態は､東西にやや長い長楕円形を呈し､主軸方向はＮ－６９ｏ－Ｅｏ上面の規模は2.40ｍｘＬ９５ｍ、

底面はＬ６５ｍｘＬＯ５ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度94～100cmを測る。その形態から陥し穴

と推定する。

遺物は、縄文時代前期から中期の阿玉台式に比定できる土器が数点出土している。

第３号土坑出土遺物（第77図）

１は低めの隆帯を施す無文の胴部破片。２は集合する沈線を縦位に施文する胴部破片。３は内湾し平

口縁を呈する口縁部破片ペン先状の工具による縦位の連続する刺突文を施す。４～７はいずれも中期阿

玉台式に属する胴部破片。輪積み痕を残すとともに連続する爪形文を施す。８は外反する口縁部破片で

ＲＬ縄文を施す。９は胴部破片で０段多条のＲＬ縄文を施す。

第32図第３号土坑出土石器観察表（第77図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜軍量’石質｜備考

ｌ０１Ｊ３Ｄ１０１覆土 打製石斧｜完 7．０１４．９１１．６１５２．０１織密質安山岩

第４号土坑（第73図、ＰＬ－１１）

本土坑は、調査区の北東部（Ｎ・０－５．６Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。

平面形態は円形を呈する。上面の規模は径２０ｍ､底面は径1.65ｍを測る｡壁はほぼ垂直に立ち上がり、

深度19～21cmを測る。底面に３本ピットを有する。

遺物は、縄文時代前期から中期に比定できる土器片および石皿が出土している。

第４号土坑出土遺物（第77図）

１は沈線により区画する口縁部破片でＲＬ縄文を地文として施す。２は「<」の字に屈曲する口縁部

破片で隆帯および併走する沈線を横走させる。地文はＬＲ縄文を施す。３は胴部破片でＲＲ縄文を施す。

４は平行沈線により方形の区画を構成、区画内にはＲＬ縄文を施す。５は低めの隆帯を縦位に貼付し、

地文にＲＬ縄文を施す。６は胴部破片。

石器は多孔石１点を図示した。

ZＯ６ 

挿図番号 轄理番号 取りｉ:げ番･号 器稚 道行状態 長さ 幅 厚 虚量 石質 赫考

10 J３Ｄ１０ 覆土 打製石斧 一元 ７．０ 4.9 Ｌ６ 52-0 織密質安11｣岩

第４号土坑（第73図、ＰＬ－１１）



第33表第４号土坑出土石器観察表（第77図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号||器種｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜重量｜石質｜備考

多孔石｜完７１Ｊ４，７１１ 23.21２７９１12.319.0kgl輝石安山岩

第５号土坑（第73図）

本土坑は、調査区の北東部(Ｎ－６Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。本土坑の北東には第５号住

居杜が近接する。

平面形態は円形を呈する。主軸方向はＮ-51.-Ｗ・上面の規模は径1.20ｍ、底面は径0.98ｍを測る。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度16～17cmを測る。

出十遺物はなかった。

第６号土坑（第73図）

本土坑は、調査区の北東部(Ｎ－６Ｇ)、標高231.0～2315ｍに位置する。本土坑の北には第５号土坑

が、西には第７号土坑が位置する。

平面形態は、南北に長い隅丸の長方形を呈し、主軸方向はＮ－８ｏ－Ｅｏ上面の規模はＬ５８ｍｘＬ２６ｍ、

底面はＬ４６ｍｘＬ１５ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度18～22cmを測る。

遺物は、磨石が出土している。

第６号土坑出土遺物（第78図）

図示した遺物は磨石１点のみである。

第34表第６号土坑出土石器観察表（第78図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種||遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

磨石｜完ｌｌｊ６Ｄｌｌ２ 16.91５．２１４．１１５０４．０１ピン岩

第７号土坑（第73図）

本土坑は、調査区の北東部(Ｎ－６Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。本土坑の西には第６号住居

杜が位置する。

平面形態は､東西にやや長い長楕円形を呈し､主軸方向はＮ-69.-Ｗ･上面の規模はＬ４０ｍｘＬ１８ｍ、

底面は1.00ｍ×ｑ９０ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度24cmを測る。

遺物は、縄文時代中期に比定できる土器が出土している。

第７号土坑出土遺物（第78図）

１は口縁部破片で口唇部および直下にＬＲ縄文を施し、沈線を横位に施す。２は交互刺突を施し、以

下沈線により方形の区画を構成し、半裁竹管による連続刺突を充填する。

ZＯ７ 

挿図番号 離理番号 取り上げ番号 器種 逝存状態 長さ l旧 厚 聖堂 石賀 備考

Ｊ４Ｄ７ 多孔石 壱工 2３－２ 27.9 1２．３ 9.0kｇ 輝石安山岩

櫛図番号 轄迦番号 取り上げ番号 器稲 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 儲考

J６Ｄ１ 磨石 吉元 1６．９ 5-2 ４．１ 504.0 ピン岩



第９号土坑（第73図）

本土坑は、調査区の北東部(Ｎ－５Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。本土坑は第３号住居社と第

６号住居杜の中間に位置する。

平面形態は円形を呈する。主軸方向はＮ－８４ｏ－Ｅｏ上面の規模は径1.04ｍ、底面は径0.75ｍを測る。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度42～46cmを測る。

遺物は、縄文時代の土器片が出土している。

第９号土坑出土遺物（第78図）

１は内湾し平口縁を呈する無文の口縁部破片。２は外|頃する口縁部破片で無文。３は胴部破片でＲＬ

縄文を施す。

第10号土坑（第73図）

本土坑は、調査区の北東部(Ｎ－５Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。本土坑の南東には第６号住

居杜が、西には第11号土坑が位置する。

平面形態は､南北に長い隅丸の長方形を呈し､主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅｏ上面の規模は2.50ｍ×1.56ｍ、

底面はＬ７８ｍｘｑ７８ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度80～90cmを測る。その形態から陥し穴

と推定する。

遺物は、縄文時代の土器片が出土している。

第10号土坑出土遺物（第78図）

１は沈線を格子状に施す土器片。２は胴部破片でＲＬ縄文を施す。３は無文の胴部破片。４は直立気

味に外|頃する口縁部破片で隆帯を横位に貼付しＲＬ縄文を施す。

第11号土坑（第73図、ＰＬ－１２）

本土坑は、調査区の北部（Ｎ－４．５Ｇ)、標高231.0～231.5ｍに位置する。本土坑の北には第４号住

居社が位置する。

平面形態は、南北に長い隅丸の長方形を呈し、主軸方向はＮ－１２ｏ－Ｅｏ上面の規模は318ｍ×2.08

ｍ、底面は2.18ｍ×1.14ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度77～89cmを測る。その形態から陥

し穴と推定する。

遺物は確認面に近いレベルで縄文時代中期五領ケ台式の深鉢土器（１）が倒れ込むように、潰された

状態で出土している。また、覆土中からの遺物は、中期の阿玉台式期から加曽利Ｅ式期の土器片及び石

器が出土している。

第11号土坑出土遺物（第78図、ＰＬ－２１）

１は五領ヶ台式に属する深鉢土器で、４単位の波状口縁を呈する。胴部はやや膨らみ頚部で若干くび

れ□縁で大きく開く。底部は極端な平底で胴部から寸胴気味に落ちる。波頂部には刻みを施し、以下竹

管による連続押引沈線を２条口縁部に施す。波頂部下の胴部からは隆帯を「Ｙ」字状に垂下させる。頚

部には押引沈線を４条施し、垂下する隆帯に沿ってその内の１条を垂下させ、さらに押引沈線で鋭角な

ZＤ８ 
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波状を呈しながら１条垂下させる。地文にはＲＬ縄文を縦位に間隔をおいて施す。

２は口縁部文様帯の破片で大きな隆帯を貼付し、上部で渦巻きを呈する。押引沈線を横位に施す。３

は口縁に近い部位の破片で隆帯および押引沈線を施す。４は加曽利Ｅ式期の胴部片で沈線を垂下させＲ

Ｌの縄文を充填する。

石器は打製石斧１点、スクレーパー１点を図示した。

第35表第11号土坑出土石器観察表（第78図）

挿図番号｜轄理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜垂量Ｉ石質｜備考

6．６１５．４１１．４１５３．５１級密質安山岩６１J1１，８１扱土 打製石斧｜刃部

7．８１７．３１２．４１１２８．０１織密質安山岩７１J1１，７１覆土 スクレーパー|完

第12号土坑（第73図）

本土坑は、調査区の北部（Ｍ・Ｎ－５Ｇ)、標高231.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長い玉子形を呈し、主軸方向はＮ－１４ｏ－Ｅｏ上面の規模は2.60ｍ×1.30ｍ、底面

は1.85ｍ×0.70ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度47cmを測る。

遺物の出土はなかった。

第13号土坑（第74図、ＰＬ－１２）

本土坑は、調査区の中央やや西寄りの（Ｌ－４Ｇ)、標高230.0～230.5ｍに位置する。

平面形態は､東西にやや長い長楕円形を呈し､主軸方向はＮ-57.-Ｅ・上面の規模は2.36ｍ×2.10ｍ、

底面はＬ９４ｍｘＬ５２ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度45～48cmを測る。その形態から陥し穴

と推定する。

遺物は、縄文時代前期の土器片および石器が出土している。

第13号土坑出土遺物（第79図）

１は外反し波状を呈する口縁部破片で刻み隆帯により円形刺突文を抱く弧状文を描き、以下ＬＲ縄文

を施す。２は胴部破片で回転絡条体の－種を施す。３は口縁に近い部位の破片で爪形の連続刺突を施す。

４は外反する胴部破片。

石器は凹石１点を図示した。

第36表第13号土坑出土石器観察表（第79図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜重量’石質｜備者

(10.0)’７．９５．８１６５９．０１輝石安山岩５１J1３，５１覆土 凹石’2/３

ZＺＯ 

柵図番号 轄理濡号 取り上げ番号 器種 過存状態 長さ 幅 厚 並量 石質 備考

JllD8 覆土 打製石斧 刃部 6.6 ５．４ １－４ 5３－５ 敏密質安山岩

J11D7 誕土 スクレーパー ７．８ ７．３ ２．４ 128-0 繊密質安111岩

抑図番号 幣理番号 取り上げ番号 器極 逝存状態 長さ 幅 厚 菰鎧 石質 備考

J131)５ 覆土 uI】石 2/３ (10.0） ７．９ ５．８ 659.Ｕ 輝石宏ili岩



第14号土坑（第74図、ＰＬ－１２）

本土坑は、調査区の中央部（Ｉ－５Ｇ)、標高228.5ｍ前後に位置する。本土坑は第15号住居社と重複

し、本土坑のほうが新しい。

平面形態は､南北に長い隅丸の長方形を呈し､主軸方向はＮ－６６ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.50ｍｘＬ６０ｍ、

底面は2.05ｍ×1.00ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度100cmを測る。その形態から陥し穴と推

定する。

遺物は、縄文時代の土器片および石匙が出土している。

第14号土坑出土遺物（第79図）

１は内湾する胴部破片でＬＲ縄文を施す。２は直立気味の胴部破片。３．４は胴部破片。

石器は縦型の石匙１点を図示した。

第37表第14号土坑出土石器観察表（第79図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜｜幅｜厚｜重量 石質 備考

５１J1４，５１覆土 石匙｜刃部欠損’３．８１３．２１０．６１６．６１デイサイト 縦型

第15号土坑（第74図、ＰＬ－１２）

本土坑は、調査区の南東部（Ｇ・Ｈ－７Ｇ)、標高225.5ｍ前後に位置し、第16号住居杜と重複する。

新旧関係は本土坑が新しい。

平面形態は、南北に長い長楕円形を呈し、主軸方向はＮ－６８ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.20ｍ×120ｍ、底

面は2.00ｍ×0.75ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度79cmを測る。底面に１本のピットを検出

した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は縄文時代前期の土器片が出土している。

第15号土坑出土遺物（第79図）

１は底部から内湾気味に立ち上がりいったん<びれ再び内湾気味に立ち上がる胴部破片で０段多条の

ＲＬ・ＬＲ結束第１種による羽状縄文を横位に施文する。２は胴部破片でＲＬ縄文を施す。

第16号土坑（第74図、ＰＬ－１２）

本土坑は、調査区の南西部（Ｇ－３Ｇ)、標高226.0～226.5ｍに位置する。

平面形態は､南北に長い隅丸の長方形を呈し､主軸方向はＮ－８ｏ－Ｗｏ上面の規模はa30mxL50m、

底面はＬ７８ｍｘｑ６８ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度78～84cmを測る。底面に２本のピット

を検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

ZＺＺ 

挿図番号 轄理希号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 里鼠 石質 備考

J]4，５ 種士 肩匙 刃部欠損 3.8 ３．２ 0.6 6.6 デイサイト 縦型



第17号土坑（第74図、ＰＬ－１３）

本土坑は、調査区の南西部（Ｆ－３Ｇ)、標高225.5～226.0ｍに位置する。

平面形態は、南北に長い長楕円形を呈し、主軸方向はＮ－１２ｏ－Ｅｏ上面の規模は2.52ｍｘＬ９４ｍ、底

面は2.35ｍ×1.20ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度97～114cmを測る。底面に５本のピットを

検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は、縄文時代の打製石斧が出土している。

第17号土坑出土遺物（第79図）

図示した遺物は打製石斧１点のみである。

第38表第17号土坑出土石器観察表（第79図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器極｜遺存状態｜長さ’幅’厚｜軍量’石質｜備考

10.81７．２１3.811274.01織密質安山岩l11J17D111覆土 打製石斧｜完

第18号土坑（第74図、ＰＬ－１３）

本土坑は、調査区の南西部(Ｆ－３Ｇ)、標高225.5～226.0ｍに位置する。本土坑の東には第17号土坑

が位置し、主軸方向もほぼ一致する。

平面形態は､南北に長い隅丸の長方形を呈し､主軸方向はＮ－１４ｏ－Ｅｏ上面の規模は2.45ｍ×1.52ｍ、

底面は2.20ｍ×0.94ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度96～102cmを測る。底面に３本のピット

を検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は、縄文時代前期の土器片が出土している。

第18号土坑出土遺物（第79図）

１は外反し波状を呈するロ縁部破片で刻み隆帯により円形刺突文を取り囲む菱形を構成する。

第19号土坑（第79図）

本土坑は、調査区の南西部（Ｆ－３Ｇ)、標高225.5ｍ前後に位置する。本土坑の北には第17号土坑，

第18号土坑が、南西には第20号土坑が存在する。

平面形態は、東西に長く中央部がくびれた隅丸の長方形を呈し、主軸方向はＮ－８７ｏ－Ｅｏ上面の規模

は222ｍ×1.20ｍ、底面はＬ８８ｍｘ０､800ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度77～84cmを測る。

底面に９本のピットを検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は縄文時代の土器片が出土している。

第19号土坑出土遺物（第79図）

１は胴部破片でＲＬ縄文を施す。２は胴部破片で刻み隆帯を縦位に施しさらに刺切を施す。

ZZ2 

挿図番号 整理番号 取り.上げ番号 器種 iui存状態 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

J17D1 覆土 打製石斧 》工 1０－８ ７．２ ３．８ 274.0 織密質安[１１岩



第20号土坑（第79図、ＰＬ－１３）

本土坑は、調査区の南西部（Ｅ－２．３Ｇ)、標高225.5～226.0ｍに位置する。

平面形態は､東西に長い隅丸の長方形を呈し､主軸方向はＮ-54.-Ｗ｡上面の規模は2.60ｍ×1.50ｍ、

底面は2.04ｍ×0.80ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度61～90cmを測る。底面に４本のピット

を検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は、縄文時代前期の土器片が出土している。

第20号土坑出土遺物（第79図）

１は口唇部に近い部位でやや内湾する口縁部破片でＲＲ縄文を施す。２は外反する口縁部破片でＲＬ

縄文を施す。３．４は胴部破片で３は原体不明。４は０段多条のＲＬ縄文を施す。

第21号土坑（第75図、ＰＬ－１３）

本土坑は、調査区の南部（Ｄ・Ｅ－４Ｇ)、標高224.0ｍ前後に位置する。周辺には、第22号土坑およ

び第２3号土坑が存在する。

平面形態は､東西に長い隅丸の長方形を呈し、主軸方向はＮ－５５ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.02ｍ×1.10ｍ、

底面はＬ７８ｍｘｑ８８ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度56～84cmを測る。底面に４本のピット

を検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

第22号土坑（第75図、ＰＬ－１３）

本土坑は、調査区の南部（Ｄ－４Ｇ)、標高223.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、東西に長い楕円形を呈し、主軸方向はＮ－２７ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.18ｍｘＬ４０ｍ、底面

はＬ６８ｍｘｑ９８ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度80～98cmを測る。底面に４本のピットを検

出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

第23号土坑（第75図、ＰＬ－１３）

本土坑は、調査区の南部（Ｄ－４Ｇ)、標高223.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、東西に長い楕円形を呈し、主軸方向はＮ－６６ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.35ｍ×1.32ｍ、底面

は2.46ｍ×0.98ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

深度82～92cmを測る。 底面に３本のピットを検

第24号土坑（第75図）

本土坑は、調査区の南部（Ｆ・Ｇ－５Ｇ)、標高225.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長い楕円形を呈し、主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.42ｍｘＬ６６ｍ、底面

は2.15ｍ×076ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度98～124cmを測る。底面に５本のピットを検

出した。その形態から陥し穴と推定する。

ZＺ３ 



遺物の出土はなかった。

第25号土坑（第75図、ＰＬ－１４）

本土坑は、調査区の南部（Ｆ－５Ｇ)、標高225.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、東西に長い楕円形を呈し、主軸方向はＮ－８７ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.22ｍ×1.25ｍ、底面

は1.66ｍ×0.78ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度70～82cmを測る。底面に５本のピットを検

出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

第26号土坑（第75図、ＰＬ－１４）

本土坑は、調査区の南部（Ｆ・Ｇ－６Ｇ)、標高225.0ｍ前後に位置する。

平面形態は､南北に長い隅丸の長方形を呈し、主軸方向はＮ－４ｏ－Ｗ・上面の規模は2.40ｍｘＬ５２ｍ、

底面は2.48ｍ×1.20ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度96～120cmを測る。底面に２本のピット

を検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は、縄文時代の土器片が出土している。

第26号土坑出土遺物（第75図）

１は集合沈線を施し、瘤状の貼付を有する口縁部破片。２は無文の胴部破片。

第27号土坑（第75図、ＰＬ－１４）

本土坑は、調査区の西端部（Ｋ－２Ｇ)、標高228.0ｍ前後に位置する。

平面形態は、やや歪な円形を呈し、主軸方向はＮ－４４ｏ－Ｅ･上面の規模は径2.50ｍ、底面は径1.75ｍ

を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度18～68cmを測る。

遺物は、縄文時代前期の土器片が出土している。

第27号土坑出土遺物（第75図）

１は外反する口縁部破片。２～５は胴部破片で、２．３は結節縄文を、４はＲＬ縄文を施す。

第28号土坑（第75図、ＰＬ－１４）

本土坑は、調査区の中央南西よりの（Ｈ・’－３．４Ｇ)、標高227.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北に長く中央部のくびれた隅丸の長方形を呈し、主軸方向はＮ－５２ｏ－Ｗｏ上面の規模

は2．ＯＯｍｘＬＯＯｍ、底面は1.70ｍ×0.72ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度56～74cmを測る。

底面に４本のピットを検出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は、縄文時代前期の土器が出土している。

第28号土坑出土遺物（第80図）

１は口唇部の扁平な口縁部片。２は条痕文土器。３～６はいずれも胴部破片で、３は０段多条のＲＬ

縄文を、４．５は０段多条ＬＲを、６は結節縄文をそれぞれ施す。

ＺＺ理
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第26号±坑土層説明

１層黒褐色土黄色軽石・ローム粒混入。

炭化物粒点在。

２層黒褐色土１層に酷似。やや明るい。

３層黒褐色土２層に酷似｡さらに明るい。

４層暗褐色土ロームＢ・粒混入。

５層暗褐色土ロームＢ・粒混入。炭化物

粒点在。

６層暗褐色土５層に酷似。

７層暗褐色土４層に酷似。

８屑鈍い黄褐色土ロームＢ（多赴)混入。
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第75図第21～29号土坑平・断面図
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第29号土坑（第75図、ＰＬ－１４）

本土坑は、調査区の北部（Ｐ－５Ｇ)、標高231.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北にやや長い楕円形を呈し、主軸方向はＮ－３４ｏ－Ｅｏ上面の規模はＬ４８ｍｘＬＯＯｍ、

底面は1.38ｍ×086ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度9～18cmを測る。

遺物は、中期の新崎式期の小型深鉢土器および中期五領ヶ台式期の土器破片が出土している。

第29号土坑出土遺物（第80図、ＰＬ－２１）

１は、北陸系の土器として理解される新崎式土器の小型深鉢土器で、底部からやや膨らみ気味に外反

しながら口縁に至る器形を有する。口唇下に幅の狭い無文帯を有し、以下半歓竹管による横位の連続爪

形文を施し、さらに横位の沈線により３段に区画される無文の口縁部を有する。胴部は瘤状の渦巻文を

貼付、横位の連続爪形文と沈線による渦巻き文を施す。また、空間は沈線による格子目状の充填が見ら

れる。全体に無文を呈する部位および底面は丁寧な磨きが施される。なを、この土器については、新潟

県教育委員会の寺崎祐助氏にコメントをいただき、まとめにその全文を掲載した。

２は無文の胴部破片。３は沈線を施す胴部破片で、五領ケ台式土器に比定される。

第30号土坑（第76図、ＰＬ－１５）

本土坑は、調査区の北部（Ｎ･Ｏ－５Ｇ)、標高231.0～2315ｍに位置し、第３号住居社を切って構築

される。

平面形態は、東西に長く中央部がくびれた隅丸の長方形を呈し、主軸方向はN-69o-Wo上面の規模

は2.70ｍ×1.15ｍ、底面は2.00ｍ×1.00ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度60cmを測る。底面

からのピットを検出はなかった。その形態から陥し穴と推定する。

第31号土坑（第76図）

本土坑は、調査区の南東部(Ｈ－７Ｇ)、標高225.5～2260ｍに位置し第１6号住居社を切って構築され

る。

平面形態は、南北に長い分銅形を呈し、主軸方向はＮ－６ｏ－Ｗｏ上面の規模はＬ９０ｍｘＬ１６ｍ、底面

はＬ６８ｍｘ０９５ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度19～23cmを測る。底面に６本のピットを検

出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

第32号土坑（第76図、ＰＬ－１５）

本土坑は、調査区の中央部（Ｋ－５Ｇ)、標高229.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、東西に長く中央部がくびれた隅丸の長方形を呈し、主軸方向はＮ－７３ｏ－Ｗｏ上面の規模

は186ｍ×1.06ｍ、底面は1.62ｍ×0.78ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度29～48cmを測る。

底面からのピットを検出はなかった。その形態から陥し穴と推定する。

7Ｚ６ 
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第36号土坑土層説明

１層暗褐色土炭化物粒点在。

２層褐色土ロームＢ混入。

３層黒褐色土ローム粒少量混入。

４層褐色土ロームＢ混入。

第76図第30～39号土坑平・断面図

IＺ７ 



第32号土坑出土遺物（第80図）

１は外反し波状を呈する口縁部破片で、口唇下に刻み隆帯を施し梯子状沈線で菱形を構成し゜空間に

円形刺突を施す｡頚部は刻み隆帯により胴部と区画する。２は外傾し波状を呈する口縁部破片でを施す。

３は半裁竹管による連続刺突で区画を構成し､空間に刺切文を充填する。４～６はいずれも胴部破片で、

４は結節縄文を、５は附加条ＲＬ＋２本附加、６は０段多条ＲＬによる異方向縄文を縦位に施す。

第33号土坑（第76図）

本土坑は、調査区の南東部（Ｈ－７．８Ｇ)、標高226.0～226.5ｍに位置する。

平面形態は、長い長楕円形を呈し、主軸方向はＮ－４３ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.94ｍ×2.00ｍ、底面は2.

12ｍ×0.88ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度108～144cmを測る。底面に５本のピットを検出

した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物は、縄文時代前期の土器片および石器が出土している。

第33号土坑出土遺物（第81図）

１は無文の口縁部破片。２は薄い器厚で縦位に削りが顕著な胴部破片。３は外反する頚部破片で附加

条ＲＬ＋１本附加。４はＲＬ縄文を施す胴部破片。５は集合沈線を充填する胴部破片。６は内湾気味の

胴部破片で附加条ＲＬ＋１本附加を施す。７は口縁部から頚部にいたる破片で口縁部の文様帯には平行

沈線および円形刺突を施す。

石器は磨石１点を図示した。

第39表第33号土坑出土石器観察表（第81図）

挿図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

lＬ 
12.51７．０１３．５１４７９．０１安山岩完磨石Ｊ３３Ｄ８１覆土

第34号土坑（第76図、ＰＬ－１５）

本土坑は、調査区の南部（Ｆ－５Ｇ)、標高225.0Ｍ前後に位置する。

平面形態は円形を呈し、主軸方向はＮ-14.-Ｅ・上面の規模は径1.08ｍ、底面は径0.82ｍを測る。壁

はほぼ垂直に立ち上がり、深度30cmを測る。

遺物は、縄文時代前期の土器片が出土している。

第34号土坑出土遺物（第81図）

１は円形刺突文を撚糸側面圧痕により楕円に囲む。２は膨らむ胴部破片で０段多条ＲＬによる異方向

縄文を縦位に施す。３．４はＬＲ縄文を施す胴部破片。胴部破片。５はＲＬ縄文を施す胴部破片。

第35号土坑（第76図）

本土坑は、調査区の東部（Ｊ－８Ｇ)、標高227.5～228.0ｍに位置する。

平面形態は不定形を呈する。主軸方向はＮ－６６ｏ－Ｅｏ上面の規模はＬ９６ｍｘＬ４０ｍ、底面は1.62ｍ×

0.26ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度60～129cmを測る。底面からのピットの検出はなかった。

ZZ8 

挿図番号 整理番号 取り」二げ番号 器種 遺存状態 長さ l頂 厚 重量 石質 備考

J33D8 覆土 磨兀ゴ 一元 1２．５ ７．０ 3.5 479.0 安山岩



遺物は、縄文時代前期の土器が出土している。

第35号土坑出土遺物（第81図）

図示した資料はいずれも胴部破片で、１はＲＬ縄文を、２．３は結節縄文を施す。

第36号土坑（第76図、ＰＬ－１５）

本土坑は、調査区の東部（Ｍ－６Ｇ)、標高230.5～231.0ｍに位置する。

平面形態は､南北にやや長い長楕円形を呈し、主軸方向はＮ－２４ｏ－Ｗｏ上面の規模はＬ６０ｍｘＬ３０ｍ、

底面はＬ８２ｍｘｑ９６ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度27～53cmを測る。

遺物は、縄文時代の土器片が出土している。

第36号土坑出土遺物（第81図）

１は寸胴気味で円筒状の胴部を呈する深鉢土器。胎土に片岩を含み無文である。２はボタン状及び貝

殻状の貼付文を施し集合沈線を充填する破片。３は□縁部破片で爪による連続刺突を口唇下に施す。

第37号土坑（第76図）

本土坑は、調査区の南東部（Ｆ・Ｇ－７Ｇ)、標高224.5ｍ前後に位置する。

平面形態は、南北にやや長い長方形を呈し、主軸方向はＮ-32.-Ｗ・上面の規模はＬ３０ｍｘＯ９０ｍ、

底面はｑ９６ｍｘｑ５２ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度106cmを測る。

遺物の出土はなかった。

第38号土坑（第76図、ＰＬ－１５）

本土坑は、調査区の東部(Ｋ－８Ｇ)、標高229.0Ｎ、前後に位置し、第26号住居社と重複し、住居社よ

り古い。

平面形態は、東西に長い長楕円形を呈し、主軸方向はＮ－５６ｏ－Ｅｏ上面の規模はＬ３５ｍｘＯ９２ｍ、底

面は1.14ｍ×ｑ６５ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度80～88cmを測る。

遺物は、石皿が１点出土している。

第38号土坑出土遺物（第81図）

石皿１点を図示した。

第40表第38号土坑出土石器観察表（第81図）

挿図番号｜整理番号｜取り上げ番号｜器種｜遺存状態｜長さ｜幅｜厚｜重量｜石質｜備考

l1J38D1１覆土 石皿ｌ完 29.81２１．２１７．９１１７．５kRl廊石安山岩

ZＺｇ 

挿図番号 班理番号 取り上げ番号 器菰 廻存状態 長さ |隅 厚 重量 石賀 備考

J38DI 覆土 石皿 完 2９．８ ２１．２ 7.9 ７．５kｇ 脈石安山器
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第39号土坑（第76図）

本土坑は、調査区の東部（Ｎ－７Ｇ)、標高230.5ｍ前後に位置する。第７号住居杜と重複し、住居杜

より新しい。また、地震によるものと思われる地割れにより切られる。

平面形態は、東西に長い長楕円形を呈し、主軸方向はＮ－８２ｏ－Ｗｏ上面の規模は2.37ｍ×1.88ｍ、底

面はＬ４２ｍｘＯ７８ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度60～72cmを測る。底面からのピットの検

出はなかった。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

は1.68ｍ×0.95ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深度19～23cmを測る。底面に６本のピットを検

出した。その形態から陥し穴と推定する。

遺物の出土はなかった。

第１号集石遺構（第82図）

本遺構は、調査区の東部（Ｍ－７Ｇ)、標高231.5ｍ前後に位置し、第７号住居杜の南西部と－部重複

する。また、本遺構の北西には第８号住居杜が位置する。

構成する石は、２３個確認された。掘り込みは若干窪みが確認できたが、本遺構構築の際のものかは定

力｡ではない。

第２号集石遺構（第82図）

本遺構は、調査区の東部(Ｌ－７Ｇ)、標高229.5～230.0ｍに位置し、第22号住居杜の北辺と一部重複

する。

構成する石は、１４個確認された。掘り込みは円形の土坑が確認できた。

第３号集石遺構（第82図）

本遺構は、調査区の東部(Ｋ－７Ｇ)、標高229.5～230.0ｍに位置する。第23号住居社の覆土中で確認

され､住居社との切り合いは確認できなかった。あるいは第２3号住居杜に帰属する遺物の可能性もある。

構成する石は、１３個確認された。

1号集石 ／｜ 
覺
轤

集
・

鴉
｜

〆一 3号集

① 

！ 229.8 

鱗蓼
2３０．６ 

dｏ 
〃

'〃〃

第82図集石遺構平・断面図
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第４節遺構外出土縄文時代遺物

縄文時代土製品（第83図）

縄文時代の土製品として、分銅型の土製品１点。土製円盤５点を図示した。

分銅型の土製品は、約半分程度の残存と思われ、中央扶れ部に沈線および段を有する。

第41表遺構外出土縄文時代土製品一覧（第83図）

挿図番号|整理番号｜出土位置｜挿図番号|整理番号｜出土位置

１１遺構外l１０－２Ｇ’４１遺榊外５１表土

２１遺構外２１Ｋ－６Ｇ’５１辿榊外４１Ｌ－７Ｇ

３１i鰔外３１Ｌ－６Ｇ’６１遺構外６１表土

Ｉ 

鍾
一
［
霧

鯵一鯵一鯵 鰯

@ｃ二三コョニヱコ４Ｃ□５ 〔二コ６

第83図遺構外出土縄文時代土製品

縄文土器（第84～95図）

遺構外からは縄文時代早期から後期にかけての土器が検出された。

初頭から前半である。

州十十器を分類すると以下の通りである。

第１群土器縄文時代早期土器

第II群土器縄文時代前期初頭から前半

第III群土器縄文時代前期後半（諸磯ａｏｂ。ｃ、十三菩提）

第IV群土器縄文時代前期後半（浮島・興津）

第Ｖ群土器縄文時代中期初頭（五領ケ台）

第VI群土器縄文時代中期前半（阿玉台、勝坂）

第VII群土器縄文時代中期後半（加曽利Ｅ）

第VlH群土器縄文時代後期

その主体は集落の中心となる前期

１２６ 

姻読 整理番号 lLH＋付置 簡図番Ｉ 轄理瀞号 Ｈ１十付禰

遺構外１ ()－２Ｇ 逝櫛外５ 表土

遺構外２ Ｋ－６Ｇ 迅構外４ Ｌ７Ｇ 

遺構外３ Ｌ－６Ｇ 辿椛外６ 表土



第１群土器（第84図１～18，第85図19～57）

ａ類（第84図１～６）

縄文が施される土器で早期の所産と考えられるものを一括した。

１は角頭状の口唇部を有する口縁部破片でＬＲ縄文を施す。２はやや角頭気味の口唇を有する口縁部

破片でＲＬ縄文を施す。３はＬＲ縄文を施す口縁部破片。４は表裏に縄文を施す□縁部破片で、ＲＬ縄

文を施す。５はＲＬおよびＬＲ縄文を施す口縁部破片。６はＲＬ縄文を施す口縁部破片。

熟！ 繼魚鍵了鑓
４ 

１１iii鞠・織り‘

I 

国
“

威鑪〃 １２ 

1０ 

lli 鱸"：

第84図遺構外出土縄文土器（１）
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ｂ類（第84図７～18）

押型文土器を一括した。

７．８はやや大きめな山形文を縦位に施す。

９．１０は楕円文を横位に施す。

１１～18は７．８に比して細かい山形文を縦位に施す。胎土には細かい砂粒を多く含む。

ｃ類（第85図19～52）

条痕文土器を一括した。

ｄ類（第85図53～57図）

貝殻腹縁圧痕文土器を一括した。前期初頭の所産と思われるものも含む。

第II群土器（第86図～第90図194）

本遺跡の主体となる時期で花積下層式からニツ木式に比定できる土器およびそれに続く黒浜・有尾式

期までの土器群を一括した。

ａ類（58～６２．６６．７２．７３．７９．８０．８２）

口縁部文様帯に撚糸側面圧痕を有する土器群を一括した。

１種（58.59）

撚糸側面圧痕で鋸歯状に文様を施すもの。

５８は以下０段多条ＬＲ縄文を施す。

２種（６０．６６．７２．７３．７９．８０．８２）

撚糸側面圧痕で主文様が施され施文の'幅が広いもの。

６０は波状を呈する口縁部破片で、円形刺突文を抱く渦巻き文を構成する。６６は波状を呈する口縁部破

片で２本１組の撚糸側面圧痕により横長の菱形文を構成する。７３は平口縁を呈する口縁部破片で半裁竹

管による連続刺突を横送させ、以下撚糸側面圧痕および刺切文を施す。７９．８２は３本１組の撚糸側面圧

痕により渦巻き文を描き、空間に円形刺突および刺切文を充填する。８０は撚糸側面圧痕により区画を構

成する。

３種（62）

円形の隆帯の貼付が認められ、撚糸側面圧痕は横位に施される。

ｂ類（６８．７０．７１．７５．７６）

口縁部文様帯に側面圧痕および刻み隆帯を有する土器群を一括した。

ｃ類（６９．７７．７８．８１．８６）

□縁部文様帯に刻み隆帯を有する土器群を一括した。

ｄ類（１６７．１６８．１７０．１７１）

口縁部の文様帯に沈線により主文様を構成する土器群を一括した。

167は胴部文様帯との区画に梯子状の沈線を施し､口縁部文様帯には同じく梯子状沈線による鋸歯状文

を施す。168は胴部文様帯との区画に沈線を施し、口縁部文様帯には梯子状沈線による鋸歯状文を施す。

170は半裁竹管による平行沈線を梯子状に施し、瘤状貼付文もあわせ施文する。171は胴部との区画に

梯子状の沈線を施し、瘤状貼付一文も施す。

ｅ類（61.63～６５．６７．８９～166）

縄文施文の土器群を一括した。

Z２８ 
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１種（63～６５．６７）

肥厚する口縁部で縄文施文の土器群。

２種（61.89～105）

肥厚が認められない口縁部で縄文施文の土器群。

３種（106～166）

ロ縁部、底部以外で縄文施文の土器群。

ｆ類（８３．８４．８７．８８．１８４～187）

刺切文を施文する土器群

ｇ類（172～182）

底部を一括した。

１種（172～175）

尖底を呈するもの。

２種（176～182）

上げ底・平底を呈するもの。

ｈ類（188～194）

当該期所産と思われるその他の土器群。

188～190は円形刺突文と半裁竹管による連続刺突により菱形文を構成する。

191.192黒浜式期に比定できる

193.194は櫛歯状の工具による平行沈線および連続刺突を施す土器で有尾式に比定できる。

第Ⅲ群土器（第90図195～第92図298300～307）

ａ類（第90図195～197）

諸磯ａ式に比定できる土器を一括した。

１９５．１９６はともにＬＲ縄文を施す。197は半裁竹管による平行沈線で肋骨文を構成する。

ｂ類（第90図198）

諸磯ｂ式に比定できる土器を一括した。

198は「<」の字に屈曲する口縁部破片。口唇下に貫通する円孔を施す。また、屈曲部下位に沈線を横

送させる。

Ｃ類（第90図199～第92図298）

諸磯ｃ式に比定できる土器を一括した。

199～217.222～244.296.298はいずれも半歓竹管による集合沈線を地文に施し貝殻状・ボタン状・

棒状の貼付文を有する土器片。218～220は半裁竹管による集合沈線を地文に施し、口唇下に「Ｃ」字状

の連続刺突を施す口縁部破片｡221は地紋にＬＲ縄文を施し､ボタン状の貼付文を有する土器片｡245～295

は集合沈線を施す土器片。

ｄ類（第92図300～307）

十三菩提式に比定できる土器を一括した。

300は口唇下に結節状浮線文を貼付する口縁部破片｡301～307は集合沈線を施し、三角印刻文を伴う土

器片。
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第IV群土器（第92図299）

第III群土器に平行し貝殻腹縁文を施す土器を本群に当てた。

299は外反する口縁部破片で貝殻腹縁文を縦位に充填し、半裁竹管による刺突を施す。

第Ｖ群土器（第93図308～第94図377）

五領ケ台式に比定できる土器を一括した。

308～310はいずれも把手。311～314は波状を呈する口縁部破片。315～322.327～329は平口縁の破片

でいずれも地文に縄文を施す。323～326.330～335は縄文を地文に施す胴部破片。336～344.348は縄文

を地文に沈線を施す土器片。345.365～368は連続角押文を施す土器片。352.353は沈線を充填する土器

片。360.361は口唇部に刻みを施し以下沈線を施す口縁部破片。３６９．３７０は口唇下に沈線を横走させる

口縁部破片。371は頚部で「<」の字状に屈曲する無文の深鉢土器。372は無文の口縁部破片。373は無文

の胴部破片。374～377はいずれも浅鉢土器で375～377は内面の口唇下に数条の連続爪形文を施す。

第VI群土器（第95図378～389）

ａ類（第95図378～386）

阿玉台式に比定できる土器を一括した。

378.379は連続角押文を施す土器片。380～386は胴部破片。いずれも量の多少があるものの雲母片を

胎土に含む。

ｂ類（第95図387～389）

勝坂系に比定できる土器を一括した。

387は直立気味に外１項する口縁部破片で連続角押文による方形および渦巻文を構成する。389は沈線に

より三角形の区画を構成し、連続爪形文を施す。

第Ⅶ群土器（第95図390～402）

加曽利Ｅ式に比定できる土器を一括した。

390は沈線を垂下させＲＬ縄文を施す胴部破片。391は口縁部破片で、隆帯による渦巻文と楕円もしく

は方形の区画を配し区画内をＲＬ縄文で充填する。胴部は沈線を垂下させ区画を構成し、縄文を充填す

る。392は隆帯を横送させ以下ＲＬ縄文を充填する。393は沈線による楕円区画を構成しＲＬ縄文をを充

填。394は微隆帯により渦巻き文を構成し、空間にＲＬ縄文を充填する。395は底部付近の破片で垂下す

る微隆帯とＲＬ縄文の充填が認められる。396～402はいずれも微隆帯もしくは沈線と縄文を充填する土

器群。

第VIII群土器（第95図403～415）

加曽利Ｂ式および後期に比定できる土器を一括した。

I４Ｚ 



第42表遺構外出土縄文土器一覧（第84～95図）

挿図番号 轄理番号 州十付置 挿図番号 轄琿番号 l+'十付}青 橘図番号 幣理番号 lLH＋什置 挿図番号 轄理番号 冊十佗置

遺構外402 Ｏ－４Ｇ 遺構外3733］ I－６Ｇ 遺構外350 表土6１ 遺構外3089］ Ｌ－７Ｇ 

遺構外403２ Ｏ－４Ｇ 遺構外370躯 Ｃ－４Ｇ 遺構外2506２ J－６Ｇ 遺構外3079２ Ｌ－７Ｇ 

J23H覆土H１ J23H40 遺構外3823３ 遺構外245Ｌ－６Ｇ J－６Ｇ 6３ 遺構外3479３ 表土

遺構外367 Ｍ－７Ｇ 遺構外387４ 3４ Ｌ－７Ｃ 遺構外248 Ｊ－６Ｇ 6４ 遺構外2849４ Ｌ－６Ｇ 

J23H39 J23H覆土 遺構外3913５ Ｍ－５Ｇ 遺構外249浦 」－６Ｇ 遺構外246 Ｊ－６Ｇ ロ 9５ 

J25H4 J25H覆土

店
ロ

遺構外3863６ Ｌ－７Ｇ 遺構外2806６ Ｌ－６Ｇ 遺構外3609６ Ｌ－７Ｇ 

遺構外4１ 4墳周辺 遺構外377７ 3７ Ｌ－６Ｇ 遺構外2796７ Ｌ－６Ｇ 遺構外2859７ Ｌ－６Ｇ 

J23H覆土 遺構外372Bｉ j23H38 鵬 I－６Ｇ 遺構外282稲 Ｌ－６Ｇ 遺構外3059８ Ｌ－７Ｇ 

J23H覆土 遺構外394９ J23H37 Ｑ－３Ｇ 3９ 遺構外31］ 遺構外227鋼 Ｌ－７Ｇ 9９ ｌ－６Ｇ 

遺構外4２ 遺構外39910 Ｌ－６Ｇ 表土 遺構外28］4０ 7０ Ｌ－６Ｇ 遺構外228100 I－６Ｇ 

遺構外4３ 遺構外378l］ Ｌ－７Ｇ 遺構外3364］ Ｌ－６Ｇ 7１ Ｍ－６Ｇ 遺構外349 表土101 

J21H覆土 遺構外3981２ J21H21 表土 遺構外3144２ 遺構外310〃 Ｌ－７Ｇ 1０２ Ｌ－７Ｇ 

J21H覆土1３ J21H20 遺構外3714３ １－５．６Ｇ 遺構外247 J－６Ｇ 遺構外2267３ 103 I－６Ｇ 

遺構外4４ 遺構外3761４ Ｌ－６Ｇ 遺構外283Ｌ－６Ｇ 4４ 7４ 遺構外243Ｌ－６Ｇ J－６Ｇ 104 

J13H覆土 遺構外4001５ 表土J13H21 遺構外353 表土 遺構外2524５ 7５ J－６Ｇ 1０５ 

J21H覆土 遺構外368 3境主体部周辺 遺構外2301６ J21H18 遺構外2984６ 7６ I－６Ｇ 106 Ｌ－６Ｇ 

J21H覆土 遺構外374 遺繊外3541７ j21Hl7 I－６Ｇ 表土 遺構外30］4７ 7７ 107 Ｌ－６Ｇ 

I21H畷土､Ｌ－６Ｇ 遺構外3751８ J21Hl9 」－６Ｇ 遺構外2874８ 遺構外2997８ Ｌ－６Ｇ 108 Ｌ－６Ｇ 

遺構外381 遺構外395 表土1９ Ｌ－６Ｇ 遺構外316 遺構外3194９ 7９ Ｌ－７Ｇ 109 Ｌ－７Ｇ 

遺構外384 Ｌ－６Ｇ 遺構外397 表土 遺構外3212０ 5０ 遺構外2918０ Ｌ－７Ｇ 110 Ｌ－６Ｇ 

遺構外369 廃社周辺 遺構外3962］ 表土 遺構外253 J－６Ｇ 5］ 81 遺構外3241］］ Ｌ－７Ｇ 

遺構外390 遺構外401Ｍ－７Ｇ 表土 遺構外3292２ 5２ 8２ Ｌ－７Ｇ 遺構外273112 Ｋ－７Ｇ 

遺構外392 Ｏ－２Ｃ 遺構外362 遺構外352 表土2３ 5３ Ｌ－６Ｇ 遺構外264 J－６Ｇ 8３ 113 

遺構外385 遺構外363Ｌ－６Ｇ 遺構外3402４ 5４ Ｌ－６Ｇ 遺構外3308４ Ｍ－６Ｇ 1Ｍ Ｌ－７Ｇ 

遺構外379 遺構外364 遺構外3172５ Ｌ－６Ｇ Ｌ－６Ｇ 遺構外255熊 8５ Ｌ－７Ｇ J－６Ｇ 115 

遺構外380 道71悲外365 道欄外3612６ Ｌ－６Ｇ 5６ Ｌ－６Ｇ 遺構外3228６ Ｌ－６Ｇ 116 Ｌ－７Ｇ 

遺構外388 遺構外3662７ Ｍ－３Ｇ 遺構外254 Ｊ－６Ｇ Ｌ－７Ｇ 遺構外2565７ 8７ J－６Ｇ 1１７ 

遺構外383 遺構外2772８ Ｌ－６Ｇ 遺構外315Ｌ－６Ｇ 5８ 8８ Ｌ－７Ｇ 遺構外258 J－６Ｇ 118 

遺構外3932９ Ｏ－２Ｇ 遺構外339 遺構外2895９ Ｍ－６Ｇ 遺構外257 J－６Ｇ 8９ Ｌ－６Ｇ 119 

遺構外389 遺構外3063０ Ｍ－７Ｇ 6０ Ｌ－７Ｇ 遺構外320 遺構外233Ⅷ Ｌ－７Ｇ 120 I－６Ｇ 

Z４２ 

厭世課 整理番号 出I已付置 膳同続 轄珂番号 出土位置 荷回議 糖､11霧号 出土位置 爾図番号 整理番号 １冊十仕置

遺構外402 Ｏ－４Ｇ 3１ 遺構外373 １－．６Ｇ 6１ 遺構外350 表土 9１ 遺構外308 Ｌ－７Ｇ 

遺構外403 Ｏ－４Ｇ 遺構外370 Ｃ・４Ｇ 6２ 遺構外250 J－６Ｇ 9２ 遺構外307 Ｌ－７Ｇ 

｢23Ｈ4０ J2311覆F上 3３ 遺構外382 Ｌ・・６Ｇ 6３ 道jliW外245 Ｊ－６Ｇ 9３ 遺構外347 表土

迫構外367 Ｍ－７Ｇ 3４ 遺構外387 Ｌ・・７Ｇ 6４ 遺構ﾀﾄ248 Ｊ６Ｇ 9４ 遺構外284 Ｌ－６Ｇ 

J231I39 J23H覆土 3５ 遺構外391 Ｍ５Ｇ 6５ 遺構外249 Ｊ６Ｇ 9５ 遺構外246 Ｊ６Ｇ 

J251I4 J25H覆土 3６ 遺構外386 Ｌ７Ｇ 6６ 遺構外280 Ｌ・６Ｇ 9６ 過#背外360 Ｌ－７Ｇ 

遺構外4１ 4境周辺 3７ 遺構外377 Ｌ－６Ｇ 6７ 遺構外279 Ｌ・・６Ｇ 9７ 遺構外285 Ｌ－６Ｇ 

J23H38 J23H覆土 3８ 道jiMi外372 Ｉ６Ｇ 6８ 遺構外282 Ｌ－．６Ｇ 9８ 遺構外305 Ｌ・７Ｇ

J23H37 J23H覆土 3９ 遺構外394 Ｑ３(} 6９ 遺構外3】ヨ Ｌ－７Ｇ 9９ 遺構外227 １．．６Ｇ 

10 遺構外4２ Ｌ－６Ｇ ４０ 遺構外399 表土 7０ 遺構外281 Ｌ６Ｇ 100 遺構外228 I－６Ｇ 

1１ 遺構外4３ Ｌ・・７Ｇ 4１ 遺構外378 Ｌ・・６Ｇ 7１ 遺構外336 Ｍ・６Ｇ ]０１ iEi7構外349 表土

1２ J21H21 J21H覆上 4２ 遺構外398 表土 遺構外314 Ｌ－７Ｇ 102 迫構外310 Ｌ－７Ｇ 

1３ J21H20 J2111覆土 4３ 遺獄i外371 １５．６(〕 遺構外2４ Ｊ６Ｇ 103 遺構外226 Ｉ６Ｇ 

1４ 遺構外4４ Ｌ６Ｇ 4４ 追補外376 Ｌ－６Ｇ 7４ 遺構外283 Ｌ-.6Ｇ １０４ 遺構外243 Ｊ・－６Ｇ

1５ J13H21 J]3Ｈ覆二Ｌ 4５ 遺構外400 表土 7５ 遺構外353 表土 105 iili構外252 Ｊ－６Ｇ 

1６ J21H18 J21H覆二'二 4６ 遺構外368 3境主体部周辺 道11Mi外230 Ｉ６Ｇ 106 追補外298 Ｌ－６Ｇ 

1７ J21H17 J2]Ｈ覆土 4７ 遺構外374 I・‐６Ｇ 7７ 迫禰外354 夛乏土 1０７ iElilW外301 Ｌ－６Ｇ 

1８ J21HI9 J21Hm【土､Ｌ６Ｇ 4８ 遺構外375 Ｊ６Ｇ 7８ 遺橘外287 Ｌ－６Ｇ 108 遺構外299 Ｌ６Ｇ 

1９ 遺構外381 Ｌ６Ｇ 4９ i図71蒜外395 表土 7９ 遺構外316 Ｌ－７Ｇ 109 遺構外319 Ｌ－７Ｇ 

2０ 遺構外384 Ｌ・・６Ｇ 5０ 遺構外397 表纈土 8０ 遺構外321 Ｌ‐７Ｇ 1１０ 遺構外291 Ｌ・６Ｇ

2１ 遺構外369 廃社周辺 5１ 追補外396 表土 8１ 遺構外253 I－－６Ｇ 111 遺構外324 Ｌ－７Ｇ 

2２ 遺構外390 Ｍ・・７Ｇ 5２ 遺構外401 表土 8２ 遺構外329 Ｌ・・７Ｇ ｴ1２ 遺構外273 Ｋ－７Ｇ 

2３ 遺構外392 ０．２Ｇ 5３ 遺構外362 Ｌ－６Ｇ 8３ 遺構外352 表土 113 遺構外264 J－６Ｇ 

2４ 

2５ 

遺構外385

遺構外379

Ｌ・・６Ｇ

Ｌ６（； 

5４ 

5５ 

遺構外3６

遺構外364

Ｌ－６Ｇ 

Ｌ６Ｇ 

8４ 

8５ 

遺構外340

遺構外317

Ｍ・６Ｇ

Ｌ－７Ｇ 

114 

115 

遺構外330

迫構外255

Ｌ－７Ｇ 

J－－６Ｇ 

2６ 〕j:i構外380 Ｌ‐・６Ｇ 5６ 遺構外365 Ｌ‐－６Ｇ 8６ iimｲ荷外361 Ｌ－６Ｇ １１６ 迫補外322 Ｌ－７Ｇ 

2７ 遺構外388 Ｍ－３Ｇ ｒｉ７ 遺構外366 Ｌ・・７Ｇ 8７ 遺構外254 Ｊ６Ｇ 117 迫構外256 Ｊ－６Ｇ 

2８ i2i構外383 Ｌ６Ｇ 5８ 遺構外277 Ｌ・CＧ 8８ 遺構ﾀﾄ315 Ｌ７Ｇ 118 遺構外258 J－６Ｇ 

2９ 遺構外393 Ｏ－２Ｇ 5９ 遺構外339 Ｍ６Ｇ 8９ 遺補外289 Ｌ６Ｇ 1]９ 遺構外257 Ｊ-.6Ｇ 

3０ 遺構外389 Ｍ・・７Ｇ 6０ 遺構外306 Ｌ－７Ｇ 9０ 遺構外320 Ｌ－７Ｇ 120 遺構外233 I－－６Ｇ 



挿図番号 轄理番号 lLH＋付置 櫛図番号 整理番号 HLl＋付}胃 挿図番号 整理番号 lLH十付渭 挿図番号 整理番号 鼎十付置

遺構外3251２１ Ｌ－７Ｇ 遺構外260 J－６Ｇ 15］ 遺購外269１８１ Ｊ－６Ｇ 遺構外9７211 Ｍ－５Ｇ 

遺構外296122 Ｌ－６Ｇ 遺構外342 遺構外334152 Ｍ－６Ｇ 182 Ｌ－７Ｇ 遺購外118212 Ｏ－２Ｇ 

遺構外357 表土１２３ 遺構外326153 遺構外244Ｌ－７Ｇ 183 l－６Ｇ 遺構外6］ 2墳掘り方213 

遺構外238124 遺構外294l－６Ｇ 154 Ｌ－６Ｇ 遺構外2781８４ Ｌ－６Ｇ 遺構外117214 Ｏ－２Ｇ 

遺構外343125 遺構外359Ｍ－６Ｇ 遺椛外3371５５ Ｌ－７Ｇ 1８５ 遺構外8８Ｍ－６Ｇ 215 Ｌ－７Ｇ 

遺構外232126 I－６Ｇ 遺織外3181５６ Ｌ－７Ｇ 遺榊外351 表土186 遺構外5０216 Ｈ－７Ｃ 

遺構外23］127 遺構外323Ｉ－６Ｇ 157 Ｌ－７Ｇ 遺構外338187 Ｍ－６Ｇ 遺構外133 表土217 

遺榊外303128 遺構外327Ｌ－６Ｇ 158 Ｌ－７Ｇ 遺構外313188 Ｌ－７Ｇ 遺構外105218 Ｍ－６Ｇ 

遺榊外240129 遺構外266I－６Ｇ Ｊ－６Ｇ 159 遺構外309189 Ｌ－７Ｇ 遺構外7４219 j-3G 

遺構外241130 遺構外267I－６Ｇ 160 Ｊ－６Ｇ 遺構外346 表土１９０ 遺構外8２220 Ｌ－６Ｇ 

遺構外259 j－６Ｇ 131 遺構外328 Ｌ－７Ｇ 遺橘外８１６］ 表土1９１ ifj構外4７22］ Ｍ－６Ｇ 

遺構外2741３２ Ｌ－５Ｇ 遺構外2371６２ I－５Ｇ 遺構外151 地割れ中192 遺構外143 表土222 

遺構外239133 遺構外290I－６Ｇ 163 Ｌ－６Ｇ 遺構外７ 4境主体部周辺193 遺構外142223 表土

遺構外34］134 遺構外235Ｍ－６Ｇ 164 I－６Ｇ 遺構外413 表土1９４ 遺構外6２ 廃社周辺224 

遺構外236135 遺構外242l－６Ｇ 165 I－６Ｇ 遺構外1541９５ Ｎ－６Ｇ 遺構外6０225 Ｌ－４．５Ｇ 

遺構外276136 Ｌ－５Ｇ 遺構外2951６６ Ｌ－６Ｇ 遺構外4６196 遺構外9４Ｌ－５Ｇ Hm2I5 Ｍ－３Ｇ 

遺構外345 廃社周辺137 遺構外286167 Ｌ－６Ｇ 遺構外150197 Ｍ－６Ｇ 遺構外108227 Ｍ－６Ｇ 

遺購外292138 遺構外288Ｌ－６Ｇ 168 Ｌ－６Ｇ 遺構外149198 表土 遺構外4８ 2境主体部周辺228 

遺構外268 J－６Ｇ 1３９ 遺構外348 表土1６９ 遺構外102199 Ｍ－６Ｇ 遺構外148 廃社周辺229 

遺構外332140 Ｌ－７Ｇ 道7iH外344 廃社周辺170 遺構外8９200 Ｌ－６Ｇ 遺構外7２昭Ⅲ I－６Ｇ 

遺構外33］１４］ Ｌ－７Ｇ 遺構外355 表土１７１ 遺構外14720］ 表土 遺構外137 表土23］ 

遺構外356 表土142 遺構外297172 Ｌ－６Ｇ 遺構外4９202 Ｌ－５Ｇ 遺構外8０232 Ｌ－６Ｇ 

遺概外263143 j－６Ｇ 遺構外304173 Ｌ－６Ｇ 遺構外145 表土203 遺構外139 表土瀦J３

遺構外265 Ｊ－６Ｇ 144 遺構外270 J－６Ｇ 1７４ 遺構外115204 Ｎ－６Ｇ 遺構外104234 Ｍ－６Ｇ 

遺構外275１４５ Ｌ－４Ｇ 遺構外300175 Ｌ－６Ｇ 遺構外107HHH61 Ｍ－６Ｇ 遺構外135 表土235 

遺構外293146 遺獄i外272Ｌ－６Ｇ Ｊ－７Ｇ 176 遺構外5１206 Ｈ－７Ｇ 遺構外140 表土236 

遺構外261 」－６Ｇ1４７ 遺構外333１７７ Ｌ－７Ｇ 遺柿外134 表土207 遺構外138 表土237 

遺構外234148 l－６Ｇ 遺構外358 表土1７８ 遺構外8７208 Ｌ－６Ｇ 遺構外6４ 廃社周辺238 

遺構外302149 遺構外271Ｌ－６Ｇ Ｊ－６Ｇ 1７９ 遺構外136 表土209 遺構外8５239 Ｌ－６Ｇ 

遺構外262 Ｊ－６Ｇ 150 遺構外3351８０ Ｌ－７Ｇ 遺構外130210 地割れ 遺構外121240 Ｏ－２Ｇ 

Z型３

蘭図番号 轄琿番号 111＋付闇 櫛図番逗 蕊琿番号 lLl｣'十ｲＴＩ盾 勵図番号 確理番号 lLH十付摺 姻藤 轄理恭号 }''十付簡

121 遺構外325 Ｌ－７Ｇ 151 遺構外260 Ｊ－．６Ｇ 181 iRjli應外269 Ｊ－６Ｇ ２１１ 遺構外9７ Ｍ－５Ｇ 

122 遺織外296 Ｌ－．６Ｇ １５２ 遺構外342 Ｍ－６Ｇ 182 迫摘外334 Ｌ－７Ｇ 212 遺構外118 ０．２ 

123 過構外357 表土 ]5３ 遺構外326 Ｌ－．７Ｇ 183 遺構外244 Ｉ６Ｇ 213 遺構外61 2墳掘 方

124 遺構外238 １－．６Ｇ 154 遺構外294 Ｌ－６Ｇ 184 遺構外278 Ｌ－６Ｇ 214 遺構外117 ０－２ 

１２５ 通t構外343 Ｍ－６Ｇ １５５ 迫楠外359 Ｌ－７Ｇ 185 遺構外337 Ｍ－．６Ｇ 2]５ iEi構外8８ Ｌ７ 

126 迫樹外232 Ｉ－６Ｇ 156 遺構外318 Ｌ－７Ｇ 186 遺構外351 表土 216 遺構外5０ Ｈ－７Ｇ 

127 遺楢外231 １－．６Ｇ 157 遺構外323 Ｌ・・７Ｇ 1８ 過隣外338 Ｍ－６Ｇ 217 遺構外133 表土

128 遺構外303 Ｌ６Ｇ 158 遺構外3２ Ｌ－７Ｇ 1８８ 遺構外313 Ｌ７Ｇ 218 遺構外105 Ｍ－６Ｇ 

]2９ 遺:櫛外240 １－．６Ｇ 159 i戯if外266 J－６Ｇ 189 遺椛外309 Ｌ－７Ｇ 219 遺構外7４ Ｊ－－３Ｇ 

130 遺構外241 I－６Ｇ 160 i旦構外267 J－６Ｇ １９０ itH7Iiii外346 表土 220 遺構外8２ Ｌ・６Ｇ

131 iHl瀧外259 Ｊ６Ｇ 161 遺構外328 Ｌ－７Ｇ 191 迫構外８ 表土 22］ iEk構外4７ Ｍ－６Ｇ 

１３２ 遺構外274 Ｌ５Ｇ 162 遺構外237 Ｉ－５Ｇ 192 遺構外151 地割れ中 222 遺構ﾀﾄ143 表土

133 遺構外239 I‐・６Ｇ 163 遺構外290 Ｌ‐６Ｇ 193 遺椛外７ 4境主体部周辺 223 遺構外142 表土

134 遺構外341 Ｍ－６Ｇ 164 ii4tliH外235 Ｉ６Ｇ 194 遺構外413 表土 224 遺捕外6２ 廃社周辺

１３５ 遺構外236 Ｉ－６Ｇ 165 遺構外242 Ｉ６Ｇ 195 ii艶構外154 Ｎ－６Ｇ 225 迫構外6０ Ｌ－４．５Ｇ 

136 追補外276 Ｌ－５Ｇ 166 逝樹外295 Ｌ－６Ｇ 196 i且構外4６ Ｌ－５Ｇ 226 遺構外9４ Ｍ－．３Ｇ 

137 遺構外345 廃社周辺 ]6７ 遺構外286 Ｌ－６Ｇ 197 逝構外150 Ｍ－．６Ｇ 227 遺構外108 Ｍ６Ｇ 

138 遮構外292 Ｌ・‐６Ｇ 168 遺構外288 Ｌ－６Ｇ 198 遺構外149 表土 228 迫構外4８ 2境主体部周辺

139 造楢外268 J－６Ｇ 169 遺構外348 表土 199 遺構外102 Ｍ－６Ｇ i陞構外148 廃社周辺

１４０ 遮構外332 Ｌ-.7Ｇ 7０ 遺構外344 廃社周辺 200 遺構外8９ Ｌ・６Ｇ 230 遺構外7２ Ｉ－６Ｇ 

141 遺構外331 Ｌ－７Ｇ 7１ 迫構外355 表.土 201 巡構外147 表土 ２３１ 遺構外137 表土

１４ 遺構外356 表土 7２ 迫描外297 Ｌ－６Ｇ 202 遺構外4９ Ｌ－５Ｇ ２３２ 遺構外8０ Ｌ－．６Ｇ 

１４３ 遺構外263 J‐CＧ 7３ 迫構外304 Ｌ－６Ｇ 203 juI構外145 表土 233 遺構外139 表土

１４４ 〕l:ljiMi外265 Ｊ６Ｇ 7４ 逝構外270 Ｊ－６Ｇ 204 逝構外115 Ｎ６Ｇ 234 遺構外104 Ｍ－－６Ｇ 

145 迫榊外275 Ｌ－４Ｇ 7５ 遺構外300 Ｌ・・６（； 205 遺櫛外107 Ｍ－６Ｇ 235 遺構外135 表纈土

]4６ 巡構外293 Ｌ－６Ｇ 176 迫ｵii外272 J－７Ｇ 206 遺構外5１ Ｈ－７Ｇ 236 遺構外140 表土

１４７ 遺構外261 Ｊ・GＧ 1７７ 過構外333 Ｌ７Ｇ 207 迫構外134 表土 237 遺構外138 表土

148 it：71i聯外234 I－６Ｇ 178 遺構外358 表土 208 遺構外8７ Ｌ６Ｇ 238 遺構外6４ 廃社周辺

149 遮構外302 Ｌ-.6Ｇ 1７９ 遺構外271 J－６Ｇ 209 遺構外136 表土 239 逝構外8５ Ｌ－６Ｇ 

150 過i蔵外262 Ｊ６Ｇ 180 迫構外335 Ｌ－．７Ｇ ２１０ 遺構外130 地割れ 240 遺構外121 ０．２Ｇ 



挿図番号 幣理番号 lLH十付滑 挿図番号 整理番号 鼎十付摺 櫛図番号 整理番号 咄十竹置 挿図番号 幣理番号 lLH＋付潜

遺構外6７ 遺構外7３ 遺構外152[－５Ｇ 24］ 27］ I－６Ｇ 30］ Ｍ－５Ｇ 遺構外176331 Ｍ－５Ｇ 

遺構外122 遺榊外111Ｏ－２Ｇ 遺構外1４242 272 Ｎ－５Ｇ 302 Ｍ－６Ｇ 遺構外221 表土332 

遺構外120 遺描外6８ 遺構外1１243 Ｏ－２Ｇ 273 I－５Ｇ 遺構外157別Ⅲ;］ Ｍ－５Ｇ 333 石祠周辺

遺描外5５遺構外126 2境主体部周辺 遺構外1２244 Ｏ－６Ｇ 遺構外216 表土274 304 Ｍ－６Ｇ 334 

遺構外114 遺描外5８ 廃社周辺Ｎ－６Ｇ 遺槌外1０245 遺構外193275 305 I－８Ｇ Ｍ－６Ｇ１２ ;HJ5 

遺構外109 遺枇外113Ｍ－６Ｇ 遺構外９246 Ｎ－５Ｇ 石祠周辺 遺構外196276 306 Ｎ－６Ｇ 336 

遺構外100 遺桃外5４ 2墳主体部Ｍ－５Ｇ 遺椛外1３ 遺構外199247 Ｑ－３Ｇ 277 307 Ｍ－６Ｇ 337 

遺構外9９ 遺構外8１ 遺構外185248 Ｍ－５Ｇ 278 Ｌ－６Ｇ 遺構外189308 Ｍ－６Ｇ 338 Ｍ－６Ｇ 

遺構外129 1墳(Ｑ－６Ｇ） 遺構外112 遺構外224 表土 遺構外187249 279 Ｎ－５Ｇ 309 339 Ｍ－６Ｇ 

遺捲外１０３ 辿椛外9２ 遺構外177250 Ｍ－６Ｇ Ｌ－７Ｇ 遺構外190280 Ｍ－６Ｇ１３ 310 340 Ｍ－６Ｇ 

遺構外8６ 辿描外9３Ｌ－６Ｇ 遺構外209 Ｑ－５Ｇ 遺構外200Ｌ－７Ｇ Ｑ－３Ｇ 251 2８１ 31］ 34］ 

遺構外128 1境(Ｑ－６Ｇ） iuriYr外8４ 廃社周辺遺構外212 遺構外211252 282 Ｌ－６Ｇ 312 342 Ｒ－５Ｇ 

遺構外6６ 廃社周辺 辿構外5６ 遺構外208Ｈ－７Ｇ Ｑ－５Ｇ 遺構外17］脇H： 283 313 343 Ｍ－５Ｇ 

遺構外5２ 2墳主体部周辺 遺構外7８ 遺繊外197 遺構外188Ｌ－５Ｇ 254 284 314 Ｎ－６Ｇ 344 Ｍ－６Ｇ 

遺構外5３ 2墳主体部周辺 遺構外8３ 遺構外155 l墳主体部周辺 遺構外206Ｌ－６Ｇ 1墳(Ｑ－６Ｇ）別615 冴踊 315 345 

遺構外131 表土地割れ中 遺榊外141 遺構外160256 Ｃ－４Ｇ 遺構外18］286 Ｍ－６Ｇ 316 346 

遺構外146 表土 遺概外125 iii封iif外213 廃社周辺 遺構外184257 287 Ｏ－６Ｇ 317 Ｍ－６Ｇ 347 

遺構外116 遺榊外9］ 遺構外195 遺構外179Ｏ－２Ｇ Ｌ－７Ｇ 258 288 318 Ｎ－６Ｇ Ｍ－６Ｇ 348 

遺構外7７ 遺榊外7０ 廃社周辺 遺構外182 遺構外158259 Ｌ－２Ｇ 319 Ｍ－６Ｇ 地割れ289 349 

遺構外9０ 遺榊外6９ 廃社周辺 遺構外183 遺椴外166Ｌ－７Ｇ 260 290 320 Ｍ－６Ｇ 350 Ｌ－６Ｇ 

遺構外7９ 遺構外169遺構外144 表土 遺構外219Ｌ－６Ｇ 表土Ｍ－５Ｇ 2６１ 29］ 321 35］ 

遺構外132 地割れ中 遺構外9５ 遺構外178 遺構外174Ｍ－４Ｇ Ｍ－６Ｇ 262 Ｍ－５Ｇ 292 ;JH２ 別刮Ｚ

遺構外124 遺榊外5７ 廃社周辺 遺構外162 遺槌外203Ｏ－６Ｇ Ｑ－３Ｇ 263 293 323 １－５．６Ｇ 353 

遺構外7５ J－５Ｇ 遺構外6５ 廃社周辺 遺構外164 J－５Ｇ 遺構外204 1墳(Ｑ－６Ｇ）264 294 324 354 

遺構外119 遺構外5９ 廃社周辺 遺構外16］ 遺構外191Ｏ－２Ｇ 265 295 HUI5 I－５Ｇ 355 Ｍ－６Ｇ 

遺構外127 1域(Ｑ－６Ｇ） 遺榊外9６ 遺構外215 廃社周辺 遺榊外214 廃社周辺Ｍ－５Ｇ 266 296 326 356 

遺構外9８ 遺櫛外123 遺構外168 遺構外205 1墳(Ｑ－６Ｇ）Ｍ－６Ｇ Ｏ－２Ｇ 267 297 327 Ｌ－７Ｇ 357 

遺構外7６ J－５Ｇ 遺描外6３ 遺構外194 遺構外175268 Ｈ－７Ｇ Ｍ－６Ｇ６ 298 328 358 Ｍ－５Ｇ 

遺構外101 遺椛外225 表土 遺構外172 遺構外167Ｍ－５Ｇ HHHH 299 329 Ｍ－５Ｇ 359 Ｌ－６Ｇ 

遺構外106 辿榊外110 遺繊外173 辿榊外180Ｍ－６Ｇ Ｍ－６Ｇ 270 300 330 Ｍ－５Ｇ 360 Ｍ－６Ｇ 

Z４忽

葡図番号 整理番号 ｌＨ＋位置 |ili同蒜 幣理帝号 出十付冊 晒瀧 蕊理番号 }１１＋拉置 緬読 幣理希号 lLH十竹滑

241 遺構外6７ Ｉ‐５Ｇ 271 juiii1i外7３ Ｉ６Ｇ 301 遺構外152 Ｍ５Ｇ 331 遺構外176 Ｍ５Ｇ 

242 遺構外122 Ｏ２Ｇ 272 iili椣外111 Ｎ－５Ｇ 302 遺構外1４ Ｍ－６Ｇ 332 遺構ﾀ1-221 表土

243 遺構外120 Ｏ－２Ｇ 273 iij2l構外6８ I－５Ｇ 303 遺構外1１ Ｍ５Ｇ 333 逝構外157 石祠周辺

244 遺構外126 Ｏ６Ｇ 274 過liMi外5５ 2噴乖休部周辺 304 迫椛外1２ Ｍ－６Ｇ 334 遺構外216 表土

245 i且#篭外114 Ｎ－－６Ｇ 275 逝栂外5８ 廃社周辺 305 遺構外1０ I－８Ｇ 335 iE7構外193 Ｍ－－６Ｇ１２ 

246 遺構外109 Ｍ・６Ｇ 276 逝楢外113 Ｎ－５Ｇ 306 遺構外９ 石祠周辺 336 道j構外196 Ｎ－６Ｇ 

247 遮構外100 Ｍ－５Ｇ 277 遺構外5４ ２墳主休部 307 遺構外1３ Ｍ６Ｇ 337 遺構外199 Ｑ－３Ｇ 

248 遺構外9９ Ｍ－５Ｇ 278 逝構外8１ Ｌ－６Ｇ 3U８ 遺構外185 Ｍ・－６（』 338 遺構外189 Ｍ－６Ｇ 

249 遺構外129 1墳(Ｑ－６Ｇ） 279 逝構外112 Ｎ５Ｇ 309 遺構外224 表土 339 〕!』』描外187 Ｍ－６Ｇ 

250 遺構外１０３ Ｍ－６Ｇ 280 巡椛外9２ Ｌ－７Ｇ 310 道ji『外177 Ｍ－６Ｇ１３ 340 遺構外190 Ｍ６Ｇ 

２５１ 遺構外8６ Ｌ・６Ｇ 281 辿楠外9３ Ｌ・７（； 311 遺描外209 Ｑ５（； 341 遮構外200 Ｑ－３ｃ 

252 遺構外128 1境(Ｑ－６Ｇ） 282 遮構外8４ Ｌ－６Ｇ 312 iEl構外212 廃社周辺 342 遺構外211 Ｒ－５Ｇ 

253 過構外6６ 廃社周辺 283 迫構外5６ Ｈ・・７Ｇ 313 遺構外208 Ｑ－５Ｇ 343 遺構外171 Ｍ－５Ｇ 

２５４ i凹構外5２ 2境主体部周辺 284 辿椛外7８ Ｌ・－５Ｇ 314 道楢外197 Ｎ－６Ｇ 344 遺構外188 Ｍ－６Ｇ 

２５５ 遺構外5３ 2境主体部周辺 285 辿描外8３ Ｌ－６Ｇ 315 遺構外155 1墳主休部周辺 345 遺構外206 1城(Ｑ－６Ｇ）

256 遺構外１３１ 地割れ中 286 過ｲｉｆ外141 表土 316 遺構外160 Ｃ・４Ｇ 346 遺構外181 Ｍ－６Ｇ 

257 i2i構外146 表土 287 逝楢外125 Ｏ６Ｇ 317 遺樵外213 廃社周辺 347 遺構外184 Ｍ－－６Ｇ 

258 迫構外116 Ｏ‐２Ｇ ２８８ 泄構外9１ Ｌ－７Ｇ 318 遺構外195 Ｎ６Ｇ 348 逝樵外179 Ｍ－６Ｇ 

259 遺構外7７ Ｌ－２Ｇ 289 遮構外7０ 廃社周辺 319 遺構外182 Ｍ－６Ｇ 349 遺構外158 地割れ

260 迫楠外9０ Ｌ・７Ｇ 290 迫柵外6９ 廃社周辺 320 遺樹外183 Ｍ－６Ｇ 350 遺構外166 Ｌ－６Ｇ 

261 遺構外7９ Ｌ６Ｇ 291 遺橘外144 表土 321 遺構外169 Ｍ‐５Ｇ 351 遺構外219 表土

262 遺構外１３２ 地割れ中 292 遮鱗外9５ Ｍ－４（； 322 遺構外178 Ｍ６Ｇ 352 迫櫛外174 Ｍ－５Ｇ 

263 遺構外124 Ｏ－６Ｇ 293 遺横外5７ 廃社周辺 323 遺構外162 １－５．OＧ 353 遺構外203 Ｑ－３Ｇ 

264 遺構外7５ Ｊ５Ｇ ２９４ 遮構外6５ 廃社周辺 324 遺構外164 Ｊ－５Ｇ 354 遺構外204 l境(Ｑ・６Ｇ）

265 遺構外119 Ｏ２Ｇ ２９５ 辿柵外5９ 廃社周辺 325 構外161 Ｉ－５Ｇ 355 遺構外191 Ｍ６Ｇ 

266 〕j3i構外１２７ 1境(Ｑ６ｃ） ２９６ 遮構外9６ Ｍ－．５Ｇ 326 iEiｲ驚外215 廃社周辺 356 週榊外214 廃社周辺

２６７ 遺構外9８ Ｍ－６Ｇ 297 逝楢外123 〔)‐２Ｇ 327 遺構外168 Ｌ－７Ｇ 357 逝構外205 ]境(Ｑ６Ｇ）

268 遺構外7６ J‐－５Ｇ ２９８ 遺櫛外6３ １１．７Ｇ 328 遺構外194 Ｍ・・６Ｇ６ 358 迫櫛外175 Ｍ－５Ｇ 

269 迫構外101 Ｍ‐５Ｇ ２９９ 迫椒外225 表土 329 遺構外172 Ｍ－５Ｇ 359 逝構外]6７ Ｌ－６Ｇ 

270 遺構外106 Ｍ・６Ｇ ３００ 迫櫛外110 Ｍ・‐６Ｇ 330 遺構外173 Ｍ－５Ｇ 360 辿構外]8０ Ｍ６Ｇ 



lLH十付屑挿図番号 整理番号挿図番号 轄琿番号 ILH＋竹置川十付層轄理番号挿図番号ＩＬＨ十付置挿図番号 整理番号

遺構外1５ 4墳周辺遺構外416 表土遺構外170 Ｍ－５Ｇ 389 403 遺構外192 Ｍ－６Ｇ 375 36］ 

遺構外1６ 4墳周辺遺構外3２ 古墓周辺遺構外223 表土 404 廃社周辺 390 遺構外159 376 362 

遺構外2２ I－２Ｇ 遺構外3９表土 Ｎ－５Ｇ 405 遺構外222 39］ 遺構外201 Ｎ－６Ｇ 377 363 

遺構外1８ 4境周辺遺構外3］ 4墳周辺表土遺構外410 392 406 遺構外218 表土 378 364 

3境主体部周辺遺構外2９ 遺構外1９ Ｍ－５Ｇ 遺構外409 Ｑ－４Ｇ 407 遺構外210 393 Ｒ－４Ｇ 379 365 

遺構外2７古墓周辺遺構外3３ Ｌ－４Ｇ 1墳(Ｑ－６Ｇ）遺構外404 394 408 遺構外207 Ｑ－６Ｇ 380 366 

遺構外3６ 古墓周辺 遺構外2６ Ｌ－５Ｇ 2墳主体部周辺遺構外405 409 遺構外156 石祠周辺 395 381 367 

地割れ中古墓周辺 遺構外2４遺構外3５遺構外407 410 Ｍ－６Ｇ 396 遺構外198 Ｎ－６Ｇ 382 368 

遺構外2３遺構外3４ 古墓周辺 I－５Ｇ 遺構外408 Ｎ－６Ｇ 397 41］ 遺構外163 J－３Ｇ 383 瓢頒

遺構外1７ 4墳周辺遺構外2８ 3境主体部周辺遺構外406 Ｍ－６Ｇ 398 412 遺構外165 J－６Ｇ 384 370 

遺構外2１ 表土遺構外3８遺構外412 Ｒ－４Ｇ I－２Ｇ 413 399 遺構外186 Ｍ－６Ｇ５ 385 371 

遺構外2５ 地割れ中遺構外3０ 古墓周辺遺構外411 表土 414 遺構外217 表土 400 386 372 

遺構外2０古墓周辺遺構外3７ Ｍ－６Ｇ 遺構外414 Ｌ－６Ｇ 40］ 415 遺構外220 表土 387 373 

遺構外4０ 表土遺構外415 Ｒ－５Ｇ 402 遺構外202 Ｍ－６Ｇ 388 374 

縄文時代石器（第96～101図）

縄文時代の遺構外出土石器は、定形石器のみを図示した。

石鎌は25点図示した。１は凹基有茎、２～４は凸基無茎、５．６は平基無茎、７～25は凹基無茎と圧

倒的に凹基無茎のものが多い。

石錐は２点図示した。ともにやや大きめな剥片の鋭角部位に調整を施し錐部を作出している。

石匙は６点図示した。２８は小型で横長の石匙。２９～31.33は横型の石匙。３２は縦型の石匙。

３４はピエス･エスキーユ。

３５．３６は映状耳飾り。３７は楕円形の垂飾。

３８．３９はともに砥石で、３９は有溝の砥石である。

４０～４７．５３はスクレーパー、４８～52.54は箆状石器である。

５５．５６は鈍角な剥離面を持つ礫器。

５７～78は打製石斧。

７９は三角錐形の石器、８０は円錐型のスタンプ型石器でともに敲き石としての使用が伺われる。

８１は尖頭器型の石器である。８２は刃部を欠損しているが磨製の石斧である。

８３～109は凹石・磨石の類を図示した。

110は多孔石で表裏両面に孔が穿たれている。

111～113は石皿の破片で、113には赤色顔料の付着が認められる。

1４５ 

聞図砿 轄理番号 111十佗渭 繍図誌 整理番号 出;２位語 聯図験 整理番号 lLH卜付謂 Wi図瀧 整理番号 出土位置

361 遺構外192 Ｍ・・６Ｇ 375 遺構ﾀﾄ170 Ｍ・・５Ｇ 389 Ii2i構外416 表土 403 遺購外]５ 4墳周辺

362 i旦構外159 廃社周辺 376 迫描外223 表土 390 遺構外3２ 古墓周辺 404 遺構外]６ 4墳周辺

363 遺構外201 Ｎ－－６Ｇ 377 道ｵ背外222 表土 391 遺構外3９ Ｎ－－５Ｇ 405 遺構外2２ 1.2Ｇ 

３６４ 遺構外218 表七 378 遺構外410 表土 392 遺構外3１ 4境周辺 ４０６ 遺構外1８ 4増 辺

365 遺構外210 Ｒ－４Ｇ 遺構外409 Ｑ－４Ｇ 393 遺構外2９ 3境主体部周辺 407 遺構外1９ Ｍ‐ Ｇ 

366 遺構外207 Ｑ・６Ｇ 380 遺構外404 1墳(Ｑ‐ＣＧ） 394 遺構外3３ 古墓周辺 408 遺構外2７ Ｌ・・ Ｇ 

367 遺構外156 石祠周辺 381 遮構外405 2墳主休部周辺 395 遺構外3６ hjr墓周辺 409 遺構外2６ Ｌ･-.5Ｇ 

368 ｺﾞﾋﾞi描外198 Ｎ－６Ｇ 8２ ii:iｲiii外407 Ｍ６Ｇ 396 遺構外3５ 墓周辺 410 遺構外2４ 地割れ中

369 遺構外163 Ｊ・・３Ｇ 383 遺構外408 Ｎ‐６Ｇ 397 遺構外3４ 古墓周辺 411 遺構外2３ １．５Ｇ 

370 遺構外165 Ｊ－６Ｇ 384 遺構外406 Ｍ６Ｇ 398 迫構外2８ 3境主体部周辺 412 遺構外1７ 4墳周辺

371 過li1i外186 Ｍ６Ｇ５ 385 遺構外412 Ｒ・・４Ｇ 399 過'11;外3８ Ｉ－２Ｇ 413 追補外2１ 表土

372 １画購外217 表二『： 386 遺構外411 表土 ４００ iRt構外3０ 占墓周辺 414 遺構外2５ 地割れLＰ

373 遺構外220 表土 B8７ 迫柄外414 Ｌ－６Ｇ 401 遺構外3７ 吉墓周辺 415 遺構外2０ Ｍ６Ｇ 

374 遺瀧外202 Ⅲ・６（； 388 ii勤櫛外415 Ｒ－５（） 402 遺構外4０ 表土
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第43表遺構外出土縄文時代石器観察表（第96～101図）

挿図番号 整理番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 厚 重量 石質 備考膿

遺構外522 表土１ 石鍼 基部欠損 (3.2） ２．０ デイサイト0.3 2-6 

遺構外431２ Ｆ－７Ｇ 完石錐 ２．４ 1-8 0.8 2．５ 黒曜石

遺構外432３ Ｈ－７Ｇ 石鍼 完 3.6 2.5 1.0 チャート6-9 

遺構外433 石錐４ Ｈ－７Ｇ 完 2.2 １．８ 0-7 2.7 チャート

遺構外436 Ｊ－６Ｇ 石錐 完５ 2.9 ２．１ 0．６ 3.4 チャート

遺構外434 完

田
几

Ｈ－７Ｇ 石錐 2.4 1.9 0.7 2.8 チャート

遺構外509 石鑑 完Ｋ－６Ｇ ７ １９ 1-4 絨密質安山岩0.3 0-6 

遺構外435 J－６Ｇ 

８
】

石錐 先端部欠損 (1.7） １－６ 0.4 チャート1.2 

遺構外440 Ｊ－６Ｇ 先端部欠損

自
励

石錐 (２．３） 2-3 ０．６ チャート2.9 

遺構外437 J－６Ｇ 基部欠損10 石錐 (1.6） 2.3 黒曜石0.4 0-8 

遺構外439 J－６Ｇ 完1１ 石鑑 2.7 1-5 0.6 チャートＬ５ 

遺構外510 石錐 完Ｋ－８Ｇ 1２ 2.3 デイサイト1．７ 0．５ 1.7 

遺構外513 完Ｌ－７Ｇ 石錐1３ ２．０ 1.5 0.3 チャート0-5 

遺構外523 東側地割れ 完石錐 織密質安山岩1４ Ｌ８ 1.7 0.3 0-6 

遺構外520 表土 完石錐1５ １８ 1.6 0-4 チャート0.8 

遺構外517 表土 完石鑑1６ 1-5 チャート1.4 0.3 ０．４ 

遺構外524 基部欠損4境周辺 石鍼 (1.4） 1７ 3-3 0.6 2］ チャート

遺構外515 完石鐡Ｍ－５Ｇ 1８ １－］ 0.2 チャート0.9 0.1 

完遺構外52］ 表土 石鐡 黒曜石1９ 2.0 2.0 0.4 0.8 

完遺構外516 Ｎ－６Ｇ 石錐 1.3 チャート2０ 1－２ ０．２ 0.2 

遺構外438 完J－６Ｇ 石鍍 2.3 1．６ 0.3 1.0 チャート2１ 

遺構外430 完石錐 黒曜石Ｆ－７Ｇ 2-0 1．９ 0.2 0-6 2２ 

基部欠損 繊密質安山岩遺構外518 表土 石銑 (1.8） 0.3 4.］ 1.7 2３ 

完 絨密質安山岩遺構外420 J－５Ｇ 石錐 5-3 2-3 0.8 7.9 2４ 

完 流紋岩遺構外511 Ｋ－８Ｇ 石鑑 2.6 1.6 0.5 暇 1.5 

完遺構外457 石錐 デイサイトＫ－７Ｇ 9.0 5.2 2.3 9４０ 2181 

3墳前庭 完 織密質安山岩遺構外456 石錐2７ 5-9 5-］ 1.0 2７－２ 

完 石英 横型遺構外519 表土 石匙 2.6 1-1 ０．５ 0.7 2F8１ 

(7.4） 敏密質安山岩遺構外454 炭窯 石匙 一部欠損 横型5-5 1.0 3５．６ 2９ 

遺構外512 完 デイサイト 横型石匙Ｌ－７Ｇ 3-5 6-7 0.9 1２．６ Ｈ１ 

基部欠損 横型石匙遺構外421 Ｋ－７Ｇ 3.2 チャート2.3 0.7 3コ3］ 

完 縦型遺構外514 石匙 デイサイトＬ－７Ｇ 5.8 3.3 9.3 3２ 0.7 

遺構外484 石匙 一部欠損 横型デイサイトＬ－６Ｇ 4.］ 4.6 0.8 1０．４ 盤]

遺構外422 4墳周辺 完ﾋﾟｴｽ･ｴｽｷｰﾕ 3.3 2.3 0.8 チャート7.5 3４ 

遺構外424 映状耳飾 1/４ 外径5.1 内径２．８ 滑石Ｆ－７Ｇ 0.5 7.2 3５ 

遺構外423 映状耳飾 外径６．７ 内径４．６1/３ Ｋ－６Ｇ 滑石0.6 4.9 3６ 

遺構外425 垂飾 完 輝石安山岩Ｍ－７Ｇ 5.0 0.8 3７ 4．１ 2７．４ 

Zａ２ 

挿図番号 轄琿番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚 重量 石賀 術考

遺構外522 表土 石鑛 基部欠損 (3.2） ２．０ 0.3 ２－６ デイサイト

遺構外431 Ｆ・・７Ｇ 石錐 』元 2.4 １．８ ｑ８ ２－５ 黒曜石

遺構外432 Ｈ－７Ｇ 石錐 一元 ３．６ ２．５ 1－０ ６－９ テーヤート

iin構外433 Ｈ・－７Ｇ 石繊 壱工 ２．２ １．８ 0.7 ２．７ チャ・・卜

遺構外436 Ｊ・６Ｇ 石繊 一元 ２．９ 2.1 0-6 ３．４ チャート

遺構外434 Ｈ７Ｇ 石鎌 》工 ２．４ １．９ 0-7 ２－８ チャート

遺構外509 Ｋ－－６Ｇ 石鍍 一元 1.9 1.4 ０．３ ０．６ 織密質安山岩

遺構外435 Ｊ６Ｇ 石錐 先端部欠損 (1.7） 1-6 ０．４ １．２ チャート

遺構外440 Ｊ－６Ｇ 石錐 先端部欠損 (2.3） 2-3 ０．６ ２．９ チャート

1０ iu:i構外437 Ｊ－６Ｇ 石銑 基部欠損 ２．３ (1.6） 0.4 0.8 黒曜石

1１ 遺構外439 Ｊ－６Ｇ 石鐡 》工 ２．７ Ｌ５ ０．６ １．５ チャート

1２ 迫描外510 Ｋ－８Ｇ 石鐡 吉元 ２．３ 1.7 ０．５ Ｌ７ デイサイト

1３ 遺構外513 Ｌ･‐７Ｇ 石嫉 2-0 1.5 0.3 0.5 チャート

1４ 遺構外523 東側地割れ 石雛 １．８ 1.7 0.3 ０．６ 織密質安;１１岩

1５ 遺構外520 表土 石鑑 壱工 １．８ 1.6 ０．４ ０．８ チャート

1６ 遺構外517 表土 石鑑 一元 １．５ ]、４ ０．３ 0.4 チャート

1７ 遺構外524 4域周辺 石鑛 基部欠損 ３－３ <1.4） ０．６ 2ユ チャート

1８ 遺構外515 Ｍ－５Ｇ 石鐡 一元 ］＿］ 0.9 ０．２ 0.1 チャート

1９ 遺構ﾀﾄ521 表土 石鹸 』工 2-0 2.0 ０．４ 0.8 黒曜石

2０ 遺構外516 Ｎ－．６Ｇ 石鍍 』工 １－３ 1.2 ０．２ 0.2 チャート

２１ 遺構外438 Ｊ６Ｇ 百錠 》工 2-3 1.6 ０．３ 1.0 チャート

2２ iH構外430 Ｆ－７Ｇ 石錐 一元 2-0 1.9 0２ 0.6 黒l]M【１石

2３ 遺構外518 表土 ;Ｈｆ錐 基部欠損 4-］ (1.8） 0.3 1.7 織密質安山岩

2４ 遺構ﾀＨ２０ Ｊ－５Ｇ 石錐 ５－３ 2-3 Ｕ８ 7.9 絨密質安山岩

2５ 遺構外511 Ｋ・８Ｇ 石識 》工 ２－６ １．６ ０．５ Ｌ５ 流紋岩

2６ 遺構外457 Ｋ－－７Ｇ 石錐 一元 9-0 5-2 ２－３ 94.0 デイサイト

2７ 遺構外456 3墳前庭 石錐 』工 ５．９ 5ユ ＬＯ 27.2 絨密質安山岩

2８ 遺構外519 表土 石匙 一元 ］＿１ 2.6 ０．５ 0-7 石英 模型

2９ 遺構外454 炭鼎 石匙 －部欠損 ５．５ (7.4） １．０ 3５．６ 繊密質安山岩 横型

3０ 遺構外512 Ｌ－７Ｇ 祈匙 一元 ３．５ 6.7 ０．９ 1２－６ デイサイト 横型

3１ 遺構外421 Ｋ･‐７Ｇ 石匙 基部欠損 2.3 3.2 ０．７ 3ユ チャート 横型

3２ 遺構外514 Ｌ－７Ｇ 石匙 ５．８ 3.3 ０．７ 9.3 デイサイト 縦型

3３ 遺構外484 Ｌ－６Ｇ 石匙 |I欠損 4.1 4.6 ０．８ 10.4 デイサイト 横型

3４ ii且構外422 ４境周辺 ﾋﾟｴｽ･ｴｽｷｰﾕ 一元 ３．３ 2.3 ０．８ 7-5 チャート

3５ 遺構外424 Ｆ－７Ｇ 玖状耳飾 1/４ 外径５．１ 内径２．８ ０．５ 7.2 滑石

3６ 遺構外423 Ｋ－６Ｇ 】た状耳伽 l/３ 外径６．７ 内径４．６ ０．６ 4.9 滑石

3７ 遺構外425 Ｍ－７Ｇ 垂飾 一元 ５－０ 4.1 ０．８ 2７．４ 輝石安山岩



挿図番号 繋理番号 取り上げ番号 器極 遺存状態 長さ 幅 厚 重最 石質 備考

遺構外4513８ Ｋ－６Ｇ 砥石 半分 (3.9） 4.6 1.0 砂岩2４．６ 

遺構外4503９ J－６Ｇ 有潤砥石 ほぼ完形 11.6 1０．５ 砂岩1.5 159.0 

遺構外5084０ Ｉ－６Ｇ 完スクレーパー 6.6 1０．２ 繊密質安山岩2.3 146.0 

遺構外4454１ I－５Ｇ 完スクレーパー ４．７ 8.3 0.7 デイサイト2９－４ 

遺構外4434２ Ｈ－７Ｇ 完スクレーパー 4.5 8.3 デイサイト0.8 2９．８ 

遺構外4464３ l－７Ｇ 完スクレーパー ４．２ 8.］ 1.3 デイサイト4１．０ 

遺構外4484４ I－４Ｇ 完スクレーパー 4.2 1０．３ 1.1 デイサイト52.0 

遺櫛外4474５ Ｉ－５Ｇ 完スクレーパー 4.0 6.0 0.9 デイサイト2５－６ 

遺構外4444６ I－３Ｇ 完スクレーパー ６．２ 7.2 2.0 デイサイト7４．５ 

遺構外4624７ Ｌ－７Ｇ 完スクレーパー 6.4 8.0 織密質安山岩１．７ 8５．５ 

遺構外4554８ J－５Ｇ 箆状石器 完 ７－２ 5.2 1.8 デイサイト5６．５ 

遺構外4414９ 箆状石器l－８Ｇ 完 6.8 3-6 繊密質安山岩1.4 37.0 

遺構外4605０ 箆状石器Ｋ－５Ｇ 完 7.9 織密質安山岩４－８ 1.7 6６．０ 

遺構外4615１ Ｋ－７Ｇ 箆状石器 完 9.2 5.5 1.8 デイサイト8２．０ 

遺構外442EHI I－６Ｇ 箆状石器 完 ７－２ 3.8 1．］ デイサイト3３．０ 

遺榊外4635３ 表土 完スクレーパー ７．６ 5.0 繊密質安山岩1.3 5７．０ 

遺構外464 表土5４ 箆状石器 基部のみ (4.2） 4.3 1.0 デイサイト1９．８ 

遺構外459顕 Ｎ－６Ｇ 礫器 完 ６．９ 1６．８ 1.8 333.0 凝灰質砂岩

遺構外4585６ Ｍ－６Ｇ２０ 礫器 完 6.7 1１．８ 3.9 安山岩質凝灰岩328.0 

遺構外504 表土5７ 打製石斧 完 1３．６ 5.6 2.6 デイサイト256.0 

遺構外4895８ 4境周辺 打製石斧 完 1２．１ 4.6 1.8 繊密質安山岩124.0 

ij勤溝外4975９ 表土 打製石斧 刃部欠損 (９．０） ５．１ 輝石安山岩2-3 1１３．０ 

遺構外491 炭窯6０ 打製石斧 完 8.9 6.0 2.7 繊密質安山岩160.0 

遺構外5016１ Ｋ－６Ｇ 打製石斧 完 8-3 5.1 2.］ 安山岩質凝灰岩8０．５ 

進i構外4956２ Ｋ－６Ｇ 打製石斧 完 8.6 乱６ 2.7 織密質安山岩9８．５ 

遺構外4886３ J－５Ｇ 打製石斧 完 10.0 ５．７ 2.0 繊密質安山岩118.0 

遺構外4966４ Ｌ－６Ｇ 打製石斧 完 1０．７ 5.8 2.4 絨密質安山岩180.0 

ii:i構外503 表土髄 打製石斧 完 8．５ 4.6 2.2 凝灰質砂岩7１．５ 

遺繊外4936６ Ｌ－６Ｇ 打製石斧 完 8.8 7.3 安山岩質凝灰岩1.6 8４．５ 

遺構外5026７ Ｌ－６Ｇ 打製石斧 基部欠損 (6.6） ５．３ 1.8 安山岩質凝灰岩6１．５ 

遺構外4986８ J－４Ｇ 打製石斧 完 11.1 6.3 2.8 安山岩質凝灰岩200.0 

遺構外5006９ 表土 打製石斧 基部欠損 (8.1） 5.3 2.］ 8３．０ ホルンフェルス

遺構外487 J－６Ｇ Ⅲ 打製石斧 完 8.7 5.5 2.0 織密質安山岩9６．５ 

遺構外4997,, Ｋ－５Ｇ 打製石斧 完 1４－６ 6.9 3-2 348.0 デイサイト

遺構外4947２ Ｎ－６Ｇ 打製石斧 完 8.8 5-6 3.0 120.0 デイサイト

道１遜外5057３ 表土 打製石斧 完 1１．５ 5.7 3.2 凝灰質砂岩214.0 

遺構外5067４ 表土 打製石斧 完 1０－４ 6.5 3.3 織密質安山岩226.0 

遺構外4867５ 打製石斧ｌ－６Ｇ 完 7.8 5-8 1.7 安山岩質凝灰岩8５．５ 

Zａ３ 

挿図番号 轄珂悉響 取り上げ番o号 器菰 逝存状態 長さ |隅 厚 重凰 石質 備考

3８ 遺構外451 Ｋ－６Ｇ 砥石 半分 (3.9） ４．６ 1.0 2４．６ 砂岩

3９ 遺鱗外450 Ｊ－６Ｇ 有溝砥石 ほぼ完形 1１．６ 1０．５ ]､５ 159.0 砂岩

4０ i図7構外508 Ｉ－６Ｇ スクレ･･パー。 ）工 ６．６ 1０．２ 2-3 146.0 織密質安１１１岩

4１ i旦構外445 Ｉ５Ｇ スクレーパー 一元 ４． 8.3 ０．７ ２９－４ デイサイト

4２ 遺構外443 IＩ－７Ｇ スクレーパ･・ 一元 ４．５ 8.3 ０．８ 2９．８ デイサイト

4３ 遺構外446 １．－７Ｇ スクレーパー 一元 ４２ 8.1 1.3 4ＬＯ デイサイト

4４ 辿構外448 １．４Ｇ スクレーパー 一元 ４．２ 1０．３ 1．１ 5２．０ デイサイト

4５ 〕世i構外447 Ｉ－－５Ｇ スクレーパー 一元 ４．０ 6.0 ０．９ 2５．６ デイサイト

4６ 遺楠外444 Ｉ－３Ｇ スクレーパー 》工 ６．２ 7.2 ２．０ 74.5 デイサイト

遺構外462 Ｌ・７Ｇ スクレーパー 一元 6-4 8.0 １．７ 85.5 鍬密質安LiI岩

4８ 迫椛外455 J－５Ｇ 箆状石器 一元 ７．２ ５．２ １．８ 5６．５ デイサイ！

4９ i且構外441 Ｉ－８Ｇ 箆状石器 吉元 6.8 ３．６ １－４ 3７．０ 織密質安11｣岩

5０ 遺構外460 Ｋ・５Ｇ 箆状石器 一元 7.9 ４．８ 1-7 66.0 織密質安u｣岩

5１ 遺構外461 Ｋ・・７Ｇ 箆状石器 完 9.2 ５．５ 1.8 82.0 デイサイト

5２ 遺構外442 Ｉ－６Ｇ 箆状汽器 ７．２ ３．８ １．１ ３３．０ デイサイト

5３ 遺構外463 表土 スクレーパー 完 7.6 ５．０ 1.3 ５７．０ 纈密質安11｣岩

5４ 遺構外464 表土 箆状石器 基部のみ (4.2） ４．３ 1.0 1９．８ デイサイト

5５ 追構外459 Ｎ‐－６Ｇ 礫器 一元 6.9 1６．８ 1.8 333.0 凝灰質砂岩

5６ liE1構外458 Ｍ－６Ｇ２０ 礫器 ６．７ １１－８ 3.9 328.0 安山岩質凝灰岩

5７ 遺構外504 表土 打製石斧 』工 1３．６ 5.6 2.6 256.0 デイサイト

5８ 遺梢外489 ４境周辺 打製石斧 1２．１ 4.6 1.8 124.0 繊密質安山岩

5９ 遺構外497 表土 打製石斧 刃部欠損 (9.0） 5.1 ２．３ I]３．０ 輝石安山岩

6０ 遺構外491 炭窯 打製石斧 》工 ａ９ 6.0 ２．７ 160.0 織密質安'1;岩

6１ 遺構外501 Ｋ－６Ｇ 打製石斧 一元 ８△３ 5.1 ２．１ 8０．５ 安山岩質凝灰居

6２ 遺構ﾀﾄ495 Ｋ－６Ｇ 打製石斧 一元 ８．６ 5.6 ２．７ 9８．５ 絨密質安山岩

6３ 遺構外488 Ｊ－５Ｇ 打製石斧 》工 1０．０ 5.7 2.0 118.0 織密質安山岩

6４ i且構外496 Ｌ－６Ｇ 打製石斧 》工 10.7 5.8 ２．４ 180.0 織密質安l]岩

6５ ifi構外503 表土 打製石斧 完 ８．５ ４．６ ２－２ 7Ｌ５ 凝灰質砂岩

６６ 遺構外493 Ｌ－６Ｇ 打製石斧 ・８．８ ７．３ １．６ 8４．５ 安山岩質凝灰

６７ 遺構外502 Ｌ‐６Ｇ 打製石斧 基部欠損 (6.6） ５．３ 1８ 6１．５ 安山岩質凝灰岩

6８ 遺構外498 J－４Ｇ 打製石斧 一元 1１．１ ６．３ 2.8 200-0 安【11岩質凝灰岩

6９ 遺構外500 表土 打製石斧 基部欠損 (8.1） ５．３ 2.1 8３．０ ホルンブェルス

7０ 遺構外487 Ｊ・６Ｇ 打製石斧 一元 8.7 ５．５ 2.0 9６．５ 敏密質安山岩

７１ 遺構外499 Ｋ－－５Ｇ 打製石斧 一元 1４．６ ６．９ 3.2 ３４８．０ デイサイト

7２ iin構外494 Ｎ６Ｇ 打製石斧 8.8 ５．６ 3.0 12().0 デイサイ］

7３ 遺構外505 表土 打製石斧 》工 1１．５ 5.7 3.2 214.0 凝灰質砂岩

7４ 遺構外506 表土 打製新斧 1０．４ ６．５ 3.3 226.0 織密質安LII岩

7５ 辿構外486 Ｉ－６Ｇ 打製石斧 》工 ７．８ 5.8 Ｌ７ 8５．５ 安山岩質凝灰岩



備考石質爾量幅 厚遺存状態 長さ取り上げ番号 器種繋理番号挿図番号

デイサイト154.0 ２．４ 完 9.8 6.2 打製石斧Ｒ－５Ｇ 遺構外5077６ 

敏密質安山岩２．３ 1６７－０ 完 ５－６ 1１．０ 打製石斧l墳主体部遺構外4907７ 

絨密質安山岩3.3 236.0 完 1２．９ ６．５ 打製石斧遺構外492 Ｒ－４Ｇ 7８ 

デイサイト555-0 ７．３ 完 7.0 三角錐型石器 1３．３ J－５Ｇ 遺構外4537９ 

安山岩質凝灰岩3.8 284.0 完 5.4 9.2 スタンプ型石器Ｋ－６Ｇ 遺構外4528０ 

安山岩質凝灰岩1.2 4７－６ 完 ３－７ 尖頭器型石器 11.3 遺構外485 表土8１ 

変はんれい岩(6.2） 323.0 (12.9） 3．１ 刃部欠損磨製石斧表土遺構外449BEI 

輝石安山岩323.0 4.5 7.0 完 8.2 磨石遺構外467 Ｌ－６Ｇ BWH 

輝石安山岩423-0 3.5 完 8.0 磨石 1０．７ 表土遺構外4738４ 

閃緑岩455.0 8.3 ４．９ 完 ８．６ 磨石遺構外471 Ｋ－７Ｇ BH5 

輝石安山岩319.0 3.8 完 7.7 8.6 磨石Ｌ－６Ｇ 遺構外4798６ 

輝石安山岩3-6 283.0 完 7-4 7-4 磨石遺構外477 Ｍ－６Ｇ 8７ 

輝石安山岩473-0 8.8 4．１ 完磨石 1０．０ 遺構外531 1溝8８ 

輝石安山岩449.0 3.0 9.1 完 1１．４ 凹石遺構外529 Ｋ－７Ｇ 8９ 

炭化物付着輝石安山岩472.0 3．１ 9.6 完磨石 1１－８ 遺構外525 Ｋ－５Ｇ 9０ 

輝石安山岩610.0 5.2 8.0 完磨石 11-4 遺構外526 ｣－６Ｇ 9１ 

輝石安山岩982.0 5.0 1０．６ 完 1２８ 凹石遺構外528 Ｈ－６Ｇ 9２ 

炭化物付着輝石安山岩5.5 720.0 完 8.3 磨石 1２．３ 遺構外532 Ｋ－７Ｇ 9３ 

閃緑岩290.0 3.3 完 5-2 磨石 lＬ７ 遺構外476 Ｌ－６Ｇ 9４ 

輝石安山岩438.0 3.6 完 1２．９ 7-5 磨石遺構外481 Ｊ－６Ｇ 9５ 

輝石安山岩465.0 6-8 完 ４．４ 1２－１ 凹石遺構外530 Ｋ－７Ｇ 躯

炭化物付着輝石安山岩406.0 3.8 完 1０．８ ７－０ 凹石Ｋ－５Ｇ 遺櫛外5279７ 

輝石安山岩630.0 9.9 5.2 完 10.7 凹石遺構外482 j－６Ｇ 9８ 

炭化物付･着輝石安山岩4.3 508.0 6.2 完 1４．５ 凹石遺構外472 Ｌ－６Ｇ 躯

輝石安山岩5.6 654.0 完 1１．２ 8.6 磨石遺構外478 Ｒ－５Ｇ 100 

閃緑岩600.0 3-7 完 ９－４ 11.4 凹石遺構外466 Ｋ－７Ｇ 101 

炭化物付着輝石安山岩541-0 6.2 5.8! 完 11.0 凹石遺構外469 Ｎ－４Ｇ 1０２ 

炭化物付着輝石安山岩1278.0 5.5 完 1６－７ 9.4 磨石遺構外474 Ｑ－５Ｇ 103 

閃緑岩512.0 5.3 6.9 完 112 凹石遺構外468 Ｍ－８Ｇ 104 

輝石安山岩(8.1） 4.3 326.0 半分 9.8 凹石遺構外470 Ｍ－６Ｇ 105 

閃緑岩3.8 396.0 (10.6） 6.8 3/４ 凹石表土遺構外475１０６ 

輝石安山岩416.0 3.9 完 1１．９ 7-0 四石遺構外480 J－６Ｇ 1０７ 

輝石安山岩349.0 ２．７ 9.2 完 1３－５ 凹石J－５Ｇ 遺構外483108 

輝石安山岩418.0 4.3 9.0 完 1１－６ 凹石遺構外465 Ｌ－７Ｇ 109 

炭化物付着輝石安山岩5.9 部927_(）完 2９．７ 2２．４ Ｋ－５Ｇ、表土 多孔石遺構外536110 

輝石安山岩846 (13.1） 5.5 一部 (１１．１） 石皿遺構外533 Ｎ－４Ｇ 11］ 

多孔質安山岩(18.6） 1513.0 (14.4） 4.7 一部石皿遺構外534 Ｄ－３Ｇ 112 

赤色顔料付着輝石安山岩(17.7） 1399.0 5.4 2/３ 16.0 石皿遺構外535 Ｌ－７Ｇ １１３ 

15型

挿図番号 轄理番号 取り上げ番号 器種 逝存状態 長さ 幅 厚 工垂 石質 備考

７６ iii構外507 Ｒ－５Ｇ 打製石斧 』元 ９．８ 6.2 ２．４ 154.0 デイサイト

7７ 遺構外490 1墳主体部 打製石斧 一元 1１．０ 5.6 ２－３ 167 繊密質安山岩

巡構外4９ Ｒ・‐４Ｇ 打製石斧 一元 1２－９ 6.5 ３．３ 236 撤密質安山岩

7９ 遺構外453 Ｊ５Ｇ 三角錐型石器 1３．３ 7.(） 555 デイサイト

8０ 遺構外452 Ｋ－６Ｇ スタンプ型石器 完 ９．２ 5.4 ３．８ 284 安山岩質凝灰岩

8１ 遺構外485 表土 尖頭器型石器 一元 1１．３ ３．７ Ｌ２ lｌ７ 安山岩質凝灰岩

8２ iim構外449 表土 磨製石斧 刃部欠損 (12.9） (6.2） ３ユ 323 変はんれい岩

8３ 逝構外467 Ｌ－６Ｇ 磨石 一元 8.2 7.0 ４．５ 323 jlif石安山岩

8４ 逝構外473 表土 磨志 一元 10.7 8.0 3.5 423 輝石安山岩

８５ 遺構外471 Ｋ－７Ｇ 磨石 〕工 8.0 ８．３ 4.9 455 閃緑岩

８６ 辿構外479 Ｌ－－６Ｇ 磨石 》工 8.6 3.8 319 輝石安山岩

８７ 遺構外477 Ｍ‐６Ｇ 磨石 吉元 7.4 ７．４ 3-6 283 輝石安山岩

8８ 遺構外531 lJfi￥ 磨石 壱元 10.0 ８．８ 4.1 473 輝石安山岩

8９ 巡構外529 Ｋ－－７Ｇ 凹石 一元 1１．４ ９．１ 3.0 449 師石安山岩

9０ 遺椛外525 Ｋ－５Ｇ 磨石 lＬ８ ９．６ 3.1 472 輝石安山岩 炭化物付着

9１ 過構外526 Ｊ・－６（〕 磨石 一元 １１－４ ８．０ ５－２ 610 i脳死｢安山岩

9２ 遺構外528 Ｈ－６Ｇ ''１石 》元 1２．８ 1０－６ ５－０ 982 輝石安山岩

9３ 遺構外532 Ｋ‐・７Ｇ 磨石 ｛元 1２．３ 8.3 ５－５ 720 輝石安1.11岩 炭化物付着

9４ 遺構外476 Ｌ－６Ｇ 磨石 》工 1１．７ 5-2 ３．３ 290 閃緑岩

9５ 遺構外481 Ｊ‐６Ｇ 磨石 一元 1２．９ 7.5 ３．６ 438 輝石安山岩

9６ 遮構外530 Ｋ－７Ｇ 凹石 1２．１ 6.8 ４－４ 465 輝泊安山岩

9７ 遺構外527 Ｋ･‐５Ｇ 凹石 一元 1０．８ 7.0 ３．８ 4106 輝石安IRI岩 炭化物付着

9８ 過構外482 Ｊ・６Ｇ 凹石 一元 1０．７ 9-9 5.2 630 輝石安山岩

9９ 遺構外4７ Ｌ－６Ｇ P１１石 完 1４－５ 6-2 4．３ 508 l;妬i安山岩 炭化物付着

100 遺構外478 Ｒ５Ｇ 磨石 完 11.2 8.6 5.6 6５４． 輝石安11;岩

101 辿構外466 Ｋ－７Ｇ 凹石 ｛工 1１－４ ９．４ 3.7 600 閃緑岩

102 迎構外469 Ｎ・－４Ｇ 凹石 一元 lＬＯ ６．２ 5.3 541 輝石安山岩 炭化物付着

103 遺構外474 Ｑ・５Ｇ 磨石 一元 1６－７ ９．４ 5.5 1278 輝石安山岩 炭化物付着

104 近構外468 Ｍ－８Ｇ 凹石 】元 1１．２ ６．９ ５．３ 512 閃緑岩

105 iil聯i外`170 Ｍ６Ｇ 凹石 半分 (8.1） ９．８ 4.3 326 輝石安山岩

106 iillji臘外475 表土 凹石 ﾖﾉ４ (10-6） ６．８ ３．８ 396 閃緑岩

107 遺構外480 Ｊ・６Ｇ 凹石 一元 11-9 7.0 ３．９ 416 輝石安１１;岩

108 辿椛外483 Ｊ－５Ｇ UJI石 1３．５ 9.2 ２．７ 349 輝石安山岩

109 遮構外465 Ｌ７Ｇ '111石 ユ１．６ 9.0 ４．３ 418 輝石安山岩

110 遺構外536 Ｋ‐５Ｇ、表土 多孔石 一元 2２．４ 2９．７ ５．９ ５３２７ 輝石安１１｣岩 炭化物付着

１１］ 逝構外533 Ｎ４Ｇ 石皿 一部 (11.1） (13.1） ５．５ 8〈 輝石安山岩

112 辿楕外534 Ｄ－．３Ｇ 石Ⅲ －部 (14.4） (186） ４．７ 1513 多孔質安山岩

113 遺構外535 Ｌ－７Ｇ 石皿 2/３ (17.7） 16.0 5.4 1399.0 輝石安山 赤色顔料付着



第VI章古墳時代の遺構と遺物

本遺跡において、古墳時代の遺構は古墳が４基確認・調査されている。いずれも昭和10年実施され同

13年３月に刊行された『上毛古墳綜覧」に未登載の古墳である。古墳の名称としては、新屋敷漏１号境

から漏４号境とそれぞれ命名する。

新屋敷漏１号境（第102.103図、ＰＬ－１６）

本古墳は調査区の北東部（Ｑ－５．６Ｇ）に位置する。南北に長い舌状台地の鞍部の傾斜変換点に近

い平坦部に立地する。標高は232.0～232.5ｍを測る。調査前墳丘は確認できず、表土除去の際円礫が多

数散在したことから古墳の存在が予想された｡調査は､散在する円礫を丁寧に除去し主体部の確認に至っ

た。当初からその保存状態が良くないことが窺われた。また、覆土中を含め周辺からの遺物の出土はな

かった。

主体部は、南に開口する横穴式石室で、玄室と羨道に区分される。天井石はすでに失われていた。石

室の形状は羽子板状を呈する両袖型石室で開口方位Ｎ－６'一Ｅである。玄室床面は、やや堅織であった

が遺物等の出土の皆無とも相まって構築時に石等の被覆があったかは不明である。羨門に閉塞が施され

ていた。閉塞は自然石を小口に積み上げていた。羨道部においても床面の状況は玄室と同様で構築時の

状況は把握できなかった。

石室の掘り方は歪んだ長楕円形を呈し、長軸長7.92ｍ、短軸長3.90ｍを測る。石室石組の裏込めは、

人頭大程度の円礫を寄せ掛け詰め込むとともに目潰し砂利を詰めて被覆を行っている。

石室各部の計測値は、石室全長3.82ｍ・玄室長1.98ｍ・玄室奥幅ＬＯ８ｍ・玄室前1幅0.92ｍ・羨道長1.

84ｍ・羨道幅0.44ｍを測る。

前庭部は、明確でないものの主体部主軸方向に対し直交する長軸方向を有する楕円形の掘り込み有す
る。

新屋敷漏２号境（第103図、ＰＬ－１６）

本古墳は調査区のほぼ中央（Ｋ・Ｌ－６Ｇ）に位置する。墳丘は確認できず、天井石をはじめ奥壁・

側壁と思われる石も確認できないところから､古墳である明確な根拠を欠くが､確認された石敷きをもっ

て玄室内と推定する。主軸方向はＮ－３９ｏ－Ｅである。

遺構に伴う掘り方も確認できなかった。．

新屋敷漏３号墳（第104図、ＰＬ－１６）

本古墳は、調査区中央部やや南寄り（１－５．６Ｇ)、標高228.0～228.5ｍに位置する。漏１号境およ

び漏２号境同様墳丘は確認できなかった。

主体部は南に開口する横穴式石室で、本来玄室および羨道に区別されるものと思われるが羨道および

玄門周辺は撹乱されており構造は明確でない。天井石も失われていた。

石室の掘り方は歪んだ長楕円形を呈し、長軸長4.60ｍ、短軸長2.12ｍを測る。石室石組に裏込めは、

認められなかった。

石室各部の計測値は、玄室奥１幅が0.60ｍを測ることが判るのみでその他の詳細は不明であった。

Z５５ 
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出土遺物は、撹乱された羨道部周辺で土師器の杯破片が出土している。

遺構の構築時期は、前述の土師器の杯から７世紀の後半期を想定しておく。

新屋敷漏４号壜（第１０５．１０６図、ＰＬ－１７）

本古墳は調査区の南西部（ＢｏＣ－２．３Ｇ)、224.0～225.5ｍに位置する。南北に長い舌状台地の鞍

部の傾斜変換点に近い平坦部に立地する。調査前墳丘は確認できず、表土除去の際円礫が多数散在した

ことから古墳の存在が予想された。調査は、散在する円礫を丁寧に除去し主体部の確認に至った。当初

からその保存状態が良くないことが窺われた。

主体部は、南に開口する横穴式石室で、玄室と羨道に区分される。天井石はすでに失われていた。石

室の形状は羽子板状を呈する両袖型石室で開口方位Ｎ－５．－Ｅである。玄室床面は、やや堅繊であった

が遺物等の出土の皆無とも相まって構築時に石等の被覆があったかは不明である。羨門に閉塞が施され

ていた。閉塞は自然石を小口に積み上げていた。羨道部においても床面の状況は玄室と同様で構築時の

状況は把握できなかった。

石室の掘り方は歪んだ長楕円形を呈し、長軸長5.44ｍ、短軸長3.78ｍを測る。石室石組の裏込めは、

人頭大程度の円礫を寄せ掛け詰め込むとともに目潰し砂利を詰めて被覆を行っている。

石室各部の計測値は、石室全長3.58ｍ・玄室長1.84ｍ・玄室奥幅1.04ｍ・玄室前幅1.08ｍ・羨道長1

74ｍ・羨道幅0.82ｍを測る。

前庭部は、明確でないものの主体部主軸方向に対し直交するやや歪な楕円形の掘り込みを有する。

出十遺物は、前庭部で須恵器の長頚壷(第107図１）が割れて散乱する状態で出土している。また、玄

室内の埋土中から刀子の基部破片（第107図２）が１点出土している。

遺構の構築時期は、前庭部から出土した須恵器の長頚壷から７世紀の後半期を想定しておく。

出土遺物（第107図）

１は、やや軟質の須恵器。長頚壺で、口径8.8cm、頚部径5.8cm、胴部径17.9cm～器高21.8cmを測る。

胴部上部は掻き目整形、下部は回転へラ整形を施す。

２は、刀子の基部破片で残存長5.8cmを測る。
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第107図漏４号墳出土遺物

第VII章歴史時代の遺構と遺物

炭窯（第108図、ＰＬ－１７）

本遺構は、調査区の南東部（Ｅ・Ｆ－９Ｇ)、標高221.0～222.5ｍに位置する。確認面は、表土を除去

した直下のローム面であった。

平面形態は、扁平な羽子板状を呈し、全長9.62ｍ、燃成室長6.51ｍ、燃焼室長361ｍを測る。燃成室

の最大幅は2.50ｍ、燃焼室最大幅195ｍ、焚き口部1幅1.33ｍを測る。主軸方向はＮ－５１ｏ－Ｗである。

燃成室床面は、緩やかに焚き口部に向かって傾斜する。天井部は、覆土中に崩落土が認められないが、

燃成室奥壁及び奥壁よりの側壁でオーバーハングが認められ、存在したであろうことが想定できる。壁

は、全体的にほぼ垂直に近い立ち上がりを呈し、壁高105cmを測る。覆土の堆積状況は、黒褐色土･暗褐

色土・ローム質土が互層を成し数次の操業が想定できる。また、煙道との接合部周辺の床面直上に操業

の際に未回収の木炭が出土している。

燃焼室の床面は焚き口部から、左右両壁は垂直に近く立ち上がる。覆土の堆積状況は焼土粒子・炭化

物粒子を含む暗褐色土・焼土が互層を成す。また、人頭大の礫が数個床面から浮いた状態で出土してい

る。

煙道は奥壁から1.50ｍほど焚きロよりの東側壁に付設され、壁面から約20cmで立ち上がる。立ち上が

りの上面で人頭大の礫及び鉱津の塊が出土しており、煙出はこれらにより組まれていたいたものと想定

できる。また、燃成室と接点を持たない未貫通の掘り込みが２本認められる。

出十遺物は木炭のみで、本遺構の構築・操業時期を否定できる資料はなかった。

ZCX2 
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ｿざ １層暗褐色土砂質土。

２層鈍い黄褐色土ロームＢｏ

３層黒褐色土灰白色軽石(Hr-FP)多
量均質混入。

４層暗褐色土混入物少ない。

５．２７層鈍い黄褐色土ロームＢ・粒多
量均質混入。

６層暗褐色土黄白色軽石多量混入。

７層黒褐色土黄色軽石混入。

８．１４．２２．５１層暗褐色土

９．１２層暗褐色土黄白色軽石混入。

１０．１１．１８．１９．４９層黒褐色土

13層暗褐色土黄白色軽石混入｡焼土粒。
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15層暗褐色土炭化物粒・焼土粒・ロー

ム粒混入。

16.31層焼土層。

17層暗褐色土均質ローム質土。

20層暗褐色土

21層黒褐色土灰混入。

23層黒褐色土ローム粒混入。

24.39層暗褐色土ローム粒混入。

25層暗褐色土ローム粒点在。

26層黄褐色土ロームＢ混入。

28層撹乱層。

29層黒褐色土灰多量．炭化物混入。

30層暗褐色土焼土粒・炭化物粒混入。

ロームＢ・粒点在。

32層鈍い黄褐色土ロームＢ・焼十対混
入。

33層黒褐色土炭化物・焼土粒・ローム
Ｂ・粒混入。

34層暗褐色土炭化物粒点在。

35層黄褐色土焼土粒混入。

36層暗褐色土灰・炭化物粒混入。

37層黒褐色土大型炭化物多量混入。

38.40層暗褐色土灰．炭化物粒．焼土
粒混入。

41.43層暗褐色土炭化物粒混入。

42層暗褐色土炭化物粒．焼土満混入。

44層鈍い黄褐色土ローム粒混入。

45.46層暗褐色土ロームＢ混入。

47層暗褐色土ロームＢ・炭化物混入。

48.50層灰白魚十

第108図炭窯平・断面図
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第VIII章中世・近世の遺構と遺物

第１節中世古墓

新屋敷古墓（第109図、ＰＬ－１８）

墓域は、遺跡を載せる台地が西にやや張り出すＨ・Ｉ－１Ｇの標高225.0～226.5ｍに位置する。本遺

構の確認の経緯は、試掘確認調査を実施するにあたって土木重機により伐採・抜根を実施した際、該当

地域の周辺から五輪塔（第111図10～16）が出土したことによる。五輪の出土状況には不明な点が多い。

その後人力により慎重に周辺を調査し板碑の検出及び青磁片（第110図１）の出土を見た。

上部構造には墓域を示す明確な区画は認められなかった。人頭大の円礫を配し板碑を墓標としたもの

と思われる。

下部構造として検出した遺構は、長方形を呈する土葬墓を４基確認したが、上部構造と明確に一致す

るという状況ではない。墓域に伴う遺物としては、五輪塔・板碑片・青磁片のみであった。

第１号墓擴は、南北に長軸方向を有する長方形を呈し、南北1.52ｍ、東西1.10ｍ、深さ95cmを測る。第

２号墓擴は、南北の長軸方向を有する長方形を呈するものと思われるが第７号溝に西半部を切られる。

南北1.32ｍ、深さ47～61cmを測る。第３号墓曠は、東西方向に長軸方向を有する長方形を呈し、東西1.

56ｍ、南北0.76ｍ、深さ27～50cmを測る。第４号墓壌は、第３号墓の北に隣接し並行して位置する。第

３号墓同様東西方向に長軸方向を有する長方形を呈し、東西1.36ｍ、南北080ｍ、深さ40～71cmを測る。

古墓出土遺物（第110.111図）

ｌは、龍泉窯系の青磁片で外面に鎬連弁文を有する碗である。胎土は織密で、灰白色を呈する。釉は

明緑灰色を呈し、発色は良好である。

２～９は、緑色片岩製の板碑片で、２にはわずかに種子キリーク（阿弥陀如来）が読める。いずれも

磨滅・剥離が著しい。１０～16は五輪塔であるが、いずれにも刻字等は認められない。

古墓士層説明

１層暗褐色土ローム粒混入。２層暗褐色土ロームＢ混入。

３層黒褐色土黄色軽石・灰白色軽石（Hr-Fp）混入。砂質。炭化物混入。

４層暗褐色土ロームＢ・粒混入。５層暗褐色土砂質。６層暗褐色土ローム粒点在。７層黒褐色土砂質。

８層黒褐色土非常に砂質。９層暗褐色土ローム粒混入。１０層暗褐色土砂質。

11層暗褐色土ロームＢ・粒、炭化物混入。１２層暗褐色土ロームＢ・粒混入。１３層灰褐色土粘質土。

14層暗褐色土ローム粒混入（均質)。炭化物粒点在。１５層暗褐色土ロームＢ点在。１６層暗褐色土ロームＢ・粒混入。

17層暗褐色土ロームＢ混入。１８層暗褐色土ロームＢ・粒混入。

19層暗褐色土ロームＢ・粒混入。１８層に酷似。１８層より均質で明るい。２０層暗褐色土ロームＢ・粒混入（多量・均質)。

21層暗褐色土均質土。２２層鈍い黄褐色土ロームＢ混入（多量)。

23層暗褐色土１１層に酷似。１１層より均質で、ローム粒多且混入。

24層暗褐色土ローム粒混入。２５層暗褐色土ローム粒混入（均質)。２６屑黒褐色土砂質。
27層暗褐色土ロームＢ混入。２８屑暗褐色土ローム粒混入（均質)。砂質。２９層暗褐色土ローム粒混入。

30層暗褐色土ロームＢ・粒混入。３１層黒褐色土ローム粒混入。３２屑黒褐色土焼土粒混入。３３層焼土Ｂ・粒

34層暗褐色土焼土粒点在。３５層黒褐色±ロームＢ・粒点在。砂質。３６層黒褐色土ロームＢ・粒混入。

37層黒褐色土灰白色軽石（Hr-Fp）・ローム粒混入。３８屑暗褐色土ロームＢ・粒混入。

39層暗褐色土ロームＢ・粒混入。４０層暗褐色土ローム粒混入（多量)。４１層暗褐色土ローム質土

42層黒褐色土ロームＢ・粒混入。４３層暗褐色土ローム粒混入。４４層黒褐色土ローム粒混入（均質)。

45層鈍い黄褐色土ローム粒混入。４６層暗褐色土ローム粒点在

16型
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第２節廃社
EＦ 

廃社(第112.113図､ＰＬ－１９）

調査区の北部（Ｏ～Ｑ－３

～５Ｇ）に位置する。試掘・

確認調査の際、石の祠を確認

したため、重機による確認を

避け人力により周辺を精査・

検出作業を実施した。確認さ

れた遺構は、石の祠・礎石建

物で、ほかに寛永通寶を集中

的に出土した。

遺構の占地する地域は、台

地の鞍部で南を開放し「．」

の字状の平面形態を呈する削

平面を造成する。この造成に

よって北・東・西の３方と削

平面との比高差は0.8～1.0ｍ

を測る。この削平面のほぼ中

央に南北に主軸を持ち礎石を

有する建物跡が検出した。ま

た、当初確認した石の祠は削

平面の北奥中央やや西寄りに

位置する。

礎石建物は、主軸方向Ｎ

-11.-Ｗで、東西２間、南北

３間の建物を構成する１～１０

の10個の礎石それに伴い2.5

ｍ南に間隔2.5ｍの11.12の２

個の礎石の計12個の礎石が確

認された。礎石として原位置

を保ったものは５．９．１０．

１１のみで、他は礫を充填した

地業状の窪みおよび建物の重

量によってできた堅絨面から

存在を確認した。柱間は1.

8～2.2ｍであった。北東隅の

礎石３の周辺からは寛永通寶

，。；
ＩＤ ０ 

1３ 

2３１．３ 

一戸一

第114図廃社埋納銭出土状況平・断面図
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第118図埋納銭拓影（３）

（第119図２～９)がまとまって出土している。礎石３は建物の鬼門の方角の礎石に当たることから社殿

構築時における祈念に使われたものと思われる。これらの礎石の配置から想定される建物は東西２間、

南北３間の長方形を呈する主殿とそれに伴う拝殿もしくは入り口施設と考えられる。

石の祠は、礎石建物の北北東奥、造成によって作出された傾斜面の中央部やや西寄りに位置し、東西

3.6ｍ・南北2.0ｍの範囲に扁平な石を敷き詰めた区画を前面に有する。この区画の手前に立石が左右両

端に存在する。祠自体は、組み直したものと思われ屋根が２個存在する。この石敷きの区画の東には長

軸長1.8ｍの大きな石が約50cmの間隔で２個据えられている｡さらに北東隅に向かい石列が並び何らかの

施設が存在したことを伺わせる。

礎石３の東南東4.56ｍの削平造成面からは寛永通寳が65枚（第116～118図、拓本のとれなかった鉄銭

Z7型



１枚を含む）出土している。出土状況は、明確な掘り込み等埋設のための施設は認められないが、繊維

状の遺物がこれらの銭貨の間に認められることから、紙片に包んであった可能性がある。

廃社周辺からの出土遺物は、銭貨のほかは陶磁器片瓦片･不明鉄製品がある。（図示は銭貨以外は省略

した｡）

３ ２ １ 

壗鰯 ６ ４ 

鯵『 ９ ８ 鰺
鯵
鯵

０
 

３
 

１２ １１ 

鯵Ⅱ ５ 1３ 

,､鯵1７ 1６ 

鐵蠅鯵1９ 

第119図廃社周辺出-k銭拓影
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第44表埋納銭観察表

厚(､） 重量(9)挿図番号 銭貨銘 材質 外径tn0 備考銭貨銘 材質 外径(pnリ 厚Old 重量(9) 備考挿図番号

寛永通寳 銅寛永通寶 銅 2.6 2．２３ 1.15 2.4 3３ ２－３２ Ｉ ] 

寛永通費 銅寛永通寳 銅 3４ 2．４４ Ｌ］ 3.2 ２ 2－４９ 1.2 3.7 

寛永通寶 銅寛永通寶 銅 2．３２ 2.3 3５ 2．４５ 1-1 3.］ 1.］ & 

寛永通寶 銅寛永通寶 銅 2.8 3６ ２．４７ 1．０５ 3.1 2．４７ 1.2 ４ 

寛永通寶 銅寛永通寶 銅 2．３４ 3.3 2．４７ 1.3 3.3 3７ 1．２ ｡ 

寛永通寳 銅寛永通寶 銅 2．２７ 1-2 2.8 2－４５ 1.2 3.］ 3８ ６ 

寛永通寳 銅寛永通寳 銅 3.2 2．３３ 2.5 3９ ２－４６ 1．１５ 1.1 ７ 

寛永通賓 銅寛永通寳 銅 4０ 2.3 Ｌ］ 2.7 2－３１ ８ １ 2.5 

寛永通寶 銅寛永通寳 銅 4］ 2．４７ 1．２５ 3.1 ９ 2．４３ 1.3 3.4 

｢文」字寛永通賓 銅寛永通寳 銅 4２ 2．４９ 1.3 3.5 10 2．２５ 1．０５ 2.5 

銅寛永通寳寛永通寳 銅 ２．３４ 1.1 2.2 2．２９ 2.6 4３ 1.15 11 

寛永通寳 銅寛永通寳 銅 2．４９ １ ３ 1.15 4４ １２ 2－３６ ３ 

寛永通寳 n文」字｢文」字 銅 3.9 寛永通寳 銅 1．２５ ２．５４ 1．２５ 2．８ 4５ 2．５３ 1３ 

寛永通寶 銅 ２１８ 寛永通寳 銅 4６ 1.1 2-2 2．４３ 1２ 3.5 １４ 

寛永通寳 銅寛永通寳 銅 ２．４］ 1.2 3.2 4７ 2．４７ 1.2 3.1 1５ 

寛永通寳 銅 ３ 寛永通寶 銅 4８ ２．４６ 1．１５ 1６ 2．５５ 1.1 3-4 

寛永通寳 銅 1．２ 2.8 寛永通寶 銅 ２．３２ 0.9 2ｺ 4９ 1７ 2－３７ 

銅寛永通賓寛永通寳 3.6 銅 2.8 5０ ２．４５ 1．３ 1．０５ 1８ 2．３４ 

寛永通寶 銅寛永通寳 ２．３］ 2.7 銅 １ 2.6 5１ 2．３２ １ 1９ 

寛永通寶 銅寛永通寶 銅 2.3 １ 2.9 5２ 2．４９ ］ ２．９ 2０ 

寛永通寳 銅寛永通寳 銅 2．４９ 1．４ 3.7 鑑2．５９ 1．３５ ３．９ 2１ 

E文」字寛永通寶｢文」字 銅 2．５２ 1．２５ 4.1 寛永通寶 銅 5４ 3.1 2．５３ 1.05 2２ 

寛永通寳 銅 1．２５ 2.9 2．４６ 寛永通寶 銅 5５ 1.2 3.8 2３ 2－５７ 

寛永通寶 銅 2.4 寛永通寳 銅 5６ 2．３６ I 3.3 ２．４６ Ｌｌ５ 2４ 

｢文」字寛永通寶 銅 2．５２ 1．１５ 2.8 寛永通寶 銅 1．２ 2.5 2．４５ 2５ 、Ｉ

寛永通寳 銅寛永通寶 銅 ２．５７ 1．１ 3.4 1.8 5８ 2.3 0.9 2６ 

寛永通寶 銅寛永通寶 ２．３］ 1.2 2.1 銅 2.4 1.05 2.6 5９ 2７ 

寛永通寳 銅 3.3 2．５８ 寛永通寳 銅 6０ 1.05 2.7 ２．３１ 1.1 2８ 

寛永通寶 銅 2．４８ 1.2 3.3 寛永通寶 銅 6］ 3.3 1．１５ 2９ 2-5 

寛永通賓 銅 2.2 寛永通寶 銅 6２ ２．３４ 0-9 2．４３ 1．２５ 3.6 3０ 

寛永通寳 銅 1．２５ ２．３２ 寛永通寳 銅 Hｉｌｌ ２．３２ 0．９ 2.7 2－４７ 3］ 

寛永通寳 銅銅 ２．４１ 1 2.8 寛永通寶 2．４３ 1．２５ 3.8 6４ 3２ 

Z7５ 

挿図番号 銭貨銘 材質 外従い 厚(､！ 重量(jF） 備考 挿図番号 銭貨銘 材質 外径回 厚胸 重量(８） 備考

寛永通賓 銅 ２．２３ １．１５ 2.4 3３ 寛永通賓 銅 ２．３２ 2.6 

寛永通資 銅 ２．４９ １．２ 3.7 3４ 寛永通寶 銅 4４ Ｌ１ ３．２ 

寛永通費 銅 ２．３２ 1.1 2.3 3５ 寛永通賓 銅 4５ Ｌ」 ３．１ 

寛永通費 銅 ２．４７ 1.2 2.8 3６ 寛永通賓 銅 ４７ ユ.０５ 3ユ

寛永通賓 銅 ２．４７ ユ.３ 3.3 3７ 寛永通費 銅 3４ Ｌ２ ３．３ 

寛永通賓 銅 ２．４５ 上.２ 3.1 3８ 寛永通賓 銅 Ｌ２ 2.8 

寛永通賓 銅 ２．３３ 1.1 2.5 3９ 寛永通費 銅 ２．４６ ユ.１５ 3-2 

寛永通賓 銅 ２３１ 2.5 4０ 寛永通賓 銅 ２．３ １－１ ２．７ 

寛永通賓 銅 ２．４３ 1.3 3.4 4］ 寛永迎賓 銅 ２．４７ １．２５ ３．１ 

1０ 寛永迎賓 銅 ２．２５ 1．０５ 2.5 4２ 寛永通賓 銅 ４９ Ｌ３ ３．５ ｢文」字

1１ 寛永通費 銅 ２．２９ ]､1５ 2.6 4３ 寛永通賓 銅 ３４ 1-1 ２．２ 

1２ 寛永迎賓 銅 ２－３６ 1．１５ 4４ 寛永通賓 銅 ４９ 

1３ 寛永通賓 銅 ２．５３ ］＿2５ 2．８ ｢又」字 4５ 寛永通費 銅 2．５４ １．２５ 3.9 １文.;字

寛永通賓 銅 ２．４３ 3.5 4６ 寛永迎賓 銅 2.18 Ｌｌ 2.2 

寛永通賓 銅 ２．４７ Ｌ２ 3.1 寛永通賓 銅 2．４１ Ｌ２ ３．２ 

寛永迎賓 銅 ２．５５ 1.1 ３．４ 4８ 寛永通賓 銅 ４６ 1．１５ 

寛永通賓 銅 ２．３７ 0.9 2.］ １１９ 寛永通費 銅 3２ １．２ 2.8 

寛永通賓 銅 ２．３４ １．０５ 2.8 5０ 寛永通費 銅 ４５ １．３ ３．６ 

寛永遍費 銅 ２．３２ 2.6 ５１ 寛永通賓 銅 2．３１ ２－７ 

2０ 寛永通賓 銅 ２．４９ ２．９ 5２ 寛永通賓 銅 2.3 ２．９ 

2１ 寛永通費 銅 ２．５９ 1．３５ 3.9 5３ 寛永迎賓 銅 2.49 １．４ ３．７ 

2２ 寛永通賓 銅 ２．５３ １．０５ 3.1 ｢文」字 5４ 寛永通賓 銅 2.52 1．２５ ４．１ :文」字

2３ 寛永通賓 銅 ２．５７ 1.2 3.8 ５５ 寛永通資 銅 2.46 １．２５ ２－９ 

2４ 寛永通賓 銅 ２』６ 1.15 3.3 5６ 寛永通賓 銅 2.36 ２．４ 

2５ 寛永通賓 銅 ２．４５ 1２ ２．５ ５７ 寛永通賓 銅 2-52 1ユ５ ２．８ ｢文」字

2６ 寛永通費 銅 ２．３ ０．９ Ｌ８ 5８ 寛永通賓 銅 ２．５７ ＬＩ ３．４ 

2７ 寛永通費 銅 ２．４ １．０５ ２－６ ５９ 寛永通賓 銅 ２３１ Ｌ２ ２－１ 

2８ 寛永通賓 銅 ２３１ １．１ 2.7 (jＵ 寛永通資 銅 2.58 1.05 ３．３ 

2９ 寛永通賓 銅 ２．５ ＬＩ５ 3.3 6１ 寛永通賓 銅 2.48 ３－３ 

３０ 寛永通賓 銅 2.4 １２５ ３．６ 6２ 寛永迎賓 銅 ２．３４ ０．９ ２．２ 

３］ 寛永迎賓 銅 2．４７ 0.9 ２．７ 6３ 寛永通賓 銅 ２．３２ 1．２５ 

３２ 寛永通費 銅 ２．４３ ユ,２５ ３．８ 6４ 寛永通賓 銅 ２．４１ ２．８ 



第45表廃社周辺出七銭観察表

挿図番号１銭貨銘｜材質｜外径b川厚ｂＩｌ重赴(9)｜備考｜挿図番号｜銭貨銘｜材質｜外径ｂＩｌ厚ｂＪ｜重量(9)｜備考

１１１寛永通賓｜銅’２．２３１０．８５１１．８１「足」字１１寛永通寶｜銅’２．３５１１１０５１２．８

１２１寛永通賓｜銅’２．３３１１．２１２．９２１寛永通寳｜銅’’２．３４１１．１１２．７

１３１寛永通賓｜銅’２．３４１０．９５１２．４３１寛永通寶｜銅’２．３７１１．１１２．３

１４１寛永通質｜銅１２．３１１１．０５１２．６４１寛永通寳｜銅’２．４６１１１．１５１３．２

１５１１文久永賓｜銅’２．６７１０．９５１３．１１四波真字宝５１寛永通寳｜銅’２．３３１ｑ8５１１．８

６１寛永通寶｜銅’２．５５１１１．２１１３．３１「文」字 １６１寛永通費｜銅’２．４３１０．９１２．４

１７１寛永通賓｜銅１２．４３１１．０５１２．７７１寛永通寶｜銅’２．３１１１１２．３

１８１寛永通賓｜銅’２．２８１１１．０５１２．３８１寛永通寶｜銅’２．４９１１．１１１２．９

１９１寛永通賓｜銅’２．４１１１．１１２．５９１寛永通寶｜銅’２．３４１１１１２．５

２０１寛永通齊｜銅’２．２８１１０．７１２１０１寛永通寳｜銅’２．４７１１．３１３．６

第３節近世土坑

近世の所産と思われる土坑はＨ・Ｉ・Ｊ－１～３Ｇに集中して24基検出している。

第４節溝状遺構

第１号溝（第113図）

調査区の最北部（Ｑ－３．４Ｇ）に位置する。廃社の造成に伴う．の字状の掘り込みから北に走向す

る。1幅0.60～0.80ｍ、深さ11～68cm、確認長4.05ｍを測る。覆土の上部から、近世末から明治期にかけ

ての陶磁器片およびガラス器片が廃棄された状態でまとまって出土している。

第２号溝

本遺構は調査区の北西部（Ｍ－２．３，Ｎ～Ｐ－１．２Ｇ）に位置する。遺構の性格としては溝と言

うよりは道として近年まで機能していたようであり、砂質の暗褐色土を覆土に持ち部分的に堅織面も確

認できた。幅2.00～2.80ｍ、確認長32.00ｍを測る。

第３号溝（第121図）

Ｋ・Ｌ－２Ｇに位置し、第４号溝と重複し北から南に走向する。新旧関係は不明である。幅0.84～1.

50ｍ、深さ6～40cm、確認長14.50ｍを測る。

第４号溝（第121図）

Ｌ－２Ｇに位置し、第３号溝と重複し東から西に走向する。幅0.92～1.12ｍ、深さ30～57cm、確認長

7.60ｍを測る。

Z７７ 

挿図番号 銭貨銘 材質 ﾀH至胸リ 厚lzJ 誼ｆｉｔ(円） 備考 挿図番号 銭貨銘 材質 外径やＩ 厚倒 重堂(9) 備考

寛永通賓 銅 ２．３５ 1.05 ２．８ 1１ 寛永通賓 銅 ２－２３ 0.85 1.8 ｢足」字

寛永迎賓 銅 3４ 1.1 ２．７ 1２ 寛永通賓 銅 3３ Ｌ２ 2.9 

寛永通賓 銅 3７ 1．１ ２．３ 1３ 寛永通賓 銅 3４ 9５ 2.4 

寛永通賓 銅 4６ １．１５ ３．２ 1４ 寛永通資 銅 3１ 0５ 2.6 

寛永通賓 銅 3３ ０．８５ １．８ 1５ 文久永賢 銅 6７ 9５ 3.1 四波其字宝

寛永通費 銅 5５ １．２ ３．３ ｢文」字 1６ 寛永通賓 銅 4３ ).９ 2.4 

寛永通費 銅 ３１ ２－３ 1７ 寛永通費 銅 4３ １．０５ 2.7 

寛永通賓 銅 4９ Ｌ１ ２．９ 1８ 寛永通質 銅 2８ 1．０５ 2.3 

寛永通賓 銅 ､3４ ２．５ 1９ 寛永通費 銅 4１ 1-1 2.5 

1０ 寛永迎賓 銅 ２．４７ １．３ ３．６ 2０ 寛永通賓 銅 ２．２８ 0.7 
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第５号溝（第121図）

Ｅ－７，Ｆ－４～７Ｇに位置し北西から南東に走向する。幅0.40～1.20ｍ、深さ10～35cm、確認長35

70ｍを測る。

第６号溝（第109図）

Ｈ・Ｉ－１Ｇに位置し東から西に走向し、傾斜面に吸収される。幅0.48～0.60ｍ、深さ0.36ｍを測る。

第46表近世土坑一覧（第120図）

短軸長
（、）

長軸長
（、）

深さ
（c､） 

短軸長
（、）

土坑
番号

深さ
（c､） 

長軸長
（、）

土坑
番号

平面形態 主軸方向検川付置主軸方向平面形態検tH付管

隅丸長方形 Ｎ－ｌＴ－Ｅ 0．９０ 0．７８ 18～2３ Ｈ・Ｉ－３Ｇ隅丸長方形 ｑ９８ ８～1０ 1３ 1．７０ Ｉ・Ｊ－３Ｇ Ｎ-15゜－Ｗ１ 

隅丸長方形I－２Ｇ Ｎ－８６．－Ｗ 1．１０ 1．００ 21～2８ 1４ 隅丸長方形 0．９０ 83～9０ Ｎ－５ｏ－Ｅ 1．０３ I－３Ｇ ２ 

隅丸長方形 Ｎ-90.-Ｗ 0．９８ 0．５８ 35～4５ 「－２Ｇ1５ 隅丸長方形 51～5６ Ｎ－５．－Ｗ 1．９８ 0－９６ I－３Ｇ ３ 

隅丸長方形 10～1６ Ｎ-38.-Ｅ I－２Ｇ 1－２１ ０．７５ 隅丸長方形 Ｎ－１４ｏ－Ｅ 2．００ 1-06 2４ 1６ I－３Ｇ ４ 

隅丸長方形 Ｎ-81.-Ｗ 0．８８ ３～1７ I－２Ｇ １．４０ 25～3３ 1７ 台形 Ｎ-82.-Ｗ 1.2 0．９４ I－３Ｇ ５ 

隅丸長方形Ｈ・Ｉ－２Ｇ Ｎ-80.-Ｗ 1．８５ 1．０３ ８～1７ 隅丸長方形 0．９７ 58～7３ 1８ I－２ｏ３Ｇ Ｎ-83.-Ｗ 1．４６ 

西
且

隅丸長方形I－２Ｇ Ｎ－１７－Ｅ 0．９２ 0．９０ 22～3］ 隅丸長方形 0．８２ 32～3６ 1９ I－３Ｇ Ｎ-70.-Ｗ 1．０５ ７ 

隅丸長方形I－２Ｇ Ｎ－７ｏ－Ｅ 0．９３ 0．８６ 18～2６ 隅丸長方形 0．６５ 17～2２ 2０ ０．９６ I－３Ｇ Ｎ-82゜－Ｗ８ 

Ｉ・Ｊ－２Ｇ 隅丸長方形直径ｑ8５ Ｎ－５．－Ｗ 2．４６ ０－９２ 17～1９ 円形 Ｎ－０．－Ｅ ３～４ 2１ I－３Ｇ Ｈ 

隅丸長方形Ｉ・Ｊ－２Ｇ Ｎ－８８ｏ－Ｅ 1．０２ 22～3３ 2．００ 隅丸長方形 0．９０ 33～4０ 2２ Ｎ-83゜－Ｗ 1.01 I－３Ｇ １０ 

Ｉ・Ｊ－２Ｇ 隅丸長方形隅丸長方形 47～5２ 2３ Ｎ－５ｏ－Ｅ 0．９０ 0．８７ 20～2７ 0．９２ Ｎ-68.-Ｗ 1-06 I－３Ｇ Ⅲ 

隅丸長方形Ｈ－１Ｇ 0．８８ 隅丸長方形 0．８５ １１～2０ 2４ Ｎ－８ｏ－Ｅ 1.4］ 18～3１ Ｎ-13.-Ｅ 1．９５ I－３Ｇ 1２ 

￣ 
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土坑
j番号

検出位置 平面形態 :主軸方向
踵軸長
(、）

短軸長
(、）

土坑
番号

検Ｈ１位置 平面形態 j:軸方向
短靴長
(、）

深さ
((、）

Ｉ・Ｊ－３Ｇ 隅丸長方形 Ｎ-15｡。＝Ｗ 1．７０ ０．９８ 8～1０ １３ Ｈ・Ｉ－３Ｇ 隅丸長方形 Ｎ・-13.-Ｅ 0．９０ 0.78 18～2３ 

１．．３Ｇ 隅丸長刀形 Ｎ5...Ｅ ＬＯ３ ０．９０ 83～9０ 1４ Ｉ２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ・８６゜・・Ｗ 1．１０ 00 21～2８ 

I‐・３Ｇ 隅丸長方形 -iｊｏＷ 1．９８ 0.96 51～5６ 1５ Ｉ－２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ…９０，－Ｗ ０－９８ ､５８ 35～4５ 

１．．３Ｇ 隅丸長方形 ・１４画.－Ｅ 2－００ 1．０６ ２４ 1６ I－２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ・・38..-Ｅ 1．２１ 7５ 10～１６ 

I－３Ｇ 形 －８２．－Ｗ Ｌ２ ０．９４ 25～3３ 1７ Ｉ－２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ－８ｒ－Ｗ 1．４０ 8８ ３～1７ 

１－２．３Ｇ 隅丸長方形 Ｎ-83..Ｗ 1．４６ 0．９７ 58～7３ 1８ Ｈ・Ｉ・ZＧ 隅丸長方形 Ｎ-80゜－－V(’ 1－８５ 0３ ８～1７ 

１．．３Ｇ 隅丸長方形 Ｎ--70...Ｗ ＬＯ５ 0.82 32～3６ 1９ １．．２Ｇ 隅丸長方形 Ｎｌ７ｏＥ 0-92 9０ 22～3１ 

Ｉ３Ｇ 隅丸長方形 Ｎ・・８２．－Ｗ 0．９６ 0－６５ 17～2２ 2０ １－．２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ７６－Ｅ 0９３ 8６ 18～2６ 

Ｉ－３Ｇ 円形 Ｎ-.0.-Ｅ 直径 0．８５ ３～４ 2１ Ｉ・Ｊ－２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ－５．－Ｗ ２．４６ 9２ 17へ曇1９

1０ I・・３Ｇ 隅丸良方形 Ｎ・８３．－Ｗ １．０１ ０．９０ 33～dｏ 2２ Ｉ・Ｊ２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ-88.-＝Ｅ 2.00 0２ 22～3３ 

1］ Ｉ３Ｇ 隅丸長方形 Ｎ･-68.-=Ｗ ＬＯ６ 0．９２ 47～5２ 2３ １．Ｊ２Ｇ 隅丸長方形 Ｎ－５．.Ｅ ０．９０ 8７ 20～2７ 

1２ I・・３Ｇ 隅丸長方形 Ｎ--13..Ｅ Ｌ９５ 0．８５ 11～2０ 2４ Ｈ－１Ｇ 隅jlL長方形 Ｎ・・8..・Ｅ １．４ユ 0.88 18～3１ 
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第７号溝（第109図）

Ｈ・Ｉ－１Ｇに位置する。第６号溝から分かれて南南西に走向し、角度を持ち屈曲し西に走向する。

1幅0.60ｍ、深さ0.18～0.54ｍを測る。

第８号溝（第109図）

Ｈ－１Ｇに位置し、西に走向するが、井戸と重複し、１号墓曠内で吸収される浅い溝。幅0.30ｍ、深

さ0.05ｍ程度を測る。

第５節中世・近世出土遺物

本遺跡で出土した中世・近世所産の遺物は、調査区の北部の廃社周辺に集中する。特に廃社から北へ

伸びる第１号溝からは、明らかに投棄したと思われる状態で、近世末から明治期にかけての陶磁器およ

びガラス器がまとまって出土している。

中世・近世の所産と思われる遺構外の遺物のうち、砥石４点、内耳の焙烙２点を図示した。

砥石は、４点出土している。３．４は鋸引痕を残す。

５は器高5.4cmを測る内耳の焙烙。６は推定口径35.4cm、器高5.7cm、底径31.8cmを測る内耳の焙烙。

３
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第122図遺構外出土中・近世遺物
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第47表遺構外出土中・近世遺物観察表（第122図）

Ni図番号|整理番号｜取り上げ番号｜器種｜長さ’幅’厚｜｜重且｜｜石質｜備考

１１遺構外４２７１古墓周辺｜砥石 7．７１３．１１２．５１１４５１流紋岩

２１遺構外４２６１廃社周辺｜砥石 10.311３．０１２０１９１．５１流紋岩

３１遺構外４２９１表土 砥石 7．２１５．４１４．５１８０．５１流紋岩ｌ鋸引痕あり

４１遺橘外４２８１１満 砥石 8．７１２．３１２．５１１１９．０１凝灰岩｜鋸引痕あり

備図番号|整理番号’出十付週｜挿図番号｜整理番号｜出土位置

５１遺構外４１９１古墓周辺’６ 遺構ﾀﾄ418111境(Q-6G）

第IX章調査のまとめ

第１節縄文時代前期初頭から前葉の土器について

本遺跡において、縄文時代の遺物の主体となる時期は、前期初頭花積下層式期～ニツ木式期にかけて

のものである｡本文中の遺構外出土縄文土器の分類において第II群土器としたものがほぼこれに当たる。

しかしこの分類は、遺構外出土という資料の性格上から器形および文様構成等の把握においてはやや難

がある。

ここでは、以上のことを踏まえて、住居社出土の土器の中から器形および文様構成の把握が可能な土

器について、もう一度見てみたい。なお、縄文のみを施文する土器については除外しておく。

以上の観点から口縁部文様帯に注目して住居吐出土の土器を見てみると第７号住居杜の１，第20号住

居杜の１，２，３，の４点において器形および文様構成の把握が可能である。

第７号住居杜の１は、炉吐埋設の深鉢土器で、膨らんだ胴部が頚部で窄み外反し平口縁を呈する。

２条の刻み隆帯により胴部と口縁部文様帯の区画を成し、口唇下にはやはり２条の刻み隆帯を横走きせ

この２組の刻み隆帯の間を□縁部文様帯とする。口縁部文様帯は、４本１組の撚糸側面圧痕により円形

刺突文を抱く蕨手状の文様を横長に構成する。空間はランダムの刺切文を充填する。胴部には回転絡条

体の－種を施文する。

第20号住居社の１はやや膨らむ胴部から緩やかに頚部で<ぴれ外反し４単位の波状の口縁を呈する深

鉢土器。胴部との区画は刻み隆帯を３条と半歓竹管による連続刺突文により成される。口縁部文様帯は

波頂部から垂下する４条の刻み隆帯により縦位区画を構成する。この隆帯の左右に円形刺突文を配置し

さらに円形刺突文を抱く蕨手文を刻み隆帯により左右対称に構成する。また、胴部との区画の刻み隆帯

と縦位区画の刻み隆帯との接合部は３条の刻み隆帯で三角形を構成し左右対象に配する。口唇下にも刻

み隆帯は２条認められる。縦位の区画内には円形刺突文を抱くＬ・Ｒ.Ｌの撚糸側面圧痕による蕨手文、

菱形文を配する。空間は４本単位の刺切文を格子状に充填する。胴部には結節縄文を施す。

第20号住居社の２は膨らむ胴部から頚部で<びれ外反し波状を呈する口縁を有する深鉢土器。口縁部

と胴部の区画は半歓竹管による刻み隆帯を２条施すことにより成す。この刻み隆帯に施された刻みは鋭

角に刺突される。口縁部文様帯は、円形刺突文を抱くＲ・Ｌによる撚糸側面圧痕を蕨手状に施し、空間

にはやや乱れた矢羽状の刺切文を充填する。胴部以下は閉端環付のＲＬとＬＲを多段に施し羽状を構成

1８２ 

Iili図藍号 整理番号 取り’二げ番号 器種 長さ 幅 厚 重量 石質 備考

遺構外427 古基周辺 砥石 ３．１ ２．５ 145 流紋岩

ii図構外426 廃社周辺 砥石 1０ 3-0 ２．０ 9１．５ 流紋岩

i陞構外429 表纈士 砥行 ５．４ ４．５ 8０．５ 流紋岩 鰯|痕あり

ii型構外428 l満 砥石 8.7 2.3 ２．５ 1]9.0 凝灰岩 鋸引痕あり

轍 龍 鱒理涛･号

遺術外419

ILM+付滑

古墓周辺

挿図番号 鞘理恭･号

過描外118

ILll十位屑

1境(Ｑ６Ｇ）



する。

第20号住居社の３は胴部から外反しながら□縁に向かって開き平口縁を呈する深鉢土器。口唇下には

刻み隆帯を２条横走させ、胴部との区画には２条の刻み隆帯を施す。口縁部文様帯は刺切文を矢羽状に
充填する。胴部には結節縄文を施す。

これらの土器を谷藤氏の「ニッ木式土器」（1988「群馬の考古学」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業

団）の分類によって整理すると、いずれの土器も刻み隆帯によって文様帯の区画がなされ、文様帯が重

帯化せず、刻み隆帯、撚糸側面圧痕、円形刺突、刺切文から主文様が構成されるところからニッ木Ｉ式

に比定する１類ａに分類される。

以上のことから、完形土器およびそれに近い土器を見る限り本遺跡の中心となる時期は、ニッ木Ｉ式
期になるものと思われる。

また、縄文施文の土器に０段多条の異方向縄文を施す土器や尖底の土器も認められるとこるから遺跡

は前期初頭から営まれニッ木Ｉ式器に盛興期を迎えたものと思われる。

第２節縄文時代中期初頭の土器及び新崎式土器について

本遺跡において、北陸系の土器として理解されている「新崎式土器」の出土をみた。本県において当

該期の北陸系の土器としては、勢多郡赤城村の見立大久保遺跡において出土していることが知られる。

実測図および写真によると寸胴気味の胴部を呈する深鉢土器で、口縁部に無文帯を有する。胴部は隆帯

で瘤状の渦巻き文を貼付し、半歓竹管による半隆起状の渦巻き文および垂下文を施す｡本遺跡出土の｢新

崎式土器」と大きく異なる点は、文様空白部に施される格子目文の充填がないことである。

本遺跡において出土している中期前葉の土器としては、本文中で第Ｖ群土器として報告した五領ケ台

式の土器がある。第Ｖ群土器を出土する遺構は、第１号土坑・第１1号土坑（流れ込みと思われる）と少

ないものの、調査区の北部を中心にかなりの量の遺物が出土している。「新崎式土器｣を出土した第29号

土坑からも五領ケ台式土器の小破片が出土しており、明確な共伴関係としては認められないものの、こ
れらの土器と共伴する可能性を指摘しておきたい。

なお、本土器に対するコメントを新潟県教育委員会の寺崎祐助氏から頂戴した。併せて、本遺跡にお
ける「新崎式土器」の理解の参考とされたい。

横沢新屋敷遺跡出土の新崎式土器に対するコメント寺崎祐助

この土器は、新潟県においては北陸系の土器とされ、「新崎式土器｣として理解されている。特徴とし

ては、新崎式の深鉢の中では小型の部類に属すること、口縁部下位に無文帯を持つことおよび胴部文様

帯における瘤状渦巻文の貼付や文様空白部分への格子目文の充填があげられる。また、縄文技法では半

載竹管を多用し、胎土では凝灰岩と考えられる灰褐色の軟質な礫を多数含むという特徴も有する。

この土器と類似する土器は、新潟県中越地方の長岡市周辺や北魚沼郡周辺といった地域でしばしば認

められることから、おそらく新潟県のこのような地域から群馬県の当遺跡へともたらされた可能性が高

い。時期的には中期前葉②期（新潟県教育委員会ほか1996）に比定され、新潟県では三島郡三島町千石

原第１群土器（中村・竹田・小林1973）や西蒲原郡巻町大沢遺跡ｍｂ期（前山1990）の一部に、北陸地

方では新|埼式第Ⅱ段階（加藤1995）にそれぞれ並行するものと考えられる。

この土器が当遺跡でどのような土器と伴出したかや出土した中期前葉の土器にはどのようなものが

Z８３ 



あるかは大変興味のある所である。また、群馬県内においてこの

ような土器が地元のどのような土器と伴出し、どの地域に分布す

るのかの解明は、土器編年の対比だけではなく土器の動きひいて

は人の動きをも暗示させる重要な問題である。このような事例が

群馬県内において更に増加することが望まれる。なお､第123図の

土器は、新潟県北魚沼郡堀之内町に所在する清水上道跡（新潟県エ誌l乱、ラヲT摘垰｣し親ｲﾛ石1Ｗ出イニl']四Jvこけ11エソもj(Ｈ小一壜以、ｗ''7,ﾂﾞホ第123図清水上遺跡出土土器(1/5）

教育委員会ほか1996）から出土したもので、当遺跡出土の新崎式（(新潟県教育委員会ほか1996)原図）

土器に器形・文様構成・施文技法が類似する。

引用文献

加藤三千雄1995「北陸における中期前葉の土器群について｣『第８回縄文セミナー中期初頭の諸様相』

縄文セミナーの会

中村孝三郎・竹田祐司・小林達雄1973『千石原」長岡科学博物館考古研究室調査報告書第11冊長岡

市立科学博物館

新潟県教育委員会ほか1996『清水上遺跡IIj新潟県埋蔵文化財薑調査報告書第72集

前山精明1990「大沢遺跡』巻町教育委員会

第３節古墳について

本遺跡において、今回確認調査された古墳は、いずれも『上毛古墳綜覧」に未登録の古墳である。遺

跡を載せる台地には、漏４号境のさらに南南西約50ｍの位置に宅地造成により主体部の南の大半を失っ

た古墳が存在する。

遺跡の西沖積低地を隔てた対岸の台地上には横沢古墳群の－支群としての大塚地区があり古くからそ

の存在が知られ、『上毛古墳綜覧』には４基記載されている。

従来周知されていた大塚地区に匹敵する古墳群が、ここ新屋敷地区に存在したことで、横沢古墳群を

構成する支群の一つとして本地区が加えられることとなった。

第４節中世古墓について

大胡町における中世古墓の調査は、茂木古墓・日光道東古墓に続き３例目である。

茂木古墓は、昭和32年４月に群馬大学史学研究室により発掘調査された。台地の裾部をならし切石に

より長方形の区画を造成し、区画内は扁平な川原石を敷きつめている。また、墓標として板碑を配する。

埋葬形態は、骨壷（常滑焼）に納骨するほか、直葬と思われる出土状況も窺える。

日光道東古墓は、平成５年１月から３月にかけて、大胡町教育委員会により実施された日光道東遺跡

（大字河原浜字日光道東）の発掘調査において検出された。台地に縁辺に近い地区に位置し墓域として

明確な区画をなさない。検出遺構は敷石を伴い骨蔵器として推定される瓦質の糯鉢を出土した１号墓。

墓標として五輪塔の地輪を伴い楕円形を呈する墓坑に土葬された２号墓。軽石製の枢型骨蔵器を検出し

た３号墓。３個の礫を据える隅丸長方形を呈する土坑を埋葬施設と推定する４号墓。以上４基の埋葬施

設のほか５ヶ所の焼骨の集中が認められた。

新屋敷古墓は、日光道東古墓と同様に台地の縁辺に占地し墓域としての明確な区画を有さない。埋葬

形態としては４基のいずれもが土坑墓として把握できる。五輪塔の出土状況が明確でないものの、明ら

Z８４ 



かに墓標として墓域に伴うものと思われ、板碑の出土状況等から墓標としては二つの形態が存在したこ

とが認められる。

墓地造成の時期を比定するための資料として、五輪塔・板碑・青磁片があるが、明確にはその時期を

把握しかねる。

第５節廃社について

｜｢大胡町誌jによると、大字横沢地内に存在した神社は村社赤城神社、無格社八幡宮、無格社雷電神社

があり、明治42年に大胡神社に合祀されたことが判る。地元古老の話によると往時社が存在し、その後

火事により焼失したとのことであり、神社の名前のついては『赤城神社jの額が存在したとのことであっ

た。調査知見からは、火事による消失の証拠は得られなかったが、『大胡町誌』にある村社赤城神社が今

回調査した廃社に当たるものと思われる。地元古老の年齢から推測するところ、故老の生年は明らかに

合祀以後となり、合祀以後も火事による焼失まで社が存在していたものと思われる。

第Ｘ章あとがき

最後に、本報告書を刊行するにあたり、良好な食材を与えられながら、うまく料理ができなかった料

理人のような気持ちでいる。料理できたのであればまだしも、素材の持ち味さえも損ね、食することさ

えできないものを作ってしまった感がある。これも、ひとえに報告者の力量不足がもたらすもので、'断

!脆の念に耐えない。

本報告書作成にあたり、多大なご助言をいただいた各位には、伏して寛恕を請うとともに今後の反省

材料としたい。
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